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 施策の体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．男女ともに仕事と家庭を両立する 
ための条件整備 

１．女性の就労機会の拡大 

基 本 
理 念 

基本目標 主要課題 

１．男女共同参画意識の啓発 

２．家庭における男女共同参画の促進 

３．男女共同参画の視点に立った教育・ 
学習活動の推進 

１．あらゆる形態の暴力の根絶 

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
ま
ち 
ふ
じ
み
野 

２．働く場での男女共

同参画の推進 

１．市民意識の高揚 

３．あらゆる形態の暴

力の根絶 
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 施策の方向 

１．男女共同参画推進状況に関する調査・研究 

２．意識啓発活動の推進 

３．男女共同参画の視点に立った広報活動の推進 

４．男女共同参画に関する情報の収集・提供 

１．家庭における男女平等教育の促進 

２．男性の家事・子育て・介護への参加促進 

１．男女共同参画の視点に立った学校教育の推進 

２．生涯学習活動の促進 

１．ドメスティック・バイオレンスに関する相談・ 
被害者支援体制の充実 

２．セクシュアル・ハラスメント等への対応 

１．働く男女を支援する社会的環境整備 

２．育児・介護休業の取得促進 

１．男女の均等な就労機会の確保 

２．就業のための情報提供の充実 

３．再就職支援の充実 

４．労働相談事業の充実 

５．非正規雇用等の労働条件の向上 

p.9 

p.19 

p.22 

p.27 

p.32 

p.35 
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 基本目標 主要課題 

３．高齢者・障がい者福祉の充実 

１．地域・社会活動への参画促進 

２．政策・方針の立案・決定への 
参画促進 

４．社会参画の促進 

１．次世代を育成するための 
環境づくり 

２．ひとり親家庭の福祉の充実 

４．地域福祉の充実 

２．母性の保護と母子保健の充実 

１．性と生殖に関する健康と権利に 
ついての意識啓発 

３．健康の保持・増進 

３．平和活動と国際理解・協力における 
男女共同参画の促進 

５．生涯にわたる 

健康支援 

６．生活福祉の向上 
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１．性と生殖に関する健康と権利についての意識啓発 

２．活動拠点の拡充 

施策の方向 

１．子育て支援体制の充実 

２．青少年健全育成事業の充実 

３．子育て家庭への経済的支援 

４．障がい児のいる家庭の福祉の充実 

１．ひとり親家庭の生活の安定への支援 

１．地域福祉組織の充実 

２．市民生活をめぐる相談体制の充実 

３．福祉情報の提供体制の充実 

１．福祉サービスの充実 

２．地域生活基盤の確保 

３．生きがい活動支援 

２．ひとり親家庭等の相談・緊急援助の充実 

１．地域・社会活動への参加促進 

２．平和活動の推進 

２．事業所の取組みへの支援 

３．地域・社会活動での男女共同参画 

１．国際理解・協力と交流の推進 

３．多言語に対応した地域生活環境の整備 

１．母性の保護と母子保健事業の充実 

２．健康管理に関する意識啓発 

３．健康診査の充実と受診促進 

 ２．健康を脅かす問題への対策 

１．健康づくり事業の実施 

p.38 

p.44 

p.50 

p.52 

p.56 

p.62 

p.75 

p.80 

p.95 

１．市の政策・方針の立案・決定過程への男女共同参画 

p.40 
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 重点施策 
 

 この計画で特に重点的に取り組む施策は次の11項目です。 
 

■□重点施策□■ 
 

 施  策  内  容 担当課 
施策 
番号 

１ これまでの啓発事業の内容を見直し、充実させるとともに、新しい手法
として男女共同参画を推進するためのシンボルマークやキャッチフレー
ズの募集を通して広く市民に周知し、決定したシンボルマーク等を活用し
て啓発を推進する。また、男女共同参画推進条例の制定や内閣府が推奨し
ている男女共同参画宣言都市の実現を目指す。 

市民相談・人権
推進室 

５ 
９ 
10 

２ これまで家事に参加をする機会が少なかった男性に対しての意識啓発
や家事や子育て、介護の技術習得のための講座を開催するなど、実質的に
家事を分担する意欲と知識が高まるように働きかける。 

市民相談・人権
推進室 

17 

３ 事業所が男女共同参画の推進に取り組む動機づけとなるよう、入札参加
資格申請の際に、子育て支援や働きやすい体制づくりを実施している資料
を求める。また、一定の日をワーク・ライフ・バランスを推進する日とし、
定時で仕事を終え、自分や家庭のための時間を有効に使うよう市職員に呼
びかけるとともに、この取組みを事業所等にも働きかけるため市内に広く
周知する。 

市民相談・人権
推進室 
人事課 
管財課 

28 
37 

４  ＤＶ被害者支援ネットワーク体制を構築し、また、ＤＶに関するパネル
展などの啓発事業も引き続き実施する。 

子育て支援課 
市民相談・人権
推進室 
関係各課 

４ 
41 

５  人権侵害であるセクシュアル・ハラスメントの問題を解決するために、
職員を対象としたセクシュアル・ハラスメント研修会を計画的に実施し、
相談体制の強化を図る。また、事業所に向けても啓発をする。 

人事課 
市民相談・人権
推進室 

42 
43 
44 

６  市民と協働して啓発活動を推進するために、男女共同参画の意識を持っ
た団体を育成する。そして、委託事業である意識啓発事業を公募制とし、
複数の団体に事業を委託して内容を拡充する。 

市民相談・人権
推進室 

45 
46 

７  まちづくり人材登録制度の登録者を充実させ、女性が審議会等の委員と
なる機会を拡大させる。また、委員の構成は男女の一方に偏ることのない
ようにし、女性の割合を35％以上となるよう努める。 

改革推進室  
市民相談・人権
推進室 

50 
51 

８  市の管理職に女性を積極的に登用するため、女性職員の意識改革ととも
に、学習の機会を提供し、女性職員が能力を発揮できるような体制を整備
する。 

人事課 52 
53 

９  生涯にわたって健康で快適な生活を送るために、自らの健康状態を把握
する一つとして、各種健（検）診の受診を促進する。 

保健センター 74 
75 

10  母子及び寡婦福祉法に基づき、母子家庭を総合的に支援するための母子
自立支援員を配置する。 

子育て支援課 96 

11  次世代育成支援行動計画に基づいた子育て支援のネットワークを構築
し、安心して子育てができる環境づくりを目指す。 

子育て支援課 
関係各課 

79 
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 数値目標 

 

平成24(2012)年に達成を目指す目標は次のとおりです。 
 

■□数値目標□■ 
 

 項目 内容 

１ 性別役割分担意識解
消の浸透 

「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識に「同感しない」
という意見 
市民意識調査で60％（現状43.8％） 

２ 男女の地位の平等感
の浸透 

社会全体の男女の地位の平等感が「平等である」という意見 
市民意識調査で25％（現状15.5％） 

３ 市の男女共同参画基
本計画の浸透 

ふじみ野市男女共同参画基本計画を「知っている」という意見 
市民意識調査で50％ 

４ 男性の子育てへのか
かわりの推進 

子育て中の男性自身の子育てへのかかわりが、「十分である」という
意見 
市民意識調査で15％（現状4.9%） 

５ 男女ともに高齢者等
の介護を分担する意
識を高める 

病人や高齢者の介護は「男性と女性で役割分担してやるのがよい」
という意見 
市民意識調査で65％（現状56.6％） 

 

 

 



 ８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2０年度～24 年度実績報告 
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【基本目標】 １．市民意識の高揚

《主要課題》　　 １．男女共同参画意識の啓発

（施策の方向）　 ①．男女共同参画推進状況に関する調査・研究　

<施策・事業名> １．男女共同参画基本計画事業実績報告書の作成

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 1千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ２．男女共同参画進捗状況（県）報告

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・男女共同参画の推進に関する施策
の進捗状況を取りまとめ報告した。
【報告日】５月２４日(木)
【報告内容】
①事業実施状況
②重点施策の進捗状況分析

【報告日】１０月１７日(水)
【報告内容】
①市民意識調査結果（概要）
②男女共同参画基本計画（見直し）
素案の検討
③計画見直しスケジュール

・男女共同参画の推進に関する施策
の進捗状況を取りまとめ報告した。
【報告日】５月１５日(金)
【報告内容】
①事業実施状況
②政策決定過程への女性の参画状況
③ドメスティック・バイオレンス対
策の実施状況等

平成２１年度事業実績報告

・平成２４年度の実施計画及び平成
２３年度の実績報告をまとめ、男女
共同参画推進会議やホームページに
おいて報告した。
【会議開催日】５月２４日（木）

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・平成２３年度の実施計画及び平成
２２年度の実績報告をまとめ、男女
共同参画推進会議やホームページに
おいて報告した。
【会議開催日】５月２０日（金）

・男女共同参画の推進に関する施策
の進捗状況を取りまとめ報告した。
【報告日】６月２１日(月)
【報告内容】
①事業実施状況
②政策決定過程への女性の参画状況
③ドメスティック・バイオレンス対
策の実施状況等

平成２３年度事業実績報告

・平成２０年度の実施計画をまと
め、男女共同参画推進会議等におい
て報告した。
【会議開催日】７月２３日

・男女共同参画の推進に関する施策
の推進状況を取りまとめ、５月７日
に報告した。

平成２１年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

・平成２２年度の実施計画及び平成
２１年度の実績報告をまとめ、男女
共同参画推進会議やホームページに
おいて報告した。
【会議開催日】５月１９日（水）

平成２０年度事業実績報告

・平成２１年度の実施計画及び平成
２０年度の実績報告をまとめ、男女
共同参画推進会議やホームページに
おいて報告した。
【会議開催日】５月１５日(金)

　男女共同参画推進の総合的かつ効果的な執行を確保することを目的として、男女共同参画基本計画進行管理規程に基づき、目的を達成するた
めの事業に係る執行管理の実施計画及び実施結果を報告書にまとめる。【継続】

　県が各市町村における男女共同参画の推進に関する施策の推進状況を把握し、今後の男女共同参画行政の基礎資料とすることを目的として実
施しているため、調査依頼に基づき報告をする。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・男女共同参画の推進に関する施策
の進捗状況を取りまとめ報告した。
【報告日】５月３０日(月)
【報告内容】
①事業実施状況
②政策決定過程への女性の参画状況
③ドメスティック・バイオレンス対
策の実施状況等

9
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（施策の方向）　 ②．意識啓発活動の推進

<施策・事業名> ３．市民参画による意識啓発事業の推進

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 329千円 (企画政策室) 事業費 370千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 343千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 360千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 310千円

・公募により市民団体に啓発事業を
委託した。
【事業名】男女共同参画のまちづく
り委託事業
【募集団体数】３団体
【委託料】１事業あたり１２万円を
限度

【事業１】長倉洋海写真展と講演
「子どもたちの元気便～震災からの
出発」
【委託先】ふじみ野市図書館を考え
る会
・写真展示　上福岡図書館
　　　　　　　日時　10月7日～14日
　　　　　　大井中央公民館
　　　　　　　日時　10月16日～21
日
・講演　10月14日上福岡図書館
・参加人数　写真展示2,700人
　　　　　　講演会30人
　
【事業２】基礎から学ぶ男の料理教
室
－家族がよろこぶ普段食－
【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
（第１回目）日時　10月20日（土）
（第２回目）日時  11月24日（土）
（第３回目）日時　12月15日（土）
（第４回目）日時 　1月26日（土）
会場　大井中央公民館調理実習室
参加人数　２５名

平成２４年度事業実績報告

・男女共同参画を推進するために活
動をしている市民団体に啓発事業を
委託した。テーマは健康。

【委託先】ふじみ野市男女共同参画
をすすめる市民の会

【講演会】
日時　11月16日(日)　午後２時～
講師　佐藤達夫氏（食生活ジャーナ
リスト）
演題　「いきいき健康　～中高年か
らの二人暮らし～」
会場　フクトピア　展示ルーム
参加人数　73名

【パネル展】
日時　①11月6日(木)～14日(金)
　　　②11月11日(火)～16日(日)
会場　①大井総合支所　ロビー
      ②上福岡図書館　展示スペー
ス
パネル内容　「なるほどジェン
ダー」

【啓発情報紙の発行】
カスタネットNo.22　9月1日発行
カスタネットNo.23　2月1日発行

【映画会】
タイトル　「殯(もがり)の森」
日時　2月22日(日)　午後２時～
会場　上福岡図書館　視聴覚ホール
参加人数　117名

平成２３年度事業実績報告

　男女共同参画に関する市民の認識と理解を深めるため、意識啓発事業を市民参画により実施する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・公募により市民団体に啓発事業を
委託した。
【事業名】男女共同参画のまちづく
り委託事業
【募集団体数】３団体
【委託料】１事業あたり１２万円を
限度

【事業１】料理教室
基礎から学ぶ、男のための料理教室
～家族がよろこぶ普段食～　（全４
回）
【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
（第１回）日時１１月２０日（土）
内容　和風献立
（第２回）日時１２月１８日（土）
内容　洋風献立
（第３回）日時　１月２２日（土）
内容　男子スィーツ
（第４回）日時　２月１９日（土）
内容　中華風献立
・講師　奥嶋佐知子氏（女子栄養大
学調理学研究室専任講師）
・対象　２０歳以上の男性
・会場　大井中央公民館調理実習室
・参加人数　２６名

【事業２】映画会
【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
日時　１０月１７日（日）
内容　映画「青い鳥」
会場　上福岡図書館視聴覚室ホール
参加人数　１０１名

【事業３】講演会・写真展

平成２２年度事業実績報告

・男女共同参画を推進するために活
動をしている市民団体に啓発事業を
委託した。テーマは男性の男女共同
参画の促進。
【事業名】ふじみ野市男女共同参画
意識啓発事業
【委託先】ふじみ野市男女共同参画
をすすめる市民の会

【講演会】
・日時　11月1日(日)午後2時～4時
・内容　読み聞かせ＆トーク～パパ
と一緒に楽しく子育て～
・講師　安藤哲也氏(NPO法人ファ
ザーリングジャパン代表)
・会場　サービスセンター　多目的
ホール
・対象　一般市民
・参加人数　　40名

【学習会(体操)】
・日時　11月16日(月)午後2時～4時
・内容　スマイル貯筋体操～いつま
でも健康で豊かな生活を送る為に～
・講師　芦野敏明氏(日本体育協会公
認指導員)
・会場　市民交流プラザ　展示ルー
ム
・対象　一般市民　　　　参加人数
61名
・企画・運営　熟年世代と男女共生
（第１部会）

・公募により市民団体に啓発事業を
委託した。
【事業名】男女共同参画のまちづく
り委託事業
【募集団体数】３団体
【委託料】１事業あたり１２万円を
限度

【事業１】傾聴ボランティア初級養
成講座
【委託先】傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(むすび)
（第１回）日時10月24日（月）
　　　　　　10時～16時
（第２回）日時10月31日（月）
　　　　　　10時～16時
（第３回）日時11月1日（火）～25日
（金）までのうち一日間施設での実
習
（第４回）日時11月28日（月）
　　　　　　10時～16時
・講師　松舘千枝氏（日本教育ｶｳﾝｾ
ﾗｰ協会上級ｶｳﾝｾﾗｰ）
・対象　ふじみ野市在住・在勤・性
別、年齢不問
・会場　大井総合福祉センター４階
多目的ホール
・参加人数　２４名

【事業２】基礎から学ぶ男のための
料理教室
【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
（第１回目）日時　11月19日（土）
（第２回目）日時  12月17日（土）
（第３回目）日時　 1月28日（土）
（第４回目）日時 　2月18日（土）
会場　大井中央公民館調理実習室
参加人数　２５名
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～前ページのつづき～

【事業３】計画会議技法ワーク
ショップ
【委託先】コミュニティー活性化ラ
ボふじみ野
（1日目）日時　２月２日（土）
（2日目）日時　２月９日（土）
・会場　市民交流プラザ会議室
・参加人数　1日目9名
　　　　　　2日目8名

平成２１年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

～前ページのつづき～

【事業３】映画会「かすかな光へ」
【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
・日時　１１月６日（日）
・会場　上福岡西公民館　地下ホー
ル
・参加人数　１０６名

平成２２年度事業実績報告

～前ページのつづき～

【委託先】ふじみの市男女共同参画
をすすめる市民の会
・日時　１１月１３日（日）
・演題　女たちがつくる国ルワンダ
―女性議員が５６％の国から見えて
くるもの―
・講師　カンベンガ・マリールイズ
氏（ＮＰＯルワンダの教育を考える
会理事長）
・会場　上福岡図書館視聴覚室ホー
ル及び展示スペース
・参加人数　５７名

～前ページのつづき～

【学習会（実習）】
・日時　2月10日(水)午前10時～午後
2時
・内容　男子厨房ニ入ルベシPart６
調理実習へのお誘い～ルゥから作る
カレーとナン～
・講師　奥嶋佐知子氏(女子栄養大学
調理学研究室専任講師）
・会場　上福岡公民館　実習室
・対象　興味のある男性
・参加人数19名
・企画・運営　熟年世代と男女共生
（第１部会）

【学習会(講演)】
・日時　12月5日(土)午後1時～4時30
分
・内容　その束縛は愛なの？～デー
トＤＶのお話～
・講師　栗田氏・曽根氏(デートＤＶ
防止ネットワーク埼玉）
・会場　上福岡図書館　集会室２
・対象　一般市民
・参加人数　　9名

～前ページのつづき～

【学習会】
テーマ　「介護予防は毎日の生活か
ら！　～生き生きと元気に過ごすた
めに～」
実施日　10月30日(木)
講師　西沢敬二氏（健康運動指導
士）
会場　上福岡公民館　ホール
参加人数　38名

【学習会】
テーマ　「知らされないのはなぜ？
～エイズ・性感染症の実状～」
実施日　12月14日(日)
講師及びコメンテータ
　鈴木幸子氏（埼玉県立大学教授）
　中沢和子氏（エイズホットライン
埼玉相談員）
　小山肇子氏（高校養護教諭）
参加人数　17名

【学習会】
テーマ　「見つめよう！わたしの身
体
　　　　　～乳がんを乗り越えて
～」
日時　11月29日(土)
パネラー　石川充子氏・水上英子氏
会場　大井中央公民館　第２研修室
参加人数　18名

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> ４．国の男女共同参画に関する強化週間に合わせた啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 1千円 (企画政策室) 事業費 1千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 1千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 1千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 1千円

(上福岡図書館) 事業費 0千円 (上福岡図書館) 事業費 0千円 (上福岡図書館) 事業費 0千円 (上福岡図書館) 事業費 0千円 (上福岡図書館) 事業費 0千円

(大井図書館) 事業費 0千円 (大井図書館) 事業費 0千円 (大井図書館) 事業費 0千円 (大井図書館) 事業費 0千円 (大井図書館) 事業費 0千円

・男女共同参画パネル展＆図書展示
【開催期間】6月5日（火）～12日
（火）
【パネル内容】災害と男女共同参画
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　交流ライ
ブラリー

・女性に対する暴力をなくす運動に
伴うパネル展＆啓発記事市報掲載
【開催期間】12月20日（木）～26日
（水）
【パネル内容】ドメスティック・バ
イオレンス
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】大井中央公民館　展示室
【市報】１１月号に掲載

・男女共同参画啓発図書展示
【開催期間】
①６月６日（水）～1５日（金）
②6月15日（金）～21日（木）
【会場】
①上福岡図書館
②大井図書館
【内容】図書館所有の図書及び市民
相談・人権推進室所有の図書を展示

市民相談・人権推進室に協力し、男
女共同参画パネル展示及び図書の展
示を行った。（上福岡図書館、大井
図書館）

平成２４年度事業実績報告

・男女共同参画パネル展＆図書展示
【開催期間】６月７日（火）～１４
日（火）
【パネル内容】日本の女性はどう生
きてた？
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　交流ライ
ブラリー

【開催期間】１２月１日（木）～８
日（木）
【パネル内容】ドメスティック・バ
イオレンス
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　フクトピ
ア１階　交流ライブラリー

【開催期間】
①６月７日（火）～１４日（火）
②６月１７日（金）～２３日（木）
【会場】
①上福岡図書館
②大井図書館
【内容】図書館所有の図書及び市民
相談・人権推進室所有の図書を展示

市民相談・人権推進室に協力し、男
女共同参画パネル展示及び図書の展
示を行った。（上福岡図書館、大井
図書館）

・男女共同参画パネル展＆図書展示
【開催期間】６月９日（水）～１５
日（火）
【パネル内容】女性を変えたモノた
ち
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　交流ライ
ブラリー

【開催期間】１２月７日（火）～１
９日（日）
【パネル内容】ドメスティック・バ
イオレンス
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　交流ライ
ブラリー

【開催期間】
①６月９日（水）～１５日（火）
②６月１８日（金）～２４日（木）
【会場】
①大井図書館
②上福岡図書館
【内容】図書館所有の図書及び市民
相談・人権推進室所有の図書を展示

市民相談・人権推進室に協力し、男
女共同参画パネル展示及び図書の展
示を行った。（上福岡図書館、大井
図書館）

平成２３年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・男女共同参画パネル展＆図書展示
【開催期間】６月１０日（水）～１
７日（水）
【パネル内容】男女共同参画から考
える表現ガイド～よりよい表現をめ
ざして～
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】市民交流プラザ　交流ライ
ブラリー

【開催期間】１２月２日（水）～１
０日（木）
【パネル内容】ドメスティック・バ
イオレンス
【パネル借用先】埼玉県男女共同参
画推進センター
【会場】大井中央公民館　展示室

【開催期間】
①６月９日（火）～１８日（木）
②６月１９日（金）～２６日（金）
【会場】
①大井図書館
②上福岡図書館
【内容】図書館所有の図書及び企画
政策室所有の図書を展示

企画政策室に協力し、男女共同参画
パネル展示及び図書の展示をした。
（上福岡図書館、大井書館）

平成２０年度事業実績報告

　☆重点施策４　男女共同参画週間（６月）と女性に対する暴力をなくす運動週間（１１月）に合わせて、市内公共施設を活用した事業を実施
する。【継続】

平成２２年度事業実績報告

・男女共同参画パネル展＆図書展示
【開催期間】６月１９日(木)～６月
２５日(水)
【会場】上福岡図書館　展示スペー
ス
【パネル内容】男女共同参画から考
える表現ガイド

・男女共同参画に関する図書の展示
【開催期間】６月７日(土)～６月１
５日(日)
【会場】大井図書館　展示コーナー

・市報にドメスティック･バイオレン
スとセクシュアルハラスメントにつ
いての情報を特集で掲載し、市民や
事業所に周知した。
【発行月】１１月号
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<施策・事業名> ５．シンボルマーク等を活用した啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 0千円 (市民相談・人権推進室) 0千円 (市民相談・人権推進室) 0千円

<施策・事業名> ６．男女共同参画職員研修会の計画及び実施

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

　☆重点施策１　啓発用シンボルマークやキャッチフレーズの公募を実施し、市民や事業所等に向けて啓発する。【継続】

平成２３年度事業実績報告

【実施時期】平成２１年９月２５日
（金）
【会　　場】本庁舎５階　大会議室
【テ ー マ】統計データから読み取
る男女共同参画
【対　　象】全職員
【修 了 者】５４名

※企画は企画政策室

平成２４年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・男女共同参画キャッチフレーズの
募集
【応募期間】１月下旬～２月（１ヶ
月間）
【応募人数】７名
【応募作品数】２５作品
【応募結果】最優秀作品　３作品
【活用するキャッチフレーズ】
「性別を 越えて築く 笑顔のみら
い」
「素敵だね 男女がキラキラ 輝く
社会」
「パートナーシップ　実行中！」

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・平成２０年度に決定したキャッチ
フレーズを啓発チラシやポスターに
掲載し、活用した。
【活用したキャッチフレーズ】
「性別を　越えて築く　笑顔のみら
い」
「素敵だね　男女がキラキラ　輝く
社会」
「パートナーシップ　実行中！」

【実施時期】平成２４年２月１５日
（水）
【会　　場】本庁者大会議室
【目　　標】職員の男女共同参画に
対する意識を改革する
【対　　象】全職員
【修 了 者】５１名

※企画は、市民相談・人権推進室

・平成２０年度に決定したキャッチ
フレーズを啓発チラシ・ポスター及
び封筒等に掲載し、活用した。
【活用したキャッチフレーズ】
「性別を　越えて築く　笑顔のみら
い」
「素敵だね　男女がキラキラ　輝く
社会」
「パートナーシップ　実行中！」

・平成２０年度に決定したキャッチ
フレーズを啓発チラシやポスターに
掲載し、活用した。
【活用したキャッチフレーズ】
「性別を 越えて築く 笑顔のみら
い」
「素敵だね 男女がキラキラ 輝く
社会」
「パートナーシップ　実行中！」

平成２０年度事業実績報告

・平成２０年度に決定したキャッチ
フレーズを啓発チラシやポスターに
掲載し、活用した。
【活用したキャッチフレーズ】
「性別を 越えて築く 笑顔のみら
い」
「素敵だね 男女がキラキラ 輝く
社会」
「パートナーシップ　実行中！」

【実施日】１０月２日(木)　午後２
時～午後３時４５分
【テーマ】「男女共同参画の視点か
らの広報における表現について」
【内容】
①講義
②グループワーク　ポスター作成
③発表
④まとめ
【講師】小林直美氏（武蔵大学総合
研究所奨励研究員）
【対象】全職員
【受講者数】58名

※企画は総合政策室

【実施時期】平成２３年２月１４日
（月）
【会　　場】上福岡保健センター
検診室
【テーマ】男女共同参画の視点で暮
らしを豊かに
【対　　象】全職員
【修 了 者】５６名

※企画は、市民相談・人権推進室

平成２３年度事業実績報告

　職員研修の年間計画に男女共同参画研修を取り入れる。【継続】

平成２２年度事業実績報告

【実施時期】平成２５年３月７日
（木）
【会　　場】本庁者大会議室
【目　　標】女性の管理職への登用
を推進するため、女性職員の意識改
革を図る。
【対　　象】女性職員
【修 了 者】53名

※企画は、市民相談・人権推進室

平成２１年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 20千円 (企画政策室) 事業費 20千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 20千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 20千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 20千円

<施策・事業名> ７．生涯学習まちづくり出前講座の活用

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

【実施日】２月１５日(水)
【テーマ】３・１１被災から学ぶ～
声が上げにくい人たちの声にこそ耳
を傾ける～
【講師】東日本大震災女性ネット
ワーク　丹羽雅代氏
【受講人数】５１名
【会場】本庁舎５階　大会議室

【実施日】２月１４日(月)
【テーマ】男女共同参画の視点で暮
らしを豊に
【講師】共愛学園前橋国際大学　国
際社会学部長　教授　大森昭生氏
【内容】男女共同参画の入門的な講
義
【受講人数】５６名
【会場】上福岡保健センター　検診
室

平成２１年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告

【実施日】１０月２日(木)　午後２
時～午後３時４５分
【テーマ】「男女共同参画の視点か
らの広報における表現について」
【内容】
①講義
②グループワーク　ポスター作成
③発表
④まとめ
【講師】小林直美氏（武蔵大学総合
研究所奨励研究員）
【対象】全職員
【受講者数】58名

平成２０年度事業実績報告

　市政の担い手である全職員を対象に、人事課で計画した男女共同参画職員研修の企画・実施をする。【継続】

平成２４年度事業実績報告

【実施日】３月７日(木)
【テーマ】女性キャリア研修～仕事
や組織との付き合い方～
【講師】神奈川大学　准教授　荻野
佳代子
【受講人数】53名
【会場】本庁舎５階　大会議室

・実績なし
【理由】出前講座の依頼がなかった
ため

【実施日】９月２５日(金)
【テーマ】統計データから読み取る
男女共同参画
【講師】高橋由紀氏(独立行政法人
国立女性教育会館　研究国際室研究
員)
【内容】
①講義
②グループワーク
③発表
④まとめ
【受講人数】５４名
【会場】本庁大会議室

平成２２年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

・実績なし
【理由】出前講座の依頼がなかった
ため

　男女共同参画に関係する内容について要請のあった市民団体に出向いて説明する。【継続】

第１回目
【日　時】平成24年7月3日(火)午後7時から
【場　所】上福岡西公民館
【内　容】男女共同参画基本計画見直しの方
針
【対象団体】ふじみ野市男女共同参画をすす
める市民の会

第２回目
【日　時】平成24年12月7日(金)午後7時から

【場　所】上福岡西公民館
【内　容】男女共同参画基本計画見直しの方
針
【対象団体】ふじみ野市男女共同参画をすす
める市民の会

・民生委員・児童委員協議会西地区
からの依頼に基づき研修を実施（生
涯学習まちづくり出前講座扱いでは
ない）
【日時】５月１６日(金) 午後１時
３０分～午後２時３０分
【場所】総合福祉センター 多目的
ホール
【対象】民生委員・児童委員協議会
西地区の民生委員
【テーマ】男女共同参画の推進と民
生委員・児童委員活動について
【講師】男女共同参画推進担当職員

・実績なし
【理由】出前講座の依頼がなかった
ため

平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> ８．男女共同参画を推進している個人や団体の発掘、推薦

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ９．男女共同参画推進条例の制定

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・他市町村の条例に係る情報を収集
した。

平成２２年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・他市町村の条例に係る情報を収集
した。

平成２１年度事業実績報告

・他市町村の条例に係る情報を収集
した。

平成２３年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

・他市町村の条例に係る情報を収集
した。

平成２２年度事業実績報告

　埼玉県が募集しているさいたま輝き荻野吟子賞の周知をし、推薦する団体を発掘する。【継続】

・団体を発掘するため、募集内容を
市報やホームページ、庁内各課へ周
知した。
・推薦団体なし

平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・推薦団体なし

平成２３年度事業実績報告

・団体を発掘するため、募集内容を
市報やホームページ、庁内各課へ周
知した。
・推薦団体なし

・団体を発掘するため、募集内容を
市報やホームページ、庁内各課へ周
知した。
・推薦団体なし

・団体を発掘するため、募集内容を
市報やホームページ、庁内各課へ周
知した。
・推薦団体なし

平成２４年度事業実績報告

・他市町村の条例に係る情報を収集
した。

　☆重点施策１　男女共同参画推進条例の制定を目指し、検討・調整する。【継続】
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<施策・事業名> １０．男女共同参画宣言都市の実現

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

（施策の方向）　 ③．男女共同参画の視点に立った広報活動の推進

<施策・事業名> １１．男女共同参画の視点に立った表現の浸透の啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・職員を対象とした研修の中で表現
について取り上げ、職員に啓発し
た。

・職員を対象とした研修の中で表現
について取り上げ、職員に啓発し
た。

平成２０年度事業実績報告

・男女共同参画宣言都市に係る情報
を収集した。

平成２１年度事業実績報告

・職員を対象とした研修の中で表現
について取り上げ、職員に啓発し
た。

・職員を対象とした研修の中で表現
について取り上げ、職員に啓発し
た。

平成２０年度事業実績報告

・男女共同参画宣言都市に係る情報
を収集した。

平成２４年度事業実績報告

　☆重点施策１　男女共同参画推進条例を制定し、内閣府が推奨している男女共同参画宣言都市となり、男女共同参画社会実現に向けて推進す
る。【継続】

平成２３年度事業実績報告

・男女共同参画宣言都市に係る情報
を収集した。

・男女共同参画宣言都市に係る情報
を収集した。

平成２２年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

・男女共同参画宣言都市に係る情報
を収集した。

　市の刊行物や掲示物に関して、性別による固定的な役割分担や女性を性的な対象として扱う表現、また、セクシュアル・ハラスメントやドメ
スティック・バイオレンスを助長するような表現等を行わないよう庁内に啓発する。【継続】

・職員を対象とした研修のテーマに
男女共同参画の視点に立った表現を
取り上げ、職員に啓発した。

平成２２年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ④．男女共同参画に関する情報の収集・提供

<施策・事業名> １２．フクトピア内交流ライブラリーを活用した情報の提供

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 10千円 (企画政策室) 事業費 10千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 14千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 14千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 9千円

<施策・事業名> １３．市報やホームページを活用した情報の提供

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

平成２３年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

・図書を新規に購入し、また、県や
市の啓発資料を交流ライブラリーに
設置して市民への啓発に努めた。
ホームページに交流ライブラリーの
様子や図書一覧を掲載した。
【設置数】131冊（11月現在）
【購入数】7冊

【市報】
女性情報誌「燦」No.１６、ドメス

ティック・バイオレンス等の特集や
各種事業の募集案内を掲載した。

【ホームページ】
ふじみ野男女共同参画プラン進捗

状況報告書や市民交流ライブラリー
の設置図書一覧等、情報量が多い内
容を中心に掲載した。

平成２４年度事業実績報告

・図書を新規に購入し、また、県や
市が発行した啓発資料を交流ライブ
ラリーに設置して市民への啓発に努
めた。ホームページに交流ライブラ
リーの様子や新着図書の案内を掲載
した。
【設置数】２３３冊（３月現在）
【購入数】7冊

【市報】
女性情報誌「燦」No.１７、ドメス

ティック・バイオレンス等の特集や
各種事業の募集案内を掲載した。

【ホームページ】
ふじみ野男女共同参画プラン進捗

状況報告書や市民交流ライブラリー
の設置図書一覧等、情報量が多い内
容を中心に掲載した。

【市報】
女性情報誌「燦」No.１４、ドメス

ティック・バイオレンス等の特集や
各種事業の募集案内を掲載した。

【ホームページ】
ふじみ野男女共同参画プラン進捗

状況報告書や市民交流ライブラリー
の設置図書一覧等、情報量が多い内
容を中心に掲載した。

平成２３年度事業実績報告

　市報やホームページを活用した情報提供の充実を図る。【継続】

平成２０年度事業実績報告

・図書を新規に購入し、また、県や
市が発行した啓発資料を交流ライブ
ラリーに設置して市民への啓発に努
めた。ホームページに交流ライブラ
リーの様子や図書一覧を掲載した。
【設置数】２２６冊（３月現在）
【購入数】８冊

・図書を新規に購入し、また、県や
市が発行した啓発資料を交流ライブ
ラリーに設置して市民への啓発に努
めた。ホームページに交流ライブラ
リーの様子や図書一覧を掲載した。
【設置数】1９４冊（３月現在）
【購入数】７冊

　フクトピア内交流ライブラリーを市民に活用してもらうため、図書や啓発資料の充実を図る。【継続】

平成２２年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

【市報】
講演会やパネル展等の案内のほ

か、ドメスティック・バイオレンス
やセクシュアルハラスメントの特集

【ホームページ】
講演会等の案内や交流ライブラ

リーの様子、女性情報誌「燦」など
を掲載した。

【市報】
女性情報誌「燦」No.１５、ドメス

ティック・バイオレンス等の特集や
各種事業の募集案内を掲載した。

【ホームページ】
ふじみ野男女共同参画プラン進捗

状況報告書や市民交流ライブラリー
の設置図書一覧等、情報量が多い内
容を中心に掲載した。

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・図書を新規に購入し、また、県や
市が発行した啓発資料を交流ライブ
ラリーに設置して市民への啓発に努
めた。ホームページに交流ライブラ
リーの様子や図書一覧を掲載した。
【設置数】147冊（１１月現在）
【購入数】６冊
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<施策・事業名> １４．女性情報誌の発行

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 7千円 (企画政策室) 事業費 2千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 2千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 2千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 1千円

<施策・事業名> １５．男女共同参画に関する意識調査の実施

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 1,859千円

・公募の市民と共に企画、編集を進
めた。
【編集委員】公募の２名
【発行】平成２５年３月１日（市報
３月号）
【ページ数】２ページ
【内容】
①癒しを考えた被災者支援
②女性の再就職支援（再就職のため
の第一歩

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・公募の市民と共に企画、編集を進
めた。
【編集委員】公募の２名
【発行】平成２３年４月２８日（市
報５月号）
【ページ数】１ページ
【内容】
ＤＶ（ドメスティック・バイオレン
ス）＝犯罪
事業紹介
男女共同参画のまちづくり委託事業
ふじみ野市男女共同参画をすすめる
市民の会

・公募の市民と共に企画、編集を進
めた。
【編集委員】公募の１名
【発行】平成２４年３月１日（市報
３月号）
【ページ数】２ページ
【内容】
私たちのまちには女性消防団がいま
す
事業紹介
男女共同参画のまちづくり委託事業
ふじみ野市男女共同参画をすすめる
市民の会

　女性情報誌「燦」を発行し、意識啓発及び情報提供をする。【継続】

・公募の市民と共に企画、編集を進
めた。
【編集委員】公募の３名
【発行】１月２９日（市報２月号）
【ページ数】２ページ(見開き)
【内容】
男女共同参画ってなあに？
事業紹介
市民の男女共同参画への想い
上野台小学校おやじの会

平成２３年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・公募の市民と共に女性情報誌
「燦」の企画、編集を進めた。
【編集委員】公募の2名
【発行】2月10日(火)
【部数】3,000部
【内容】
市内活動拠点マップ
施設等の紹介
 　まちづくり人材登録制度
 　埼玉県女性キャリアセンター
 　市民活動支援センター

平成２４年度事業実績報告

・平成２４年度の基本計画の見直し
に向けた準備として他市町村の意識
調査の資料を収集した。

・平成２４年度の基本計画の見直し
にあわせ、成果や課題を把握するた
め市民意識調査を実施した。
【調査期間】平成24年7月23日（月）
～8月31日（金）
【調査対象者】20歳以上の男女2,000
人
【回収率】43.95％

平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

・平成２４年度の基本計画の見直し
に向けた準備として他市町村の意識
調査の資料を収集した。

・平成２４年度の基本計画の見直し
に向けた準備として他市町村の意識
調査の資料を収集した。

・平成２４年度の基本計画の見直し
に向けた準備として他市町村の意識
調査の資料を収集した。

　市の男女共同参画基本計画の策定及び今後の施策の基礎資料とするため実施する。【継続】
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《主要課題》　　 ２．家庭における男女共同参画の促進

（施策の方向）　 ①．家庭における男女平等教育の促進　

<施策・事業名> １６．性別役割分担意識解消に向けての啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 2千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

（施策の方向）　 ２．男性の家事・子育て・介護への参加促進

<施策・事業名> １７．男性向けの学習の場の充実

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・男性の家事参加を促進する料理教
室を開催し、多くの男性が参加をし
た。

※施策・事業３を参照

・男女共同参画まちづくり委託事業
等で家庭内の性別役割分担意識解消
に向けた啓発に努めた。

・女性情報誌「燦」や男女共同参画
まちづくり委託事業等で家庭内の性
別役割分担意識解消に向けた啓発に
努めた。

・女性情報誌「燦」や男女共同参画
まちづくり委託事業等で家庭内の性
別役割分担意識解消に向けた啓発に
努めた。

平成２１年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

・男性の家事参加を促進する料理教
室を開催し、多くの男性が参加をし
た。

※施策・事業３を参照

・男性も興味を持てるような健康を
テーマにした講演会や介護予防学習
会を開催し、多くの男性が参加をし
た。

※施策・事業３を参照

平成２４年度事業実績報告

・男性の家事参加を促進する料理教
室を開催し、多くの男性が参加をし
た。

※施策・事業３を参照

・男性の育児参加や家事参加を促進
する内容や健康をテーマにした講演
会や学習会を開催し、多くの男性が
参加をした。

※施策・事業３を参照

　☆重点施策２　男女共同参画意識啓発事業で、男性を対象とした講座を実施する。【継続】

平成２０年度事業実績報告

　家庭の男女共同参画を推進するための意識啓発に努める。【継続】

平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告

・女性情報誌「燦」や意識啓発委託
事業の講演会等で固定的役割分担意
識解消について取り上げ、意識啓発
に努めた。

平成２２年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・民生委員を対象にした研修で固定
的性別役割分担意識解消について取
り上げ、意識啓発に努めた。

※施策・事業７を参照
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<施策・事業名> １８．事業所等へ向けての取組み支援の情報提供

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

平成２３年度事業実績報告

・県や財団法人等からのパンフレッ
トやチラシを窓口に設置した。・ポ
ジティブアクションとして男女均等
な職場環境の改善の情報について、
チラシを作成し、事業所に情報提供
した。
【チラシ配布先】従業員30人以上の
市内事業所167箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

平成２１年度事業実績報告

・埼玉県の事業のワークライフバラ
ンス水先案内人（アドバイザー）、
子育て応援宣言企業の情報と、財団
法人２１世紀職業財団の事業の仕事
と育児・介護との両立支援のための
助成金について、チラシを作成し、
事業所に情報提供した。
【チラシ配布先】従業員30人以上の
市内事業所120箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

・県や財団法人等からのパンフレッ
トやチラシを窓口に設置した。

平成２４年度事業実績報告

・県や財団法人等からのパンフレッ
トやチラシを窓口に設置した。・埼
玉県の事業のワークライフバランス
水先案内人（アドバイザー）、子育
て応援宣言企業の情報と、財団法人
２１世紀職業財団の事業の仕事と育
児・介護との両立支援のための助成
金について、チラシを作成し、事業
所に情報提供した。
【チラシ配布先】従業員30人以上の
市内事業所132箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

　埼玉県が実施している事業所向けの事業の情報を提供する。【継続】

・人権問題市民・企業講演会の案内
に合わせて、男女共同参画に関する
資料を提供した。
【チラシ配布先】従業員30人以上の
市内事業所121箇所
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<施策・事業名> １９．男性を対象とした育児相談の場づくり

◇事業内容◇　

(保育課) 事業費 533,415千円 (保育課) 事業費 501,922千円 (保育課) 事業費 43,977千円 (保育課) 事業費 45,341千円 (子育て支援課) 事業費 38,286千円

・子育て支援センター、ふれあい広
場において子育て中の男性が集まる
場をつくり、育児相談ができるよう
な事業を行った。
○子育てふれ合い広場　年間延べ利
用者数21,531人
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）親子リズム、親子ヨガ等
・面接、電話による子育て相談事業
を行った。
年間相談件数　201件
○子育て支援センター（３施設）
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）懇談会、年齢別のつどいの場提
供等
・子育て及び子育て支援に関する講
習・講和等を実施した。
◆上野台子育て支援センター　年間
延べ利用者数4,227人
◆霞ヶ丘子育て支援センター　年間
延べ利用者数1,464人
◆風の里子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,210人

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・子育て支援センター、ふれあい広
場において子育て中の男性が集まる
場をつくり、育児相談ができるよう
な事業を行った。
○子育てふれ合い広場　年間延べ利
用者数22,342人
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）親子リズム、親子ヨガ等
・面接、電話による子育て相談事業
を行った。
年間相談件数　146件
○子育て支援センター（３施設）
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）懇談会、年齢別のつどいの場提
供等
・子育て及び子育て支援に関する講
習・講和等を実施した。
◆上野台子育て支援センター　年間
延べ利用者数3,601人
◆霞ヶ丘子育て支援センター　年間
延べ利用者数1,676人
◆風の里子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,673人
（人数は男女含む）

・子育て支援センター、ふれあい広
場において子育て中の男性が集まる
場をつくり、育児相談ができるよう
な事業を行った。
○子育てふれ合い広場　年間延べ利
用者数27,258人
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）親子リズム、親子ヨガ等
・面接、電話による子育て相談事業
を行った。
○子育て支援センター（３施設）
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）懇談会、年齢別のつどいの場提
供等
・子育て及び子育て支援に関する講
習・講和等を実施した。
◆上野台子育て支援センター　年間
延べ利用者数4,922人
◆霞ヶ丘子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,476人
◆風の里子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,250人
（人数は男女含む）

・子育て支援センター、ふれあい広
場において子育て中の男性が集まる
場をつくり、育児相談ができるよう
な事業を行った。
○子育てふれ合い広場　年間延べ利
用者数27,783人
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）親子リズム、親子ヨガ等
・面接（１８４件）、電話（１件）
による子育て相談事業を行った。
○子育て支援センター（３施設）
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）懇談会、年齢別のつどいの場提
供等
・子育て及び子育て支援に関する講
習・講和等を実施した。
◆上野台子育て支援センター　年間
延べ利用者数5,538人
◆霞ヶ丘子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,561人
◆風の里子育て支援センター　年間
延べ利用者数1,627人
（人数は男女含む）

・子育て支援センター、ふれあい広
場において子育て中の男性が集まる
場をつくり、育児相談ができるよう
な事業を行った。
○子育てふれ合い広場　年間延べ利
用者数27,397人
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）親子リズム、親子ヨガ等
・面接（195件）、電話（2件）によ
る子育て相談事業を行った。
○子育て支援センター（３施設）
・子育て親子の交流の場の提供と交
流の促進を行った。
例）懇談会、年齢別のつどいの場提
供等
・子育て及び子育て支援に関する講
習・講和等を実施した。
◆上野台子育て支援センター　年間
延べ利用者数5,636人
◆霞ヶ丘子育て支援センター　年間
延べ利用者数1,934人
◆風の里子育て支援センター　年間
延べ利用者数2,494人
（人数は男女含む）

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

　子育て中の男性が集まる場をつくり、育児相談ができるような機会を設ける。【継続】
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◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円

《主要課題》　　 ３．男女共同参画の視点に立った教育・学習活動の推進

（施策の方向）　 ①．男女共同参画の視点に立った学校教育の推進

<施策・事業名> ２０．人権教育全体計画等の見直しと実践

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円

・電話相談　随時行った。
・パパママセミナーで、父親の役
割、育児等を考える機会を設けた。
　
パパママセミナーの実施　年5回（1
回３日間コース）
出席者
1回目　妊婦9人 　夫5人
2回目　妊婦20人　夫14人
3回目　妊婦21人　夫17人
4回目　妊婦14人　夫8人
5回目　妊婦9人　 夫2人

・電話相談を随時行った。
・パパママセミナーで、父親の役
割、育児等を考える機会を設けた。
　パパママセミナーの実施　年5回
（1回３日間コース）
出席者
　① 5月コース　妊婦14人 夫11人
  　 （延べ人数 妊婦33人 夫14人）
　② 7月コース  妊婦20人 夫10人
  　  (延べ人数 妊婦55人 夫11人)
　③ 9月コース  妊婦16人 夫12人
  　  (延べ人数 妊婦40人 夫13人)
　④11月コース  妊婦15人 夫 8人
  　  (延べ人数 妊婦33人 夫 9人)
　⑤ 3月コース  妊婦18人 夫13人
  　  (延べ人数 妊婦43人 夫21人)

平成２４年度事業実績報告

○人権教育全体計画・年間指導計画
の提出
各学校　　5月
○人権教育年間指導計画の実践
各学校　　4月～3月
○人権教育全体計画・年間指導計画
の見直し
各学校　 ４月～3月／随時研修、見
直し
○入間地区人権教育推進協議会にお
ける学校教育担当者研修会への参加
○教育研究会との連携による授業研
究会及び研究協議の実施
○人権標語募集による児童生徒への
啓発
○人権作文募集による児童生徒への
啓発

○人権教育全体計画・年間指導計画
の提出
各学校　　5月
○人権教育年間指導計画の実践
各学校　　4月～3月
○人権教育全体計画・年間指導計画
の見直し
各学校　 ４月～3月／随時研修、見
直し
○入間地区人権教育推進協議会にお
ける学校教育担当者研修会への参加
○教育研究会との連携による授業研
究会及び研究協議の実施
○人権標語募集による児童生徒への
啓発
○人権作文募集による児童生徒への
啓発

○人権教育全体計画・年間指導計画
の提出
各学校　　5月
○人権教育年間指導計画の実践
各学校　　4月～3月
○人権教育全体計画・年間指導計画
の見直し
各学校　 ４月～3月／随時研修、見
直し
○入間地区人権教育推進協議会にお
ける学校教育担当者研修会への参加
○教育研究会との連携による授業研
究会及び研究協議の実施
○人権標語募集による児童生徒への
啓発
○人権作文募集による児童生徒への
啓発

　日常の電話相談に応じる。【継続】

○人権教育全体計画・年間指導計画
の提出
各学校　　5月
○人権教育年間指導計画の実践
各学校　　4月～3月
○人権教育全体計画・年間指導計画
の見直し
各学校　 ４月～3月／随時研修、見
直し
○入間地区人権教育推進協議会にお
ける学校教育担当者研修会への参加
○教育研究会との連携による授業研
究会及び研究協議の実施
○人権標語募集による児童生徒への
啓発
○人権作文募集による児童生徒への
啓発

○人権教育全体計画・年間指導計画
の提出
各学校　　5月
○人権教育年間指導計画の実践
各学校　　4月～3月
○人権教育全体計画・年間指導計画
の見直し
各学校　 ４月～3月／随時研修、見
直し
○入間地区人権教育推進協議会にお
ける学校教育担当者研修会への参加
○教育研究会との連携による授業研
究会及び研究協議の実施
○人権標語募集による児童生徒への
啓発
○人権作文募集による児童生徒への
啓発

平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

・電話相談　随時行った。
・パパママセミナーで、父親の役
割、育児等を考える機会を設けた。

パパママセミナーの実施　年5回（1
回３日間コース）
出席者
1回目　妊婦18人　夫16人　祖母1人
2回目　妊婦24人　夫19人
3回目　妊婦22人　夫20人
4回目　妊婦23人　夫19人　祖母2人
5回目　妊婦20人　夫16人　祖母2人

・電話相談　随時行った。
・パパママセミナーで、父親の役
割、育児等を考える機会を設けた。
パパママセミナーの実施　年5回（1
回３日間コース）
出席者
　1回目　妊婦14人 　夫12人
　　　（延べ妊婦35人　夫13人）
　2回目　妊婦14人　夫7人
　　　（延べ妊婦32人　夫11人）
　3回目　妊婦20人　夫14人
　　　（延べ妊婦53人　夫18人）
　4回目　妊婦8人　夫7人
　　　（延べ妊婦20人　夫7人）
　5回目　妊婦17人　夫13人
　  　（ 延べ妊婦28人　夫16人）

平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

　各学校の人権教育全体計画、人権教育の視点を明確にした年間指導計画を男女平等教育の充実の視点で見直し着実に実践する。【継続】

・電話相談　随時
パパママセミナーなどで、父親の役
割、育児等を考える機会を設ける

パパママセミナー　年5回（1回3日
コース）実施
出席者
1回目　妊婦20人　夫14人　祖母　１
人
2回目　妊婦18人　夫14人　祖母　5
人
3回目　妊婦24人　夫18人　祖母　3
人
4回目　妊婦25人　夫15人　祖母　4
人
5回目　妊婦20人　夫17人　祖母　1
人
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<施策・事業名> ２１．教職員の資質向上と管理職への指導強化

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 50千円 (学校教育課) 事業費 50千円 (学校教育課) 事業費 50千円 (学校教育課) 事業費 50千円

○ 校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施した。
　男女共同参画の視点にたち、課題
解決に向け、人権意識を高める等の
方策を検討し、推進した。

○ 校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施した。
　男女共同参画の視点に立った研修
項目を設定して、全教職員を対象と
して実施した。

○ 教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充
実を図るために、管理職としての
リーダーシップを養成した。

○ 校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施した。
　男女共同参画の視点にたち、課題
解決に向け、人権意識を高める等の
方策を検討し、推進した。

○ 校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施した。
　男女共同参画の視点に立った研修
項目を設定して、全教職員を対象と
して実施した。

○ 教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充
実を図るために、管理職としての
リーダーシップを養成した。

平成２２年度事業実績報告

　校内倫理確立委員会の充実を図り、人権意識の高揚、男女共同参画について管理職を中心に全教職員を対象とした研修会を実施する。【継
続】

○ 校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施した。
　男女共同参画の視点にたち、課題
解決に向け、人権意識を高める等の
方策を検討し、推進した。

○ 校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施した。
　男女共同参画の視点に立った研修
項目を設定して、全教職員を対象と
して実施した。

○ 教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充
実を図るために、管理職としての
リーダーシップを養成した。

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○ 校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施した。
　男女共同参画の視点にたち、課題
解決に向け、人権意識を高める等の
方策を検討し、推進した。

○ 校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施した。
　男女共同参画の視点に立った研修
項目を設定して、全教職員を対象と
して実施した。

○ 教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充
実を図るために、管理職としての
リーダーシップを養成した。

平成２３年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

○ 校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施した。
　男女共同参画の視点にたち、課題
解決に向け、人権意識を高める等の
方策を検討し、推進した。

○ 校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施した。
　男女共同参画の視点に立った研修
項目を設定して、全教職員を対象と
して実施した。

○ 教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充
実を図るために、管理職としての
リーダーシップを養成した。
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（施策の方向）　 ②．生涯学習活動の促進

<施策・事業名> ２２．女性を対象にしたセミナーの実施

◇事業内容◇　

(大井中央公民館) 事業費 　女性が学び合い、仲間をつくり、問題を解決する力をつけていくことを目標として実施する。【継続】(大井中央公民館) 事業費 150千円 (大井中央公民館) 事業費 100千円 (大井中央公民館) 事業費 70千円 (大井中央公民館) 事業費 70千円

(上福岡西公民館) 事業費 32千円 (上福岡西公民館) 事業費 84千円 (上福岡西公民館) 事業費 76千円 (上福岡西公民館) 事業費 127千円 (上福岡西公民館) 事業費 86千円

・女性セミナー
生きがい発見・健康と老化防止（運
動と調理）
【講師】栗原トヨ子（文京学院大学
教授）・米山智子（三Ｂ体操協
会）・山口ゆかり（栄養士・調理
師）
【期間】平成25年1月24日～2月28日
（全5回）
【参加人数】81名（延べ人数）

・女性セミナー
【テーマ】「社会福祉の歴史を動か
してきた女性たちⅡ」
【講師】林　千代（元文京学院大学
大学院客員教授）
【期間】平成22年2月2日～3月2日
（全5回）
【参加人数】80名（延べ人数）

・女性セミナー
【テーマ】「社会福祉の歴史を動か
してきた女性たちⅢ」
【講師】林　千代（元文京学院大学
大学院客員教授）
【期間】平成22年11月30日～12月21
日（全4回）
【参加人数】40名（延べ人数）

・貯蓄された身体のゆがみを取り除
き、からだとこころをゆるませて、
身体意識を高める「ゆる体操」の実
技と講話を行った。家庭、職場、地
域で頑張っている女性たちが「ゆる
体操」を身につけ、日常生活の中で
自分のからだの健康を保つことがで
きるようにと実施した。
　セミナーの名称：女性セミナー
健康・若さを保つ「ゆる体操」
　開催日：平成21年2月7日（土）
　時　間：午後２時から午後４時
　会　場：上福岡西公民館地下ホー
ル
　受講生：３７人

「からだとこころの健康講座」
・２月１９日（土）表情筋トレーニ
ングと心から笑顔が出せるためのメ
ンタルケア
・３月５日（土）心地よい姿勢・骨
盤体操でストレス発散！
（３月１２日（土）美味しさを五感
で感じる体に良い食材を使った料理
は震災による臨時休館のため中止）
会場　上福岡西公民館集会室ほか
参加人数　４２人（延べ人数）

・女性セミナー
【テーマ】「女性のための筋力維持
講座」
【講師】米山　智子（三Ｂ体操協
会）
【期間】平成24年1月19日～2月16日
（全5回）
【参加人数】110名（延べ人数）

「こころとからだの健康講座」
・１１月７日（土）「ゆる体操」の
体験
・１１月１４日（土）「こころなご
むお花を飾る」
・１１月２１日（土）「色との出会
いで、新しい自分を見つけません
か？」
・１１月２８日（土）「昔からの栄
養たっぷり食材をおしゃれにお料
理」
会場　上福岡西公民館集会室ほか
参加人数　８２人（延べ人数）

平成２１年度事業実績報告

女性セミナー
1．荻野吟子の講話　　　　　　　　　講
師：鈴木忍（熊谷市妻沼地域文化財調査
研究会理事）2/2　23人参加
2．健康メイク術
講師：金沢治子（ハッピーメイクネット
ワークの会所属）2/9　23人参加
3.人間関係が抜群に良くなる会話術
講師：金子真由美（メンタルコーチ）
2/15　15人

平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

　女性が学び合い、仲間をつくり、問題を解決する力をつけていくことを目標として実施する。【継続】

・女性セミナー
【テーマ】「社会福祉の歴史を動か
してきた女性たちⅠ」
【講師】林　千代（元文京学院大学
大学院客員教授）
【期間】平成21年2月3日（火）～3月
3日（火）　（全5回）
【参加人数】75人（延べ人数）

平成２０年度事業実績報告

講演：「いつか来る！”おひとりさま”
に備える知恵と工夫」～女性と介護・医
療・福祉など、老後の不安が安心に変わ
る！！～
講師：ノンフィクション・ライター　中
澤まゆみ氏
日時：１１月１９日（土）午後２時から
３時４５分
会場：上福岡西公民館地下ホール
参加人数：１１１人
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<施策・事業名> ２３．団塊の世代を対象にした講座の実施

◇事業内容◇　

(生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円

<施策・事業名> ２４．一時保育の推進

◇事業内容◇　

(関係各課) 事業費 　　　－ (関係各課) 事業費 　　　－ (関係各課) 事業費 　　　－ (関係各課) 事業費 　　　－ (関係各課) 事業費 　　　－

・情報収集段階のみで、実施なし。

○女性のための再就職支援セミナー
実施時に一時保育を設けた。
【延べ保育人数】22名
（企画政策室）
○市民平和のつどい、市民活動交流
会２０１０実施時に一時保育を設け
たが、利用者はいなかった。（くら
し安全課）

○各種生涯学習講座について、小さ
なお子さんがいる方でも参加できる
よう、一時保育を行った。（生涯学
習課）

○家庭教育学級（5回）で一時保育を
行った。（大井中央公民館）

平成２１年度事業実績報告

実施なし

＜ 問題点 ＞
  団塊の世代を対象にした講座に限
らず、一般市民を対象とした歴史散
策講座や、パソコンなどを使った講
座として取り組んでいった。

・実施なし

＜ 問題点 ＞
  団塊の世代を対象にした講座に限
らず、一般市民を対象とした歴史散
策講座や、パソコンなどを使った講
座として取り組んでいった。

平成２０年度事業実績報告

実施なし

団塊の世代を対象にした講座に限ら
ず、一般市民を対象とした各種講座
を開催した。

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

○女性のための再就職支援セミナー
実施時に一時保育を設けた。
【延べ保育人数】２１名
（市民相談・人権推進室）

○市民活動交流会に子育て中の女性
が参加しやすいように一時保育を設
け、周知を行った。
（くらし安全課）

○各種生涯学習講座で小さなお子さ
んがいる方でも参加しやすいよう、
保育を行った。（生涯学習課）

○家庭教育学級で４回の一時保育を
行った。（大井中央公民館）

平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

○女性のための再就職支援セミナー
実施時に一時保育を設けたが希望者
がいなかった。

○市民活動交流会に子育て中の女性
が参加しやすいように一時保育を設
け、周知を行った。「市民活動交流
会2013」（協働推進課）
○各種生涯学習講座で小さなお子さ
んが
いる方でも参加しやすいように、保
育を行った。
【実施期間】通年　【対象】講座、
講演会等参加者
【実績】各小中学校家庭教育学級(62
人)市民カレッジふじみ野公開講座
（８人）ホンダ学園公開講座（２
人）
地域学習講座（１人）学校開放講座
（２人）人権教育講演会（５人）
【備考】保育ボランティアに保育を
依頼した。（生涯学習課）
○家庭教育学級で５回の一時保育を
行った。（大井中央公民館）
○離乳食講座実施時に一時保育を設
けた。【延べ保育人数】56名　（保

　定年後を豊かに過ごすための学習や仲間づくりの機会を提供する。【継続】

実施なし

団塊の世代を対象にした講座に限ら
ず、一般市民を対象とした各種講座
を開催した。

平成２３年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

・一時保育実施課
（くらし安全課）（保健センター）
（生涯学習課）（大井中央公民館）

　子育て期にある市民の学習活動を支援するために、各事業に一時保育を設けるように努める。【継続】

平成２２年度事業実績報告

○女性のための再就職支援セミナー
実施時に一時保育を設けた。
【延べ保育人数】１7名（市民相談・
人権推進室）

○市民活動交流会に子育て中の女性
が参加しやすいように一時保育を設
け、周知を行った。「市民活動交流
会2012」（くらし安全課）
○各種生涯学習講座で小さなお子さ
んが
いる方でも参加しやすいように、保
育を行った。
【実施期間】通年　【対象】講座、
講演会等参加者
【実績】各小中学校家庭教育学級(64
人)
市民カレッジふじみ野公開講座(8人)
人権教育講演会ほか各種講座(47人)
地域学習講座（3人）
【備考】保育ボランティアに保育を
依頼した。（生涯学習課）
○家庭教育学級で５回の一時保育を
行った。（大井中央公民館）
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<施策・事業名> ２５．生涯学習情報紙の発行

◇事業内容◇　

(生涯学習課) 事業費 1,106千円 (生涯学習課) 事業費 1,092千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円

<施策・事業名> ２６．情報検索支援の充実

◇事業内容◇　

（上福岡図書館） 事業費 0千円 （上福岡図書館） 事業費 7,794千円 （上福岡図書館） 事業費 0千円 （上福岡図書館） 事業費 0千円 （上福岡図書館） 事業費 221千円

（大井図書館） 事業費 0千円 （大井図書館） 事業費 0千円 （大井図書館） 事業費 0千円 （大井図書館） 事業費 980千円 （大井図書館） 事業費 0千円

平成２２年度事業実績報告

・平成２１年度まで、市内全戸配布
で情報誌「Doふじみ野」を年４回発
行し、生涯学習情報の提供を行って
きたが、各実施機関でそれぞれ市
報・市ホームページに情報周知を
図っているなど、社会環境の変化に
より、発行事業をとりやめた。

・平成２１年度まで、市内全戸配布
で情報誌「Doふじみ野」を年４回発
行し、生涯学習情報の提供を行って
きたが、各実施機関でそれぞれ市
報・市ホームページに情報周知を
図っているなど、社会環境の変化に
より、発行事業をとりやめた。

・平成２１年度まで、市内全戸配布
で情報誌「Doふじみ野」を年４回発
行し、生涯学習情報の提供を行って
きたが、各実施機関でそれぞれ市
報・市ホームページに情報周知を
図っているなど、社会環境の変化に
より、発行事業をとりやめた。
　平成２３年度より生涯学習ガイド
ブックを年１回発行し、生涯学習情
報の提供を行っている。

　全戸配布で情報紙「Ｄｏふじみ野」を発行する。【継続】

平成２３年度事業実績報告

上福岡図書館に常時インターネット
に接続しているパソコン（デスク
トップ型）を2台設置し、誰でも情報
にアクセスできる環境を提供した。
また、ノートパソコン（3台）を館内
で利用できる環境を提供した。上福
岡西公民館図書室には常時接続パソ
コン1台（デスクトップ型）を設置。
【ノートパソコン利用実績】１４３
８件

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

上福岡図書館に常時インターネット
に接続しているパソコン（デスク
トップ型）を2台設置し、誰でも情報
にアクセスできる環境を提供した。
また、ノートパソコン（3台）を館内
で利用できる環境を提供した。上福
岡西公民館図書室には常時接続パソ
コン1台（デスクトップ型）を設置。
【利用実績】１４８２件

平成２０年度事業実績報告

 平成２２年１月のコンピューター統
合により、上福岡・大井図書館の一
体的な運営を行い、市民サービスの
向上を図った。

・全戸配布で情報誌｢Doふじみ野｣を
年４回<５・８．１１・２月>に発刊
し、生涯学習情報の提供を行った。

平成２４年度事業実績報告

・システム統合時の整備に向けて検
討した。

情報化に対応できるサービスを実施
するため、利用者用インターネット
検索端末の貸出を行った。（貸出用
パソコン４台）

上福岡図書館に常時インターネット
に接続しているパソコン（デスク
トップ型）を2台設置し、誰でも情報
にアクセスできる環境を提供した。
また、情報支援用パソコン（3台）を
館内で利用できる環境を提供した。
上福岡西公民館図書室には常時接続
パソコン1台（デスクトップ型）を設
置。【利用実績】１２９７件

・平成２２年１月に大井図書館との
コンピューターシステム統合をし
た。上福岡図書館においては、館内
据え置きの２台のパソコンは毎日多
くの利用者に使用されている。
　また、貸出用パソコン３台につい
ては、市内利用者に限られてはいる
が、昨年と比較しても３９６人多く
利用されている。
コンピューター統合による決算額
　　委託料　６，６６７，５００円
　　賃貸借　１，１２６，４４０円

平成２４年度事業実績報告

・上福岡図書館においては、館内据
え置きの２台のパソコンは、毎日多
くの利用者に使用された。また、貸
出用パソコン３台においても、市内
利用者に限られているが、多くの利
用があった。

　平成22年度、コンピューターの統
合がなされたため、上福岡・大井図
書館の一体的な運営につとめ、市民
サービスの向上を図った。

平成２１年度事業実績報告

・全戸配布で情報紙「Doふじみ野」
を、年４回（５・８・１１・２月）
に発行し、生涯学習情報の提供を
行った。

平成２０年度事業実績報告

　利用者インターネットシステムを整備し、情報提供の機会拡充を図る。【継続】

情報化に対応できるサービスを実施
するため、利用者のインターネット
環境設定及びパソコンの整備を行っ
た。（貸出用パソコン４台）

平成２３年度事業実績報告
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【基本目標】 ２．働く場での男女共同参画の推進

《主要課題》　　 １．女性の就労機会の拡大

（施策の方向）　 ①．男女の均等な就労機会の確保　

<施策・事業名> ２７．起業相談・セミナー等の情報提供

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ２８．入札制度を活用した事業所等への啓発

◇事業内容◇　

(管財課) 事業費 0千円 (管財課) 事業費 0千円 (管財課) 事業費 234千円 (管財課) 事業費 65千円 (管財課) 事業費 488千円

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・県女性キャリアセンター、県男女
共同参画推進センター（With Youさ
いたま）等関係機関からの情報を収
集し、市民へ提供した。

平成２２年度事業実績報告

・県女性キャリアセンター、県男女
共同参画推進センター（With Youさ
いたま）等関係機関からの情報を収
集し、市民へ提供した。

・国県等の事例、情報収集に努め
た。

・県女性キャリアセンター、県男女
共同参画推進センター（With　Youさ
いたま）等関係機関からの情報を収
集し、市民へ提供した。

平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・県女性キャリアセンター、県男女
共同参画推進センター（With　Youさ
いたま）等関係機関からの情報を収
集し、市民へ提供した。

　☆重点施策３　入札参加資格申請の際に、男女がともに働きやすい職場環境づくりを支援している資料を求めることで、事業所への推進を
促進する。【継続】

・県女性キャリアセンター、県男女
共同参画推進センター（With　Youさ
いたま）等関係機関からの情報を収
集し、市民へ提供した。

平成２０年度事業実績報告

　男女ともに就労の機会が拡大するよう、主に男女共同参画を推進している関係機関からの就労に関する情報の提供に努める。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

【実施日】
①工事、設計・調査・測量：平成24
年10月15日～11月30日
②一般業務・物品：平成25年1月21日
～2月8日
【実施内容】
平成25・26年度建設工事等入札参加
資格申請受付時における申請書の添
付書類として、次世代育成支援一般
事業主行動計画届出書の写し又は子
育て応援宣言企画登録証等の写しの
提出を求めた。

・国県等の事例、情報収集に努め
た。

【実施日】
①工事、設計・調査・測量：平成23
年5月9日～5月20日他３回
②一般業務・物品：平成23年5月9日
～5月20日及び平成24年1月23日～2月
3日
【実施内容】
平成24年度建設工事等入札参加資格
追加申請受付時における申請書の添
付書類として、次世代育成支援一般
事業主行動計画届出書の写し又は子
育て応援宣言企画登録証等の写しの
提出を求めた。

平成２４年度事業実績報告

【実施日】
①工事、設計・調査・測量：平成22
年10月18日～11月30日
②一般業務・物品：平成23年1月17日
～2月4日
【実施内容】
平成23・24年度建設工事等入札参加
資格申請受付時における申請書の添
付書類として、次世代育成支援一般
事業主行動計画届出書の写し又は子
育て応援宣言企画登録証等の写しの
提出を求めた。
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<施策・事業名> ２９．市職員の旧姓使用制度の周知

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

（施策の方向）　 ②．就業のための情報提供の充実　

<施策・事業名> ３０．内職相談の実施

◇事業内容◇　

(産業振興課) 事業費 1,380千円 (産業振興課) 事業費 1,387千円 (産業振興課) 事業費 1,421千円 (産業振興課) 事業費 1,396千円 (産業振興課) 事業費 1,420千円

・庁内イントラによる周知・啓発
７月３１日付けで、「職員の旧姓使
用制度の周知等について（依頼）」
を発出し、制度の周知と積極的な運
用を啓発

【平成２０年度旧姓使用者数】 ５名
（うち、平成２０年度新規使用者 １
名）

平成２２年度事業実績報告

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）

【平成２１年度実績】
　相談件数　　　　　５１６件
　求職件数　　　　　４７９件
　あっせん件数　　　１３７件

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）

【平成２４年度実績】
　相談件数　　　　　４９４件
　あっせん件数　　  ２４９件

平成２１年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

・庁内イントラによる周知・啓発
定期的に「職員の旧姓使用制度の周
知等について（依頼）」を通知し、
制度の周知と積極的な運用の啓発を
行った。

【平成２２年度旧姓使用者数】
　４名（うち、平成２２年度新規使
用者０名）

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）

【平成２２年度実績】
　相談件数　　　　　４９３件
　あっせん件数　　　１３７件

・庁内イントラによる周知・啓発
定期的に「職員の旧姓使用制度の周
知等について（依頼）」を通知し、
制度の周知と積極的な運用の啓発を
行った。

【平成２３年度旧姓使用者数】
　４名（うち、平成２３年度新規使
用者０名）

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）

【平成２０年度実績】
　相談件数　　　　　４５４件
　求職件数　　　　　４４４件
　あっせん件数　　　１１７件

平成２４年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）

【平成２３年度実績】
　相談件数　　　　　５０５件
　あっせん件数　　  １５３件

　旧姓使用取扱要領について職員に周知する。【継続】

平成２１年度事業実績報告

・庁内イントラによる周知・啓発
定期的に「職員の旧姓使用制度の周
知等について（依頼）」を通知し、
制度の周知と積極的な運用の啓発を
行った。

【平成２４年度旧姓使用者数】
　４名（うち、平成２４年度新規使
用者０名）

　内職希望者に対し、内職相談・あっせん及び情報提供を行う。【継続】

平成２２年度事業実績報告

・庁内イントラによる周知・啓発
平成２０年７月３１日付けで「職員
の旧姓使用制度の周知等について
（依頼）」を通知し、制度の周知と
積極的な運用の啓発を行っている。

【平成２１年度旧姓使用者数】５名
（うち、平成２１年度新規使用者０
名）
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<施策・事業名> ３１．求人の情報提供

◇事業内容◇　

(産業振興課) 事業費 3千円 (産業振興課) 事業費 3千円 (産業振興課) 事業費 3千円 (産業振興課) 事業費 3千円 (産業振興課) 事業費 3千円

<施策・事業名> ３２．ビジネス支援コーナーの充実

◇事業内容◇　

(上福岡図書館) 事業費 119千円 (上福岡図書館) 事業費 106千円 (上福岡図書館) 事業費 158千円 (上福岡図書館) 事業費 200千円 (上福岡図書館) 事業費 79千円

・毎週月曜日に市ホームページの情
報更新。併せて、紙に出力した求人
情報を窓口でも閲覧出来るようにし
た。

　就業・起業・会社経営などに役立つ資料を集めたコーナーの充実を図る。【継続】

・上福岡図書館内に「ビジネス支援
コーナー」を引き続き設置し、各種
情報を提供した。

・ビジネス支援関係図書の購入
　　６７冊　　９５，８８０円

・ブログ講座の開催
【開催日】１０月７日（水）・１

０月１４日（水）
　【場所】上福岡図書館　集会室２
　【参加者】　１２名
・情報社会の必要性を判断し、会社
や店舗のＰＲにインターネットを利
用したいと考えている人、またネッ
トショップの開業を考えている人な
どを対象に支援をするため、講座を
開催した。
ブログ講座講師謝礼　　10,000円

・上福岡図書館内に「ビジネス支援
コーナー」を引き続き設置し、各種
情報を提供した。
・ビジネス支援関係図書の購入（図
書館資料購入費　２０,０００千円の
うち７９千円　５４冊購入）

平成２３年度事業実績報告

・毎週月曜日に市ホームページの情
報を更新する。併せて、紙に出力し
た求人情報を窓口でも閲覧出来るよ
うにした。

平成２４年度事業実績報告

　ハローワーク川越主管の求人情報を閲覧できるようにし、併せて、市ホームページにリンクし、インターネットからも閲覧できるようにす
る。【継続】

平成２３年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・上福岡図書館内に「ビジネス支援
コーナー」を引き続き設置し、各種
情報を提供した。
・ビジネス支援関係図書の購入（図
書館資料購入費　２１,５０９千円の
うち１５７，７９３円　１１８冊購
入）

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・毎週月曜日に市ホームページの情
報更新。併せて、紙に出力した求人
情報を窓口でも閲覧出来るようにし
た。

・毎週月曜日に市ホームページの情
報を更新する。併せて、紙に出力し
た求人情報を窓口でも閲覧出来るよ
うにした。

平成２０年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告

・上福岡図書館内に「ビジネス支援
コーナー」を引き続き設置し、各種
情報を提供した。

・ビジネス支援関係図書の購入
77冊 108,908円の購入をし

た。

・ブログ講座の開催
【開催日】１１月２９日(土) １

２月６日(土)
　【場所】上福岡図書館　集会室２
　【参加者】　10名

当初予算では計上していなかった
が、社会状況から必要性を判断し、
ビジネスチャンスの支援をするため
講座を開催した。

ブログ講座講師謝礼 10,000
円

・毎週月曜日に市ホームページの情
報更新。併せて、紙に出力した求人
情報を窓口でも閲覧出来るようにし
た。

平成２４年度事業実績報告

・上福岡図書館内に「ビジネス支援
コーナー」を引き続き設置し、各種
情報を提供した。
・ビジネス支援関係図書の購入（図
書館資料購入費　２１,１４５千円の
うち７６千円　４９冊購入）
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（施策の方向）　 ③．再就職支援の充実

<施策・事業名> ３３．結婚・出産等で退職をした女性の再就職の支援

◇事業内容◇　

(産業振興課) 事業費 50千円 (産業振興課) 事業費 50千円 (産業振興課) 事業費 50千円 (産業振興課) 事業費 50千円 (産業振興課) 事業費 50千円

(企画政策室) 事業費 32千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 36千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 36千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・入間東部技術講習会の実施
ふじみ野市・富士見市・三芳町で

組織する入間東部地区労働行政担当
課事務連絡会が、再就職など就職支
援を目的としたラッピング（包装技
術）の講習会を開催した。

【実施日時】１１月３０日（月）午
前１０時～午後３時３０分
【会場】三芳町役場
【内容】包装技術の基礎から応用ま
で
【参加者】４０名（うち ふじみ野
市１４名）

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・女性のための再就職支援セミナー
の実施（埼玉県女性キャリアセン
ター出前セミナー）
【実施日】7月19日(火)、８月３日
（水）の２日間
【会場】上福岡西公民館　集会室
【参加人数】延べ29名
【内容】①はじめの一歩応援セミ
ナー②仕事と家庭の両立ってどうし
ているのかしら？
・キャリアカウンセリングの実施
【実施日】7月19日(火)、8月3日(水)
の2日間
【会場】上福岡西公民館　学習室
【利用人数】延べ4名

・入間東部技術講習会の実施
ふじみ野市・富士見市・三芳町で

組織する入間東部地区労働行政担当
課事務連絡会が、再就職など就職支
援を目的としたラッピング（包装技
術）の講習会を開催した。

【実施日時】１２月１日（月）午前
１０時～午後３時３０分
【会場】ふじみ野市役所
【内容】包装技術の基礎から応用ま
で
【参加者】４７名（うち ふじみ野
市２１名）

・女性のための再就職支援セミナー
の実施（埼玉県女性キャリアセン
ター出前セミナー）
【実施日】8月21日(金)、26日(水)、
9月3日(木)、4日(金)の4日間
【会場】上福岡西公民館 第２学習
室
【参加人数】延べ65名
【内容】①はじめの一歩応援セミ
ナー②仕事と家庭の両立ってどうし
ているのかしら③自己分析セミナー
④情報収集お役立ちセミナー
・キャリアカウンセリングの実施
【実施日】8月21日(金)、26日(水)、
9月3日(木)、4日(金)の4日間
【会場】上福岡西公民館 第２学習
室
【利用人数】延べ10名

・女性のための再就職支援セミナー
の実施（埼玉県女性キャリアセン
ター出前セミナー）
【実施日】7月14日(水)、29日(木)、
8月5日(木)の3日間
【会場】上福岡西公民館 第２学習
室
【参加人数】延べ38名
【内容】①ビジネスマナー基本のキ
ホン②応募書類作成セミナー③面接
対策セミナー
・キャリアカウンセリングの実施
【実施日】7月14日(水)、29日(木)、
8月5日(木)の3日間
【会場】上福岡西公民館 第２学習
室
【利用人数】延べ4名

・若年求職者向けセミナーの実施
　ふじみ野市・富士見市・三芳町で
組織する入間東部地区労働行政担当
課事務連絡会が、再就職など就職支
援を目的としたセミナーを開催し
た。

【実施日時】９月２６日及び９月２
７日
　　　　　　　 午前１０時～午後４
時
【会場】三芳町立藤久保公民館多目
的ホール
【内容】若年求職者向け支援セミ
ナー
【参加者】４名

・女性のための再就職支援セミナー
の実施（埼玉県女性キャリアセン
ター出前セミナー）
【実施日】8月2日(木)
【会場】上福岡西公民館　集会室
【参加人数】延べ15名
【内容】①自分らしい働き方を考え
よう
・キャリアカウンセリングの実施
【実施日】8月2日(木)
【会場】上福岡西公民館　集会室
【利用人数】延べ2名

平成２４年度事業実績報告

・入間東部技術講習会の実施
　ふじみ野市・富士見市・三芳町で
組織する入間東部地区労働行政担当
課事務連絡会が、再就職など就職支
援を目的とした「若年求職者向け支
援セミナー」を開催した。

【実施日時】９月２９日及び９月３
０日
　　　　　　　 午前１０時～午後４
時
【会場】コスモスホール１階・多目
的ホール
【内容】若年求職者向け支援セミ
ナー
【参加者】８名（うち　ふじみ野市
５名）

・入間東部技術講習会の実施
ふじみ野市・富士見市・三芳町で

組織する入間東部地区労働行政担当
課事務連絡会が、再就職など就職支
援を目的とした初心者向け裁縫技術
講習会を開催した。

【実施日時】１０月１４日（月）午
前１０時～午後３時
【会場】富士見市立市民総合体育館
３階大会議室
【内容】裁縫技術の基礎（実技中
心）
【参加者】３６名（うち ふじみ野
市１０名）

平成２３年度事業実績報告

　再就職を支援するための情報提供とともに、再就職に向けた準備講座等による支援を行う。【継続】
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（施策の方向）　 ④．労働相談事業の充実

<施策・事業名> ３４．女性の労働を支援するための情報提供

◇事業内容◇　

(産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円

（施策の方向）　 ⑤．非正規雇用等の労働条件の向上

<施策・事業名> ３５．非正規雇用等の労働条件の向上

◇事業内容◇　

(産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円 (産業振興課) 事業費 0千円

平成２０年度事業実績報告

　必要に応じ、適切な相談窓口の情報を提供する。【継続】

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・最低賃金等について市ホームペー
ジ及び市報に掲載し、関係機関から
のパンフレット等を窓口に配架し
た。

・最低賃金等について市ホームペー
ジ及び市報に掲載し、関係機関から
のパンフレット等を窓口に配架し
た。

・県女性キャリアセンターや財団法
人の女性を支援するための情報提供
を行った。
各関係機関からのパンフレット・ち
らしを窓口に配架した。

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・最低賃金等について市ホームペー
ジ及び市報に掲載した。
併せて、関係機関からのパンフレッ
ト等を窓口に配架した。

・県女性キャリアセンターや財団法
人が実施する女性の労働を支援する
ための相談窓口やセミナーの情報提
供を行った。また、各関係機関から
のパンフレット・ちらしを窓口に配
架した。

平成２４年度事業実績報告

・県女性キャリアセンターや財団法
人が実施する女性の労働を支援する
ための相談窓口やセミナーの情報提
供を行った。また、各関係機関から
のパンフレット・ちらしを窓口に配
架した。

平成２３年度事業実績報告

・県女性キャリアセンターや財団法
人が実施する女性の労働を支援する
ための相談窓口やセミナーの情報提
供を行った。
各関係機関からのパンフレット・ち
らしを窓口に配架した。

・最低賃金等について市ホームペー
ジ及び市報に掲載した。
併せて、関係機関からのパンフレッ
ト等を窓口に配架した。

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・県女性キャリアセンターや財団法
人の女性を支援するための情報提供
を行った。
・育児・介護休業法の改正につい
て、市ホームページに掲載した。
各関係機関からのパンフレット・ち
らしを窓口に配架した。

　関係機関と連携し、事業所等に対してパートタイム労働者・派遣労働者の雇用改善のための情報提供に努める。【継続】

・パートタイム労働法の改正につい
て市ホームページに掲載した。
併せて、関係機関からのパンフレッ
ト等を窓口に配架した。
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《主要課題》　　 ２．男女ともに仕事と家庭を両立させるための条件整備

（施策の方向）　 ①．働く男女を支援する社会的環境整備

<施策・事業名> ３６．保育環境の整備充実

◇事業内容◇　

（子育て支援課) 事業費 2,436千円 （子育て支援課) 事業費 2,449千円 （子育て支援課) 事業費 2,579千円 （子育て支援課) 事業費 3,842千円 （子育て支援課) 事業費 3,842千円

（保育課) 事業費 1,062,104千円 （保育課) 事業費 1,206,027千円 （保育課) 事業費 814,289千円 （保育課) 事業費 930,929千円 （子育て支援課) 事業費 1,277,762千円

・ 乳幼児保育、一時保育、企業内保
育など、多様化するニーズに対応で
きるよう、次世代育成支援対策、子
ども子育て応援プランに基づき保育
環境の整備充実を図った。
【保育所運営（市立）】　９保育所
（定員890人）
【認可保育所事業（私立）】　６保
育園（定員460人）
【一時保育事業】　上野台保育所、
霞ヶ丘保育所
【家庭保育室】　３歳未満の保育を
委託　５施設　（定員110人）

平成２３年度事業実績報告

ファミリー・サポート・センター事
業
○会員の募集（通年）
　・４月号市報掲載（緊急サポート
事業の案内）
　・９月号市報掲載（大井地域説明
会・書類受理窓口開設）
　・会員募集チラシ（9月市内保育
所・幼稚園に配布）
○会員相互援助活動の調整（通年）
○ファミサポ通信の発行（８月）
○交流会の実施
・心と身体をリフレッシュ　健康体
操
　開催日　９月２９日（木）
　場所　上福岡公民館　和室
○講習会の実施
　・知って防ごう冬の感染症他
　　開催日　２月２４日（金）
　　場所　保健センター　健診室
○緊急サポート事業の講習会実施
　　開催日　９月15日(木)・16日
(金)・17日(土)
　　場所　市役所５階大会議室
○相互利用

　多様化するニーズに対応できるよう、保育環境の整備充実を図る。【継続】

平成２２年度事業実績報告

・ 乳幼児保育、一時保育、企業内保
育など、多様化するニーズに対応で
きるよう、次世代育成支援対策、子
ども子育て応援プランに基づき保育
環境の整備充実を図った。
【保育所運営（市立）】　９保育所
（定員890人）
【認可保育所事業（私立）】　６保
育園（定員460人）
【一時保育事業】　上野台保育所、
霞ヶ丘保育所
【家庭保育室】　３歳未満の保育を
委託　５施設　（定員110人）

・ファミリー・サポート・センター
事業

○会員の募集（通年）
・５月、９月、２月市報掲載
・会員募集チラシのポスティング
○会員相互援助活動の調整（通年）
○ファミサポ通信の発行
・６月
○交流会
・絵手紙
　開催日　７月１６日（木）
　場所　　上福岡公民館第１会議室
○講習会
・インフルエンザの予防と対策
　開催日　１１月２４日（火）
　場所　　保健センター

平成２１年度事業実績報告

・ 乳幼児保育、一時保育、企業内保
育など、多様化するニーズに対応で
きるよう、次世代育成支援対策、子
ども子育て応援プランに基づき保育
環境の整備充実を図った。
【保育所運営（市立）】　９保育所
（定員890人）
【認可保育所事業（私立）】　６保
育園（定員460人）
【一時保育事業】　上野台保育所、
霞ヶ丘保育所
【家庭保育室】　３歳未満の保育を
委託　５施設　（定員110人）

ファミリー・サポート・センター事
業
○会員の募集（通年）
・８月市報掲載（相互利用の案内）
・９月市報掲載（緊急サポート）
・１１月市報掲載（応急手当講習
会）
・会員募集チラシ
　10月13日、上福岡地区町内会回覧
　10月14日、大井地区町内会回覧
○会員相互援助活動の調整（通年）
○ファミサポ通信の発行
・８月
○講習会
・こどもの応急手当
　開催日　11月17日（水）
　場所　　上福岡公民館和室
・緊急サポートセンター事業の講習
会実施
　9月21日、市役所第二庁舎3階
　9月24日、本庁舎5階大会議室
〇相互利用
・7月1日より、2市1町
（ふじみ野市・富士見市・三芳町）
相互利用実施

ファミリー・サポート・センター事
業
○会員の募集（通年）
　・９月号市報掲載（緊急サポート
事業の案内）
　・４月～３月号市報掲載（大井地
域説明会・書類受理窓口開設）
　・会員募集チラシ（9月市内保育
所・幼稚園に配布）
○会員相互援助活動の調整（通年）
○ファミサポ通信の発行（８月）
○交流会の実施
・心と身体をリフレッシュ　健康体
操
　開催日　９月２７日（水）
　場所　上福岡公民館　和室
○講習会の実施
　・小児心肺蘇生法
　　開催日　１１月１６日（金）
　　場所　第4庁舎
○緊急サポート事業の講習会実施
　　開催日　１１月1１日(水)・1２
日(木)・1８日(水)・１９（木）
　　場所　市役所５階大会議室
○相互利用

平成２４年度事業実績報告

・ 乳幼児保育、一時保育、企業内保
育など、多様化するニーズに対応で
きるよう、次世代育成支援対策、子
ども子育て応援プランに基づき保育
環境の整備充実を図った。
【保育所運営（市立）】　９保育所
（定員890人）
【認可保育所事業（私立）】　６保
育園（定員460人）
【一時保育事業】　上野台保育所、
霞ヶ丘保育所
【家庭保育室】　３歳未満の保育を
委託　５施設　（定員99人）

平成２０年度事業実績報告

・ファミリー・サポート・センター
事業

○会員の募集（通年）
・７月、１２月、３月広報掲載

○会員相互援助活動の調整（通年）

○ファミサポ通信の発行
・６月発行

○交流会
・リフレッシュできる気功術
【開催日】７月２４日（木）
【会場】上福岡保健センター　健診
室

○乳幼児心肺蘇生法講習
・ファミリー・サポート・センター
講習会　子どもの応急処置
【開催日】３月９日（月）
【会場】上福岡保健センター　健診
室

保育環境の充実
【保育所運営（市立）】　９保育所
（定員890人）
【認可保育所事業（私立）】　６保
育園（定員460人）
【一時保育事業】　上野台保育所、
霞ヶ丘保育所など
【家庭保育室】　３歳未満の保育を
委託　５施設（定員110人）

32



33

<施策・事業名> ３７．ワーク・ライフ・バランスの推進

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

・県から提供されたワーク・ライ
フ・バランスの推進に関するチラシ
を人権講演会の案内に合わせて提供
した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上
の市内事業所121箇所

　☆重点施策３　一定の日をワーク・ライフ・バランスを推進する日と定め、庁内に定時で帰宅するよう働きかけ、家庭生活や自分の時間を
充実させるよう促進する。また、同様に事業所等に働きかける。【継続】

平成２４年度事業実績報告

・ワークライフバランス推進の必要
性についてチラシを作成し、事業所
に情報提供した。
【チラシ配布先】従業員30人以上の
市内事業所120箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

※施策・事業１８を参照

・ ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の決定
　８月２９日　関係部署と協議し、
ワーク・ライフ・バランス推進デー
を毎週水曜日に決定

・ ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の周知
　９月１日付けで「ワーク・ライ
フ・バランス推進デーの制定につい
て（通知）」を発出し、適正な運用
について啓発

・ ワーク・ライフ・バランスの推進
　９月～毎週水曜日
　職員に対し、庁内放送及び庁内イ
ントラにより、定時退庁の徹底及び
仕事以外の生活を充実させるための
活動実施を呼びかけた

平成２０年度事業実績報告

・ワーク・ライフ・バランス推進の
啓発として、チラシを作成し、事業
所に配付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上
の市内事業所132箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

平成２１年度事業実績報告

・ワーク・ライフ・バランス推進の
啓発として、７月に改正された育
児・介護休業法の改正ポイントのチ
ラシを作成し、事業所に配付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上
の市内事業所121箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

・ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の周知
　「ワーク・ライフ・バランス推進
デーの制定について（通知）」を発
出し、適正な運用について啓発

・ワーク・ライフ・バランスの推進
　毎週水曜日、庁内放送及び庁内イ
ントラにより推進
　①定時退庁の徹底
　②仕事以外の生活を充実させるた
めの活動実施

平成２２年度事業実績報告

・ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の周知
　「ワーク・ライフ・バランス推進
デーの制定について（通知）」を発
出し、適正な運用について啓発

・ワーク・ライフ・バランスの推進
　毎週水曜日、庁内放送及び庁内イ
ントラにより、定時退庁の徹底及び
仕事以外の生活を充実させるための
活動実施を呼びかけた

平成２３年度事業実績報告

・ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の周知
　「ワーク・ライフ・バランス推進
デーの制定について（通知）」を発
出し、適正な運用について啓発

・ ワーク・ライフ・バランスの推進
　毎週水曜日
　職員に対し、庁内放送及び庁内イ
ントラにより、定時退庁の徹底及び
仕事以外の生活を充実させるための
活動実施を呼びかけた

・ワーク・ライフ・バランス推進の
啓発として、チラシを作成し、事業
所に配付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上
の市内事業所167箇所
（人権講演会の案内を郵送するとき
に同封した）

・ワーク・ライフ・バランスを推進
する日の周知
　「ワーク・ライフ・バランス推進
デーの制定について（通知）」を発
出し、適正な運用について啓発

・ワーク・ライフ・バランスの推進
　毎週水曜日、庁内放送及び庁内イ
ントラにより推進
　①定時退庁の徹底
　②仕事以外の生活を充実させるた
めの活動実施を呼びかけた
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（施策の方向）　 ②．育児・介護休業の取得促進

<施策・事業名> ３８．市職員の育児・介護休業取得促進、代替職員雇用の実施

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 2,569千円 (人事課) 事業費 2,645千円 (人事課) 事業費 1,670千円 (人事課) 事業費 1,894千円 (人事課) 事業費 2,558千円

平成２４年度事業実績報告

○ 育児・介護休業の職員への周知
　窓口での育児休業取得職員へ説明
　

・平成２０年度育児休業取得者数
２２人（うち平成２０年度新規取得
者数　１３人）

・平成２０年度介護休業取得者数
０人

○ 臨時代替職員の雇用
予算確保及び臨時代替職員の雇用の
実施

・平成２０年度新規育児休業取得
者１３人に対し、１２人の臨時代替
職員の雇用を実施（９２．３％）

平成２１年度事業実績報告

○育児・介護休業の職員への周知
　通知、窓口等で職員へ周知

・平成23年度育児休業取得者数20名
(うち、平成23年度新規取得者数10
名)
　　※平成23年度出産者は100％取得
　・平成23年度介護休業取得者数１
名

○臨時代替職員の雇用
　予算の確保及び臨時代替職員の雇
用の実施

　共済金　　39千円
　賃金　　1,855千円

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○育児・介護休業の職員への周知
　窓口で職員へ周知

　・平成２１年度育児休業取得者数
１９名
　（うち、平成２１年度新規取得者
数　６名）
　※平成２１年度出産者は１００％
取得
　・平成２１年度介護休業取得者数
０名

○臨時代替職員の雇用
　予算の確保及び臨時代替職員の雇
用の実施

平成２２年度事業実績報告

○育児・介護休業の職員への周知
　通知、窓口等で職員へ周知

　・平成２２年度育児休業取得者数
１７名
（うち、平成２２年度新規取得者数
８名）
　　※平成２２年度出産者は１０
０％取得
　・平成２２年度介護休業取得者数
０名

○臨時代替職員の雇用
　予算の確保及び臨時代替職員の雇
用の実施

　職員に育児・介護休業についての周知、説明を行うとともに、育児・介護休業取得中に臨時代替職員を雇用することにより育児・介護休業
を取得しやすくするため、各課及び人事課においてその賃金等を予算計上する。代替職員雇用の実施100％を目指す。【継続】

○育児・介護休業の職員への周知
　通知、窓口等で職員へ周知

・平成24年度育児休業取得者数25名
(うち、平成24年度新規取得者数12
名)
　　※平成24年度出産者は100％取得
　・平成24年度介護休業取得者数0名

○臨時代替職員の雇用
　予算の確保及び臨時代替職員の雇
用の実施

　共済金　　　0千円
　賃金　　2,558千円
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【基本目標】 ３．あらゆる形態の暴力の根絶

《主要課題》　　 １．あらゆる形態の暴力の根絶

（施策の方向）　 ①．ドメスティック・バイオレンスに関する相談・被害者支援体制の充実

<施策・事業名> ３９．ＤＶ被害者支援のための相談の受付や関係機関と連携した支援

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 7千円 (子育て支援課) 事業費 5千円 （市民相談・人権推進室） 事業費 0千円 （市民相談・人権推進室） 事業費 0千円 （市民相談・人権推進室） 事業費 0千円

(子育て支援課) 事業費 4千円 (子育て支援課) 事業費 7千円 (子育て支援課) 事業費 0千円・ＤＶ相談に対応できるよう関係機関
と情報交換を通じて、一時保護や自立
に向けた必要な助言指導を行った。

【平成２０年度 実績相談】20件
２月末　一時保護3件

平成２１年度事業実績報告

子育て支援課
・ＤＶ相談に対応できるよう関係機関
と情報交換を通じて、一時保護や自立
に向けた必要な助言指導を行った。

相談実績　  ３４件
一時保護　　　１件
市民相談・人権推進室
①「ＤＶ被害者支援のための職員対応
マニュアル」(24年度改訂版）を作成
した。庁内連絡会議において、ＤＶ被
害者を総合的に支援するための共通認
識をもつため、関係各課相互の業務の
確認、調整を図り、迅速な連携・支援
体制の強化を図った。(２２７部配付)

②警察及び近隣市町ＤＶ担当者と意見
交換会を実施し、ＤＶ被害者の総合相
談窓口とその連絡先や支援の役割を確
認し、情報共有と共通理解を図った。
(12月19日実施)
③ＤＶ被害者の短期居場所の確保及び
見守り支援のために、ステップハウス
を運営するＮＰＯ法人ＯＡＳＩＳ　Ｆ
ＵＪＩＭＩとの連携を図った。
④平成２４年度ＤＶ相談件数等
市民相談室において受けた実件数
６２件
うち緊急一時保護件数　０件
ステップハウス利用    ２件
（ＤＶ総合相談）市民相談担当職員対
応（相談日:月～金曜日　随時受付）

・ＤＶ相談に対応できるよう関係機関
と情報交換を通じて、一時保護や自立
に向けた必要な助言指導を行った。

相談実績　  １６件
一時保護　　２件

子育て支援課
・ＤＶ相談に対応できるよう関係機関
と情報交換を通じて、一時保護や自立
に向けた必要な助言指導を行った。

相談実績　  ５件
一時保護　　３件(うち外国人２人、
日本人１人）
市民相談・人権推進室
　「ＤＶ被害者支援のための職員対応
マニュアル」をＤＶ対策庁内連絡会議
を通して作成、支援に係わる職員等に
約２３０部を配布し、ＤＶ被害者を総
合的に支援するための関係各課と業務
の確認、調整を図り、相談から迅速な
連携・支援につながるようにした。さ
らに、警察及び近隣市との意見交換会
を実施し、ＤＶ被害者の総合相談窓口
として支援の役割を確認したことによ
り、迅速でより安全なＤＶ被害者支援
につなげることができた。
また、相談者のうち緊急性があるＤＶ
被害者については、子育て支援課、福
祉課等と連携して県婦人相談センター
の緊急一時保護につなげた。
（２３年度）ＤＶ相談件数４２件
（ＤＶ総合相談）
相談日程　　市民相談担当職員（月～
金曜日　随時受付）

　ＤＶ相談に対応できるよう関係機関と情報交換を通じて、一時保護や自立に向けた必要な助言指導を行う。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・ＤＶ相談に対応できるよう関係機関
と情報交換を通じて、一時保護や自立
に向けた必要な助言指導を行った。

相談実績　３７件
一時保護　　１件
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<施策・事業名> ４０．関係各課と連携した被害者の支援

◇事業内容◇　

(市民課) 事業費 0千円 (市民課) 事業費 0千円 (市民課) 事業費 0千円 (市民課) 事業費 0千円 (市民課) 事業費 0千円

・ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施
した。

　ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施する。【継続】

平成２１年度事業実績報告

・ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施
した。

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施
した。

・ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施
した。

平成２３年度事業実績報告

・ＤＶ被害者の住民記録の保護を実施
した。
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<施策・事業名> ４１．ＤＶ被害者支援ネットワーク体制の設置

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・ＤＶ被害者組織の一時保護通報・保
護相談体制は整っているが、関係機関
とのネットワーク化は実施できなかっ
た。

※平成２０年１１月現在
県内の連携会議設置市町村　２４市町
　庁内・庁外の両方　１１市町
　庁内　１１市町
　庁外のみ　２市

　☆重点施策４　ＤＶ被害者を円滑に支援するための体制を構築する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

①「ふじみ野市ドメスティック・バイ
オレンス対策庁内連絡会議設置要綱に
よる庁内連絡会議を２回開催
（会議開催日）５月１８日（水）７月
２１日（木）
（会議内容）
・「ＤＶ被害者支援のための職員対応
マニュアル」を作成、その趣旨につい
て説明を行い、体制構築のために情報
共有を図った。
・ＤＶ被害者の実態について
・ＤＶ被害者を支援するための法律に
ついて
・ＤＶ被害者を総合的に支援するため
の庁内連携体制及び支援関係課・関係
機関の業務の明確化について
・「加害者からの追及に対する対応」
及び」被害者への適切な対応」の周知
について
・マニュアルの適切な活用、及び保管
についてを内容とする会議を開催し、
関係各課職員に周知した。
②関係各課との迅速な連携・調整・支
援体制を強化するとともに、警察、富
士見市等の関係外部機関との意見交換
会を開催
（開催日）１２月２日（金）
（内容）
・ＤＶ被害者の支援に関する警察及び
行政の役割と支援の現状等についての
意見交換を行い、ＤＶ被害者の迅速な
支援のための確認・調整を行った。

・「ふじみ野市ドメスティック・バイ
オレンス対策庁内連絡会議設置要綱」
の一部改正により、ＤＶ被害者の総合
窓口としての役割を担うなど、全庁的
な見直しを行った。
○ドメスティック・バイオレンス対策
庁内連絡会議２回開催した。
【会議開催日】５月１９日(金)、１２
月２４日(金)
・ＤＶ被害者の相談対応について　・
ＤＶ被害者支援に関する庁内の連携体
制について　・住基システムにおける
ＤＶ被害者支援について　・ＤＶ被害
者支援にかかる要綱について　・加害
者対応についてを内容とする会議を開
催し関係各課の担当者相互で情報を共
有した

①「ふじみ野市ドメスティック・バイ
オレンス対策庁内連絡会議設置要綱に
よる庁内連絡会議を２回開催
（会議開催日）６月２０日（水）９月
２５日（火）
（会議内容）
・「ＤＶ被害者支援のための職員対応
マニュアル」の中の様式等改正につい
て説明を行った。
・マニュアルの適切な活用、保管につ
いて関係各課職員に周知を図り、関係
各課との迅速な連携・調整・支援体制
を強化を図った。
・県内の配偶者暴力支援センター及び
女性相談員の設置状況について説明。
②警察、富士見市、三芳町関係外部機
関と意見交換会の開催。
（開催日）１２月１９日（水）
（内容）
・ＤＶ被害者の支援に関する警察及び
役所の役割と支援の現状等についての
相談状況や意見交換を行い、危険度や
緊急性の高いＤＶ被害者ケースの警察
の対応、関係機関相互の連携について
確認した。
③県による市町村相談事例への対応研
修（スーパービジョン）の実施
（開催日）１０月３日（水）
（講師）女性支援コーディネーター
　　　　ＤＶ被害者支援アドバイザー
　　　　佐々木郁子氏
（対象者）担当係長１３名
（内容）ＤＶ被害者の支援に関わる職
員が被害者の安全を図り、適正かつ速
やかに連携して支援に当たることを目
的として実施。

平成２３年度事業実績報告

・ＤＶ被害者支援組織の一時保護通
報・保護相談体制は整っているが、更
に事務処理の明確化を図るため「ふじ
み野市ドメスティック・バイオレンス
対策庁内連絡会議」を設置（平成２１
年訓令第５２号平成２１年６月１９日
施行）
※　県内の連携会議設置市町村４３市
町
　　庁内・庁外の両方：１６市町、庁
内：２５市町、庁外のみ：２市
○「ふじみ野市ドメスティック・バイ
オレンス対策庁内連絡会議設置要綱」
を定め、会議を３回開催し、「ふじみ
野市ＤＶ被害者相談共通シート」を作
成した。
【会議開催日】６月２３日(火)、７月
２４日(金)、２月２２日(月)

平成２２年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ２．セクシュアル・ハラスメント等への対応

<施策・事業名> ４２．市職員を対象とした相談窓口の強化

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の任命

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の職員への周知
４月　公開羅針盤に相談員名簿の掲載

・セクシュアル・ハラスメント防止員
制度の導入

１０月２１日 職員のセクシュア
ル・ハラスメントの防止等に関する要
綱を改正し、各職場にセクシュアル・
ハラスメント防止員を設置することに
より、職場内のセクシュアル・ハラス
メント防止に努めることとした。

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の任命と周知

・セクシュアル・ハラスメント防止員
制度の導入
　平成２０年１０月に職員のセクシュ
アル・ハラスメントの防止等に関する
要綱を改正し、各職場にセクシュア
ル・ハラスメント防止員を設置するこ
とにより、職場内のセクシュアル・ハ
ラスメント防止に努めることとした。

　☆重点施策５　セクシュアル・ハラスメント相談員を任命し、苦情相談窓口の強化を図る。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の任命と周知
　４月　公開羅針盤に相談員名簿の更
新

・セクシュアル・ハラスメント防止員
制度の導入
　平成２０年１０月に職員のセクシュ
アル・ハラスメントの防止等に関する
要綱を改正し、各職場にセクシュア
ル・ハラスメント防止員を設置するこ
とにより、職場内のセクシュアル・ハ
ラスメント防止に努めることとした。

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の任命と周知
　４月　公開羅針盤に相談員名簿の掲
載

・セクシュアル・ハラスメント防止員
制度の導入
　平成２０年１０月に職員のセクシュ
アル・ハラスメントの防止等に関する
要綱を改正し、各職場にセクシュア
ル・ハラスメント防止員を設置するこ
とにより、職場内のセクシュアル・ハ
ラスメント防止に努めることとした。

・セクシュアル・ハラスメント相談員
の任命と周知
　４月　公開羅針盤に相談員名簿の更
新

・セクシュアル・ハラスメント防止員
制度の導入
　平成２０年１０月に職員のセクシュ
アル・ハラスメントの防止等に関する
要綱を改正し、各職場にセクシュア
ル・ハラスメント防止員を設置するこ
とにより、職場内のセクシュアル・ハ
ラスメント防止に努めることとした。
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<施策・事業名> ４３．セクシュアル・ハラスメント職員研修会の実施

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 150千円 (人事課) 事業費 120千円 (人事課) 事業費 110千円 (人事課) 事業費 221千円 (人事課) 事業費 122千円

<施策・事業名> ４４．セクシュアル・ハラスメントの防止に向けた啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

平成２４年度事業実績報告

○ セクシュアル・ハラスメント防止
研修
【実施時期】11月10・14・26日、12月
24日（２回）の計５回
【実施場所】大会議室、大井総合支所
第２庁舎第１・２会議室
【修了者数】208名
・ 対象：管理職職員
・ 内容：セクシュアル・ハラスメン
トの原因・背景などを学び、起こさな
いために注意すべき事項等を習得する
ことを目指す。
・ 日程：研修２時間×５回実施

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

【対　　象】　全職員
【内　　容】　セクシュアル・ハラス
メントの起こる原因・背景、内容など
を学び、起こさないために注意すべき
事項等の習得を目指す。
【実施時期】　平成２２年１月２５
日、２月１７日、２月２３日、３月５
日の４回　※１回２時間
【実施場所】　本庁舎５階　大会議
室、大井総合支所第２庁舎３階会議室
【修 了 者】　１７６名

【対　　象】　全職員
【内　　容】　セクシュアル・ハラス
メントの起こる原因・背景、内容など
を学び、起こさないために注意すべき
事項等の習得を目指す。
【実施時期】
平成２３年７月２６日、午前・午後
平成２３年１０月２１日、午前・午後
の４回　各３時間
【実施場所】第２庁舎３０１会議室等
【修 了 者】 １０３名

平成２２年度事業実績報告

【対　　象】　全職員
【内　　容】　セクシュアル・ハラス
メントの起こる原因・背景、内容など
を学び、起こさないために注意すべき
事項等の習得を目指す。
【実施時期】
平成２４年１２月２５日、午前・午後
の２回　各３時間
【実施場所】本庁舎5階大会議室
【修 了 者】 ８４名

・女性に対する暴力をなくす運動期間
（１１月）に合わせてドメスティッ
ク・バイオレンス防止の啓発記事を市
報に掲載した。

・市民交流プラザ交流ライブラリーで
パネル展の開催をした。
　

　☆重点施策５　庁内のセクシュアル・ハラスメントを未然に防ぐための研修会を計画的に実施する。【継続】

【対　　象】　全職員
【内　　容】　セクシュアル・ハラス
メントの起こる原因・背景、内容など
を学び、起こさないために注意すべき
事項等の習得を目指す。
【実施時期】　平成２３年１月７日、
午前・午後の２回
各３時間
【実施場所】　本庁舎５階大会議室、
大井総合支所第２庁舎３階会議室
【修 了 者】　９０名

平成２３年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・市民交流プラザ交流ライブラリーや
パネル展開催時に関連図書を設置し
て、自由に閲覧できるようにした。

・女性に対する暴力をなくす運動期間
（１１月）に合わせてドメスティッ
ク・バイオレンス防止の啓発記事を市
報に掲載した。

・市民交流プラザ交流ライブラリーで
パネル展の開催をした。
　

・女性に対する暴力をなくす運動期間
（１１月）に合わせてドメスティッ
ク・バイオレンス防止の啓発記事を市
報に掲載した。
・市民交流プラザ交流ライブラリーで
パネル展の開催をした。
　

・女性に対する暴力をなくす運動週間
（１１月）に合わせてセクシュアル・
ハラスメント防止の啓発記事を市報１
１月号に掲載した。

　☆重点施策５　市民や事業所向けにセクシュアル・ハラスメントを認識するための啓発をする。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告
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【基本目標】 ４．社会参画の促進

《主要課題》　　 １．地域・社会活動への参画促進

（施策の方向）　 ①．地域・社会活動への参加促進

<施策・事業名> ４５．男女共同参画を推進している活動団体の育成支援

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 200千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 195千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ４６．男女共同参画意識啓発事業委託団体の拡充

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

平成２２年度事業実施計画 平成２３年度事業実績報告

・複数の市民団体に事業を委託するた
めの要領を作成した。
【事業名】平成２２年度ふじみ野市男
女共同参画のまちづくり委託事業

・市民団体の育成支援のため国立女性
教育会館や県などで実施している研修
会等の情報提供に努めた。

　☆重点施策６　男女共同参画意識啓発事業の委託団体を公募制とし、団体数や内容を拡充する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・団体・グループの女性リーダー育成
研修
【実施日】２月３日(金)、１０日
(金)、１７日(金)３日間
【会場】大井中央公民館　大会議室
【参加人数】延べ人数　６５人
【内容】
①ジェンダーと私のメディア史
②ジェンダーとは何か
③恋愛・結婚・家族
④メディアとジェンダー
⑤ジェンダーと暴力
⑥ジェンダーと教育
⑦男らしさとジェンダー
⑧ジェンダーと性の多様性
⑨ジェンダーとこれからの社会

・団体・グループの女性リーダー育成
研修
【実施日】９月１１日(金)、１８日
(金)、１０月２日(金)３日間
【会場】大井中央公民館　大会議室
【参加人数】延べ57名
【内容】
①市民活動のキーワードは男女共同参
画
②グループ運営のための実務　～会員
の増やし方、資金計画、個人情報の扱
いなど～
③企画力を高めるⅠ　～企画・運営の
プロセス～
④企画力を高めるⅡ　～効果的なPR方
法、思わず手に取りたくなるチラシの
作り方～
⑤リーダーに求められるもの ～グ
ループを元気にするマネジメント～
⑥男女共同参画を考える
⑦女性リーダーの経験者から学ぶ

　☆重点施策６　男女共同参画の意識を持った団体を育成するため支援をする。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・男女共同参画意識啓発事業の委託形
態について検討を進めた。

・複数の市民団体に事業を委託するた
めの募集・説明会を行った。
【事業名】平成２３年度ふじみ野市男
女共同参画のまちづくり委託事業
・２団体へ3事業を委託

・市民団体の育成支援のため国立女性
教育会館や県などで実施している研修
会等の情報提供に努めた。

・複数の市民団体に事業を委託するた
めの募集・説明会を行った。
【事業名】平成２４年度ふじみ野市男
女共同参画のまちづくり委託事業
・３団体へ3事業を委託

・複数の市民団体に事業を委託するた
めの募集・説明会を行った。
【事業名】平成２２年度ふじみ野市男
女共同参画のまちづくり委託事業

平成２４年度事業実績報告

・市民団体の育成支援のため国立女性
教育会館や県などで実施している研修
会等の情報提供に努めた。
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<施策・事業名> ４７．日本女性会議への派遣

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 18千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ４８．市民活動交流会の実施

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 36千円 (くらし安全課) 事業費 58千円 (くらし安全課) 事業費 58千円 (くらし安全課) 事業費 58千円 (協働推進課) 事業費 70千円

　市内のボランティア団体、ＮＰＯを含め、市民活動を行う個人、グループ、団体をつなげることを目的とし、さまざまな活動の報告、提案
を行う。【継続】

市民活動交流会に子育て中の女性が参
加しやすいように一時保育を設け、周
知を行った。
【実施日】平成23年1月29日（土）実
施
【テーマ】市民活動交流会2011
よい人 よいまち つなげようふじみ野
パワー
【場　所】上福岡西公民館
【講　師】日本社会事業大学　助教
菱沼幹男氏
【内　容】市内のボランティア団体、
ＮＰＯを含め、市民活動を行う個人、
グループ、団体から広く参加者を募
り、活動発表やグループワークを通し
てまちづくりの実践につながる交流の
場を提供した。参加者は延べ183名。

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・財政状況上、予算の確保ができな
かったため、希望者の募集を行わな
かった。

・財政状況上、予算の確保ができな
かったため、希望者の募集を行わな
かった。

平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

・市民活動交流会　年１回
　現在市民活動に携わっている人、こ
れから活動をしようとしている人たち
との交流を図る。
第１部　プレゼンテーション
第２部　グループワーク・シンポジウ
ム
平成２０年度は、平成２１年２月１４
日実施
　交流会当日は、子育て中の女性が参
加しやすいように臨時保育を設けてい
たが、利用者はいなかった。

平成２１年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

・日本女性会議への参加者を公募し、
参加費等の一部を補助する。
「日本女性会議２０１１松江」
　場所：島根県松江市
　定員：1人

【実施日】平成２２年２月２０日実施
【テーマ】市民活動交流会2010「つな
げよう　ふじみ野パワー　協働への第
一歩」
【場　所】上福岡西公民館
【講　師】野島正也文教大学副学長
【内　容】１部：プレゼンテーション
それぞれの分野での活動と地域連携の
発表 ２部：グループワーク テーマ
ごとの協働のまちづくりの提案と交流
３部：シンポジウム 協働の実現に向
けて意見交換
※テーマは「支えあう福祉、つながる
教育、ゼロをめざす防犯、育てあう環
境」の４つで構成
【参加者】約９０名

【実施日】平成２４年１月２８日
（土）実施
【テーマ】市民活動交流会2012
【場　所】上福岡西公民館
【講　師】日本社会事業大学　専任講
師　菱沼幹男氏
【内　容】市内のボランティア団体、
ＮＰＯを含め、市民活動を行う個人、
グループ、団体から広く参加者を募
り、活動発表やグループワークを通し
て、地域力について意見交換や考察を
深める交流の場を提供した。
参加者は延べ203名（午前・午後）

平成２０年度事業実績報告

【実施日】平成25年1月26日（土）実
施
【テーマ】市民活動交流会2013
　　　　　つなげようふじみ野パワー
　　　　　10万市民の地域力
【場　所】上福岡西公民館
【講　師】日本社会事業大学　専任講
師　菱沼幹男氏
【内　容】市内の市民活動団体、市民
活動を行う個人などから広く参加者を
募り、活動発表やグループワークを通
して、活動分野・地域の垣根を越えて
意見交換や交流を行う場を提供した。
参加者は午前午後合わせて延べ128
名。

平成２１年度事業実績報告

・財政状況上、予算の確保ができな
かったため、希望者の募集を行わな
かった。

　日本女性会議市民派遣事業参加者補助金交付要綱に基づき、予算の範囲内で日本女性会議へ市民を派遣する。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・財政状況上、予算の確保ができな
かったため、希望者の募集を行わな
かった。
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（施策の方向）　 ②．活動拠点の拡充

<施策・事業名> ４９．市民活動支援センターの充実

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 5,259千円 (くらし安全課) 事業費 2,377千円 (くらし安全課) 事業費 2,322千円 (くらし安全課) 事業費 2,187千円 (協働推進課) 事業費 2,123千円

《主要課題》　　 ２．政策・方針の立案・決定への参画促進

（施策の方向）　 ①．市の政策・方針の立案・決定過程への男女共同参画
<施策・事業名> ５０．まちづくり人材登録制度の活用

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (改革推進室) 事業費 0千円 (改革推進室) 事業費 0千円 (改革推進室) 事業費 0千円

【名  称】ふじみ野市立市民活動支援
センター
【所  在】ふじみ野市霞ヶ丘１－２－
７　ふじみ野市サービスセンター１階
【開館時間】午前９時～午後５時
【休 館 日】祝日、１２月２９日～１
月３日
【支援内容】
・市民活動を行おうとする人たちに場
所を提供し、様々な課題や問題点に対
しては、コーディネーターによるアド
バイスを実施。（相談件数347件）
・市民活動支援活動センターの事業に
ついては以下のとおり。
①市民活動推進ボランティア会議
　　　年12回　延べ97名参加
②団体サポート「プラスワン講座」
　　　年４回　延べ44名参加
③市民活動交流会2011ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝやろ
う会  年12回　延べ71名参加
④市民活動交流会2012　H24/1/29開催
延べ203名参加(午前･午後)

平成２３年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

　ボランティア活動、市民活動を行いたいと思いながら、なかなかきっかけがつくれない人やグループに対して、コーディネーターが助言を
するとともに、活動に必要な場所や情報等を提供し、活動の援助を行う。【継続】

平成２４年度事業実績報告

・まちづくり人材登録制度について、
市報により市民への制度の周知、登録
の促進を図り、人材発掘に努めた。ま
た、庁内に対しては、審議会等への活
用の推進を図った。（平成２３年度中
の登録者は、２名(男性１名、女性１
名)あり、年度末現在の登録者数は、
７２名（男性５１名、女性２１名）

平成２１年度事業実績報告

・市民活動を行おうとする人たちに場
所を提供し、様々な課題や問題点に対
しては、コーディネーターによるアド
バイスを行った。
　市民活動を行うグループのために、
印刷機を無料で使用できるようにして
いる。
　平成２０年度はミニ講座として高齢
者（女性）の方が身近な問題について
学習する機会を年６回実施した。
　
　市民活動支援センター
　所在地：ふじみ野市霞ヶ丘１－２－
７　ふじみ野市サービスセンター１階
　開館時間：午前９時から午後５時ま
で
　休館日：祝日、１２月２９日～１月
３日

・まちづくり人材登録制度について、
市報により市民への制度の周知、登録
の促進を図り、人材発掘に努めた。ま
た、庁内に対しては、審議会等への活
用の推進を図った。平成２１年度中の
登録者は、２名(男性)あり、年度末現
在の登録者数は、６４名（男性４４
名、女性２０名）

平成２０年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告

・まちづくり人材登録制度について、
市報により市民への制度の周知、登録
の促進を図り、人材発掘に努めた。ま
た、庁内に対しては、審議会等への活
用の推進を図った。（平成２２年度中
の登録者は、９名(男性７名、女性２
名)あり、年度末現在の登録者数は、
７０名（男性５０名、女性２０名）

・まちづくり人材登録制度について女
性情報誌「燦」に掲載して周知した。

【名　称】ふじみ野市立市民活動支援
センター
【所　在】ふじみ野市霞ヶ丘１－２－
７　ふじみ野市サービスセンター１階
【開館時間】午前９時～午後５時
【休 館 日】祝日、１２月２９日～１
月３日
【支援内容】市民活動を行おうとする
人たちに場所を提供し、様々な課題や
問題点に対しては、コーディネーター
によるアドバイスを行った。22年度の
相談件数は251件（センター来訪138件
電話・メール113件）。市民活動を行
うグループのために、印刷機を無料で
使用できるようにした。22年度は50団
体が延べ396回の利用を行った。市民
活動支援センターの事業については以
下の通り。①市民活動推進ボランティ
ア会議 年７回 延べ109名参加　②地
域参加「はじめの一歩会」 年４回 延
べ51名参加　③団体サポート「プラス
ワン講座」 年４回 延べ75名参加

【名　　称】ふじみ野市立市民活動支
援センター
【所　　在】ふじみ野市霞ヶ丘１－２
－７ふじみ野市サービスセンター１階
【開館時間】午前９時から午後５時ま
で
【休 館 日】祝日、１２月２９日～１
月３日
【支援内容】
・市民活動を行おうとする人たちに場
所を提供し、様々な課題や問題点に対
しては、コーディネーターによるアド
バイスを実施。24年度の相談件数は
352件。
・市民活動支援センターの事業につい
ては以下の通り。
①市民活動交流会企画推進員会議
　　年11回開催 延べ162名参加
②市民活動団体サポート「プラスワン
講座」
    年3回実施 延べ85名参加
④市民活動交流会2013
　　H25 1/26 開催　午前午後延べ128
人参加

【名　　称】ふじみ野市立市民活動支
援センター
【所　　在】ふじみ野市霞ヶ丘１－２
－７　ふじみ野市サービスセンター１
階
【開館時間】午前９時から午後５時ま
で
【休 館 日】祝日、１２月２９日～１
月３日
【支援内容】市民活動を行おうとする
人たちに場所を提供し、様々な課題や
問題点に対しては、コーディネーター
によるアドバイスを行っている。市民
活動を行うグループのために、印刷機
を無料で使用できるようにしている。
平成２１年度はまちづくりミニ講座と
して市職員等による身近な問題につい
て学習する機会を年７回実施した。
（延べ１０３人参加）。市民活動推進
ボランティア会議（年６回実施、延べ
９３人参加）。地域参加「はじめの一
歩会」（年４回実施、延べ５４人参
加）

平成２２年度事業実績報告

・制度開始から一定の期間が過ぎてい
ることから登録者に対し、登録の意向
確認と制度の再周知を図った。平成２
４年度中の登録者は、６名(男性５
名、女性１名)あり、年度末現在の登
録者数は、６９名（男性５０名、女性
１９名）。うち審議会等への登用者は
２０名（男性１２名、女性８名）。

　☆重点施策７　あらゆる分野における女性の参画を拡大していくために、まちづくり人材登録制度の登録促進、活用を図るよう庁内に啓発
する。【継続】

平成２０年度事業実績報告
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<施策・事業名> ５１．審議会等女性委員の構成割合の向上

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

<施策・事業名> ５２．女性職員の管理監督者への登用の推進

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

・審議会等の女性委員の構成割合につ
いて35％以上となるよう努力すること
を庁内に周知した。

【平成20年4月現在の割合】27.7％

○女性職員の積極的な管理職への登用
　３月２２日 ４月１日付け人事異動
内示

　・平成２４年度４月１日付け昇格者
３６名中、
　　女性職員数８名
　・平成２３年４月時点での管理職者
１９４名中、
　　女性職員数４２名
　　　　　　割合：２１．６％

○女性職員の積極的な管理職への登用
　３月２４日　４月１日付け人事異動
内示

　・平成２２年度４月１日付け昇格者
11名中、女性職員数4名
　・平成２２年４月時点での管理職者
198名中、女性職員数41名
　　　　　　割合：２０．７％

○女性職員の積極的な管理職への登用
　３月２２日 ４月１日付け人事異動
内示

　・平成２５年度４月１日付け昇格者
６７名中、
　　女性職員数１７名
　・平成２３年４月時点での管理職者
１９８名中、
　　女性職員数４７名
　　　　　　割合：２３．７％

○女性職員の積極的な管理職への登用
　３月２２日　４月１日付け人事異動
内示

　・平成２３年度４月１日付け昇格者
４７名中、
　　女性職員数１２名
　・平成２３年４月時点での管理職者
１９５名中、
　　女性職員数４２名
　　　　　割合：２１．５％

平成２４年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

・審議会等の女性委員の構成割合につ
いて35％以上となるよう努力すること
を庁内に周知した。

【平成23年4月現在の割合】24.9％

　☆重点施策８　法に定める平等取扱いの原則と成績主義の枠組みを前提とする中で、意欲と能力のある女性職員の積極的な管理職への登用
の拡大に努める。【継続】

平成２３年度事業実績報告

・審議会等の女性委員の構成割合につ
いて35％以上となるよう努力すること
を庁内に周知した。

【平成21年4月現在の割合】21.7％

平成２０年度事業実績報告

○ 女性職員の積極的な管理職への登
用
　　３月２４日　４月１日付け人事異
動内示
　
　・平成２１年４月１日付け昇格者36
名中、女性職員数7名
　・平成２１年４月時点での管理職者
208名中、女性職員数43名
　　　　　割合：２０．７％

平成２２年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・審議会等の女性委員の構成割合につ
いて35％以上となるよう努力すること
を庁内に周知した。

【平成22年4月現在の割合】21.1％

　☆重点施策７　審議会等の女性委員の構成割合を３５％以上となるよう努める。【継続】

・審議会等の女性委員の構成割合につ
いて35％以上となるよう努力すること
を庁内に周知した。

【平成24年4月現在の割合】23.6％

平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> ５３．女性職員の管理監督者へ向けての学習機会の確保

◇事業内容◇　

(人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 110千円 (人事課) 事業費 0千円 (人事課) 事業費 0千円

（施策の方向）　 ②．事業所の取組みへの支援

<施策・事業名> ５４．事業所の女性管理職登用促進の必要性の啓発

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 0千円 (企画政策室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

・「企業が仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）に取り組むメ
リット」と題したチラシを作成し、事
業所に配付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上の
市内事業所167箇所
（人権講演会の案内を郵送するときに
同封した）

○キャリアデザイン研修（階層別研
修）
【実施時期】　８月２４日
【会　　場】　庁舎内会議室（３０
１）
【修了者数】　３６名
【目　　的】　中堅職員としての、自
分と組織（仕事）の関係を見つめ、求
められる力を把握し推進する「自分
（自己啓発）力」の向上を図る。
【内　　容】　キャリアデザイン

平成２４年度事業実績報告

○女性のためのキャリアデザイン研修
（自治人材開発センターへの派遣研
修）
【実施時期】　１月２２日
【会　　場】　自治人材開発センター
【修了者数】　１名
【目　　的】　組織の中における自ら
の役割を振り返り、視野を広げること
で、役付職員としてのキャリア形成へ
の意欲を高める
【内　　容】　キャリアデザイン

　☆重点施策８　女性職員が積極的に管理監督者へ登用されるような意識づくりと学習の機会を提供する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・「DO！ポジティブ・アクション～女
性の活用は重要な企業戦略の一つ～」
と題したチラシを作成し、事業所に配
付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上の
市内事業所121箇所
（人権講演会の案内を郵送するときに
同封した）

　事業所等における女性の登用を促進する必要性について情報提供を行う。【継続】

○ 女性職員ステップアップ研修への
派遣
【実施時期】11月6日（木）
【会　　場】自治人材開発センター
【修了者数】3名（主任級以上の女性
職員）
【目　　的】これからの地方分権時代
を担う女性職員が自らキャリアアップ
を考え、より主体的に行動できる能力
を習得する。
【内　　容】①キャリアデザイン
　　　　　　②メンタルヘルス等

未実施・「企業が仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）に取り組むメ
リット」と題したチラシを作成し、事
業所に配付した。
【チラシ配布先】従業員数30人以上の
市内事業所132箇所
（人権講演会の案内を郵送するときに
同封した）

平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

○女性職員ステップアップ研修(派遣)
【実施時期】　11月11日（水）
【会　　場】　自治人材開発センター
【修了者数】　3名
【目　　的】　これからの地方分権時
代を担う女性職員が自らキャリアアッ
プを考え、より主体的に行動できる能
力を習得する。
【内　　容】①キャリアデザイン
　　　　　　②メンタルヘルス等

・事業所の女性管理職登用の必要性に
ついての情報収集に努めた。

平成２１年度事業実績報告

○女性のためのキャリアデザイン研修
（自治人材開発センターへの派遣研
修）
【実施時期】　１０月１４日
【会　　場】　自治人材開発センター
【修了者数】　２名
【目　　的】　女性職員同士での議論
することにより、将来のビジョンを明
確化させ、自己啓発意欲や仕事のモチ
ベーションアップを目指す
【内　　容】　キャリアデザイン
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（施策の方向）　 ③．地域・社会活動での男女共同参画

<施策・事業名> ５５．コミュニティ活動団体への支援

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 216千円 (くらし安全課) 事業費 216千円 (くらし安全課) 事業費 188千円 (くらし安全課) 事業費 216千円 (協働推進課) 事業費 216千円

コミュニティづくり推進連絡会の平成
23年度事業

５月　　総会
６月　　シラコバト賞審査・本庁舎前
植栽
７月　　おおい祭り出店
８月　　七夕まつり竹飾り出展
１１月　子育て支援事業
１２月　講演会
１月　　花栽培講座
２月　　会報発行
通年事業　大井弁天の森花いっぱい運
動、コミュニティ備品貸し出し事業

・コミュニティづくり推進連絡会の平
成２１年度事業
５月  総会
６月  シラコバト賞審査・本庁舎前植
栽
７月  おおい祭り出店
８月  七夕まつり竹飾り出展
１１月 子育て支援事業・本庁舎前植
栽
１月  花栽培講座・防犯講演会
２月  会報発行
通年事業 弁天の森花いっぱい運動、
コミュニティ備品貸し出し事業

・コミュニティづくり推進連絡会の平
成２０年度事業
５月　総会
７月　シラコバト賞審査会
８月　七夕まつり竹飾り出展
９月　おおい祭り出店
６月・１２月　本庁舎前プランター花
植栽
２月　講演・講習会
　　　会報発行
通年　コミュニティ用品の貸し出し

平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

コミュニティづくり推進連絡会の平成
24年度事業

４月　 本庁舎玄関前
　　　　　　プランター整備
５月　 総会
６月　 本庁舎玄関前植栽
７月　 シラコバト賞審査
　　　 おおい祭り出店
８月　 七夕まつり竹飾り出展
９月　 チビッコ広場チラシ配布
１０月 花いっぱいコンクール審査
１１月　子育て支援事業
　　　　　「チビッコ広場」
１２月　花栽培講座
１月　　講演会
 「交通安全教室と振り込め詐欺」
３月　　会報発行
通年事業　大井弁天の森花いっぱい運
動、コミュニティ備品貸し出し事業

コミュニティ活動の中心となるよう発足した｢コミュニティづくり推進連絡会｣に対し､活動援助のための補助金を交付する｡【継続】

コミュニティづくり推進連絡会の平成
22年度事業

５月　　総会
６月　　シラコバト賞審査・本庁舎前
植栽
７月　　おおい祭り出店
８月　　七夕まつり竹飾り出展
１１月　子育て支援事業
１２月　環境講演会
１月　　花栽培講座
２月　　会報発行
通年事業 大井弁天の森花いっぱい運
動、コミュニティ備品貸し出し事業

平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> ５６．町会・自治会連合会への支援
◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 350千円 (くらし安全課) 事業費 350千円 (くらし安全課) 事業費 350千円 (くらし安全課) 事業費 350千円 (協働推進課) 事業費 350千円

平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

･自治組織相互の連携強調と親睦を図
る
･市及び関係機関との連絡調整
･市､関係機関に対する提言と協力要請
･交通安全、環境整備、防犯、防災等
及び各種委員の推薦等の市事業の協力
･自治組織運営のための調査研究･研修
･自治組織に対する住民の理解と関心
を深めるための活動
【平成２３年度ふじみ野市町会・自治
会連合会事業実績】
５月　総会
７月　広報発行
８月　入間東部地区合同防災訓練参加
９月　防犯交通安全研修会
９月～ 市民スポーツフェスティバル
  １１月 市民フェスティバル大会
１１月　環境研修会
１２月　防災講演会

・自治組織相互の連携強調と親睦を図
ること
・市及び関係機関との連絡調整に関す
ること
・市及び関係機関に対する提言と協力
要請に関すること
・交通安全、環境整備、防犯、防災等
及び各種委員の推薦等の市事業の協力
に関すること
・自治組織運営のための調査研究及び
研修に関すること
・自治組織に対する住民の理解と関心
を深めるための活動に関すること
【平成２４年度ふじみ野市町会・自治
会連合会事業実績】
５月　・総会
７月　・広報発行
８月　・入間東部地区合同
　　　　防災訓練参加
９月　・本所防災館、
　　　　江戸東京博物館視察研修
６月～１１月
　　　・市民スポーツ
　　　　フェスティバル
　　　・市民フェスティバル大会
１１月・ひたちなか市東海クリーン
　　　　センター視察研修
１２月・防災講演会
　　　・市防災訓練(協力事業)
１月　・広報発行　・新春交流会
　　　・防犯・交通安全セミナー
※毎月１回　町会・自治会加入促進マ
ニュアル作成会議

・町会・自治会連合会の平成２０年度
事業
５月１７日　総会
６月２４日　防犯研修会
７月・１月　広報発行
８月３０日　防災研修会
８月２４日　入間東部地区合同防災訓
練参加
１０月１２日 市民スポーツフェス
ティバル参加
１１月１１日　環境研修会
１月２４日　新春交流会

・町会・自治会連合会の平成２１年度
事業
５月　総会
６月　防犯研修会
７月・１月　広報発行
８月　防災研修会
８月　入間東部地区合同防災訓練参加
１０月　市民スポーツフェスティバル
参加
１１月　環境研修会
１月　新春交流会

平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

　地域に密着した活動を進める組織「町会・自治会連合会」に、事業及び運営補助金を交付する。【継続】

・町会・自治会連合会の平成22年度事
業

５月　総会
６月　防犯研修会
７月・１月　広報発行
８月　防災研修会
８月　入間東部地区合同防災訓練参加
１０月　市民スポーツフェスティバル
参加
１１月　環境研修会
１月　新春交流会
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《主要課題》　　 ３．平和活動と国際理解・協力における男女共同参画の促進

（施策の方向）　 ①．国際理解・協力と交流の推進

<施策・事業名> ５７．国際理解・協力と交流の推進

◇事業内容◇　

(上福岡西公民館) 事業費 56千円 (上福岡西公民館) 事業費 81千円 (上福岡西公民館) 事業費 82千円 (上福岡西公民館) 事業費 35千円 (上福岡西公民館) 事業費 35千円

(大井中央公民館) 事業費 156千円 (大井中央公民館) 事業費 156千円 (大井中央公民館) 事業費 120千円 (大井中央公民館) 事業費 144千円 (大井中央公民館) 事業費 144千円

◇事業内容◇　

(上福岡西公民館) 事業費 83千円 (上福岡西公民館) 事業費 75千円 (上福岡西公民館) 事業費 75千円 (上福岡西公民館) 事業費 35千円 (上福岡西公民館) 事業費 35千円

・日本語教室の開催
　毎週木曜日（個人）
　　　午後7時30分～9時30分
　毎週土曜日（親子）
　　　午後1時30分～3時30分

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・にほんご教室の開催
　毎週水・日曜日　午前10時～12時
　その他、七夕まつり、館外研修、西
公民館まつり、忘年会等を行った。

　

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

　国際交流活動の意義やにほんご教室の活動趣旨を理解し、ボランティア活動の参加のきっかけとなるような講座を実施する。【継続】

・にほんご教室の開催
　毎週水・日曜日　午前10時～12時
（地域に在住する外国人に集まっても
らい日本人スタッフと１対１で日本語
を教え学び合う。）　　　　　・その
他、菅外研修・七夕祭り・西公まつり
参加忘年会・ボランティア講座等実施

・にほんご教室の開催
　毎週木曜日　午後7時30分～9時30分
　毎週土曜日　午後1時30分～3時30分

平成２１年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告

・にほんご教室の開催
　毎週水・日曜日　午前10時～12時
(地域に在住する外国人に集まっても
らい日本人スタッフと1対１で日本語
を教え学び合う。）

・にほんご教室の開催
　毎週水・日曜日　午前10時～１２時
・その他、七夕飾り、館外研修、西公
まつり、忘年会等の実施。

・にほんご教室の開催
　毎週木曜日　午後7時30分～9時30分
　毎週土曜日　午後1時30分～3時30分

・国際交流ボランティア講座
１月２２日（土）　「ふじみ野市に住
む外国人」
　　講師　ふじみの国際交流センター
石井ナナヱ　さん
２月５日（土）　「日本語の教え方」
　　講師　元ふじみ野市日本語指導員
大島博幸　さん
交流会　現役ボランティアとの交流会

0

・国際交流ボランティア講座
１月２６日（土）、２月２日（土）
（日本語の教え方　日本語の文法）
　助詞の用法
　　講師　平田伸一郎
　（元ふじみ野市日本語指導員）

・国際交流ボランテイア講座
　２月７日（土）午前１０時～１２時
　　　国際交流活動の講話
　　　「一人が変わる　地域が変わ
る」

　２月１４日（土）午前１０時～午後
１時３０分
　　　日本語の教え方
　　　ボランテイアとの交流会

　会場：上福岡西公民館　集会室

平成２０年度事業実績報告

・にほんご教室の開催
　毎週水・日曜日　午前10時～１２時
・その他、七夕飾り、館外研修、西公
まつり、忘年会等を行った。

　地域に在住する外国人と日本人との交流や、外国人同士の交流を行い、相互理解を深め、ともに豊かに暮らせる地域づくりをめざす。【継
続】

・にほんご教室の開催
　毎週木曜日（個人）
　　　　　午後7時30分～9時30分
　毎週土曜日（親子）
　　　　　午後1時30分～3時30分

・国際交流ボランティア講座の実施
２月４日（土）、２月１１日（土）
（ボランティア向け「日本語の教え
方」の技術向上）
　　講師
　　　にほんご教室世話人
　　　　　　　代表　庄子一雄氏

・にほんご教室の開催
　毎週木曜日　午後7時30分～9時30分
　毎週土曜日　午後1時30分～3時30分

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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◇事業内容◇　

(生涯学習課) 事業費 80千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 60千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (協働推進課) 事業費 0千円

平成２０年度事業実績報告

・文京学院大学と連携で行う「まちづ
くりまちこし大学」の公開講座におい
て、「国際交流」をテーマで行った。
【実施内容】
10月2日　講義「市内の外国人につい
て」
10月16日　文化祭に参加し、外国籍市
民の模擬店の手伝いを通じてコミュニ
ケーションを図る
10月30日　講義「外国人のくらしの調
査について」
11月20日・27日　外国人にやさしい生
活ガイドマップ作り

平成２２年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・特定非営利活動法人ふじみの国際交
流センターと連携し、配偶者や恋人か
らの暴力に悩む人たちにシェルターの
提供を行うなどの援助を行った。ま
た、その方に対し就労支援および生活
支援の助言を行った。

平成２４年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

国際フェスティバル（平成23年5月28
日/
29日を予定）が雨天中止となり実施な
し。

人権講座の中で、外国人の方を講師と
して招き、調理実習等を通じて交流を
深めるとともに、人権について考える
機会の提供を行った。
【実施日】　１月２６・２８日及び２
月１日
【テーマ】　各国（台湾・ブラジル・
フィリピン）料理＆私のふるさと紹介
【講師】　ふじみ野国際交流センター
紹介外国人講師＆センタースタッフ
【内容】　調理及び交流
【受講人数】　３日間延べ４３人
【会場】　大井中央公民館調理実習室

未実施

未実施

平成２３年度事業実績報告

ふじみの国際交流センター主催の国際
フェスティバル（平成２４年5月１９
日）の開催に協力。

未実施

平成２３年度事業実績報告

実施なし
（人権講座の中で市内在住の外国人の
方を講師として招き、調理実習等を通
じて交流を深めるとともに人権につい
ても考える機会を提供して行く。）

　学習会を通して外国の文化に触れ合い、外国人との理解・交流を深める。【継続】

平成２２年度事業実績報告

・暮らしの中の人権講座
　　　＜ ２／１８・２６・３／４ ＞
　開催場所：ふじみ野市立上福岡西公
民館
　講師：ふじみ野国際交流センター

　市民の国際交流活動を推進するため、交流の場の提供に努める。【継続】

平成２４年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ②．平和活動の推進

<施策・事業名> ５８．平和意識の高揚

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 261千円 (くらし安全課) 事業費 258千円 (くらし安全課) 事業費 235千円 (くらし安全課) 事業費 477千円 (協働推進課) 事業費 27千円

◇事業内容◇　

(生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 273千円 (生涯学習課) 事業費 0千円 (生涯学習課) 事業費 0千円

　火工廠の模型を活用し、平和の大切さを学ぶ。【継続】

平成２４年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

事業の実施なし.

上福岡歴史民俗資料館で火工廠の模型
を常設展示開始

平成２３年度事業実績報告

・市民平和のつどい
【実施日】平成２１年８月２９日実施
【テーマ】市民平和のつどい
【場　所】上福岡西公民館
【内　容】
・「市民が描く戦争・平和展」と題
し、市民から「戦争と平和」をテーマ
とした作品を募集し展示会を行った。
・戦争・平和に関する映画を上映す
る。
（午前の部）ガラスのうさぎ
（午後の部）トンマッコルへようこそ

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

・実施なし

　＜問題点＞
　「火工廠の模型」はかなり大きく、
大人６～７名の人手を要するなど課題
がある。

・市民平和のつどい
【実施日】平成２２年１０月９日実施
【テーマ】市民平和のつどい
【内　容】市民所有の原爆の悲惨さを
映したパネル展示と平和ミニコンサー
ト・映画会を同時に実施し、平和意識
の高揚を図った。また、市政施行５周
年にあわせて制定した「平和都市宣
言」を披露し、市民に周知を図った。

実施なし。

火工廠の模型はかなり大きく、大人６
～７名の人手を要するため、活用に課
題がある。

・市民平和のつどい
　これまで戦争体験者の体験談やアニ
メ映画の上映を行ってきたが、戦争体
験者の高齢化に伴い、平和のつどい自
体の形態を変えざるを得なくなってき
た。平成２０年は長編ドキュメンタ
リー映画「ひめゆり」を上映し、平和
意識の高揚を図った。
　８月３０日実施
　実施日には、子育て中の女性が参加
しやすいように臨時保育を設けた。

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

市民の平和意識の高揚を図るため、市
民が共に考える機会の提供や啓発活動
などの平和施策の推進

【実施日】平成２４年１０月１日実施
【テーマ】市民平和のつどい
【場　所】大井中央公民館ホール及び
ふじみ野市役所１階ロビー
【内　容】今年度は市長部局（担当：
くらし安全課）と教育委員会（担当：
生涯学習課）の平和事業担当課が連携
をとり、市の平和都市宣言公布日であ
る10月１日に同じ会場で映画上映と平
和都市宣言銘版パネルの除幕式及び
『ヒロシマ・ナガサキ原爆写真パネ
ル』30枚（広島平和記念資料館所蔵）
の展示を実施した。

平成２４年度事業実績報告

市民がより身近に平和を感じ、平和に
対する認識を一層深めることができる
よう、平和教育推進事業として、平和
祈念映画の上映「風が吹くとき」の上
映を行った。
【実施日】　１２月１３日
【参加人数】　１８７人
【会場】　勤労福祉センターホール

　市民が平和というものを実感し、考える催しとし講演、映画、コンサートなど、誰もが参加できる事業を実施する。【継続】

実施なし

＜問題点＞
　「火工廠の模型」はかなり大きく、
大人６～７名の人手を要するなど課題
がある。

平成２２年度事業実績報告

市民の平和意識の高揚を図るため、市
民が共に考える機会の提供や啓発活動
などの平和施策の推進。

【テーマ】市民平和のつどい
【パネル展示】
　日時：平成２４年７月３１日～
　　　　　　８月１９日　２０日間
　場所：上福岡図書館１階展示ホール
来場者：延べ１，０００人
【映画上映】
　日時：平成２４年８月４日
　場所：勤労福祉センターホール
来場者：７５人

市長部局（担当：協働推進課）と教育
委員会（担当：生涯学習課）の平和事
業担当課が連携をとり、生涯学習課が
行う映画上映に合わせて協働推進課で
パネル展示を行った。
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（施策の方向）　 ③．多言語に対応した地域生活環境の整備

<施策・事業名> ５９．外国籍市民の生活相談の実施

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 522千円 (くらし安全課) 事業費 522千円 (くらし安全課) 事業費 526千円 (くらし安全課) 事業費 533千円 (協働推進課) 事業費 522千円

平成２４年度事業実績報告

外国籍市民生活相談業務を、特定非営
利活動法人ふじみの国際交流センター
に委託する。
業務内容：外国籍市民の生活相談及び
助言、生活相談ＰＲ用ポスター及びパ
ンフレット等の翻訳

相談言語：英語、中国語、スペイン
語、ポルトガル語、タガログ語、タイ
語、インドネシア語、ネパール語、ペ
ルシャ語、ハングルの１０ヶ国語

相談日時：毎週月、水、金曜日の午後
１時から４時まで（ただし、祝日、８
月１３日～１５日、１２月２９日～１
月３日を除く）

平成２２年度事業実績報告

・外国籍市民生活相談業務を、特定非
営利活動法人ふじみの国際交流セン
ターに委託した。

業務内容：
外国籍市民の生活相談及び助言、生活
相談ＰＲ用ポスター及びパンフレット
等の翻訳

相談言語：英語、中国語、スペイン
語、ポルトガル語、タガログ語、タイ
語、インドネシア語、ネパール語、ペ
ルシャ語、ハングルの１０ヶ国語

相談日時：毎週月、水、金曜日の午後
１時から４時まで（ただし、祝日、８
月１３日～１５日、１２月２９日～１
月３日を除く）

平成２１年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・外国籍市民生活相談業務を、特定非
営利活動法人ふじみの国際交流セン
ターに委託した。

業務内容：
外国籍市民の生活相談及び助言、生活
相談ＰＲ用ポスター及びパンフレット
等の翻訳

相談言語：
英語、中国語、スペイン語、ポルトガ
ル語、タガログ語、タイ語、インドネ
シア語、ネパール語、ペルシャ語、ハ
ングルの１０ヶ国語

相談日時：
毎週月、水、金曜日の午後１時から４
時まで（ただし、祝日、８月１３日～
１５日、１２月２９日～１月３日を除
く）

相談件数：
教育に関すること　６９件、生活に関
すること　１２５件、その他　１２０
件
年々増加傾向であるが、特に今年度は
大きく景気状況が変わった影響があ
る。

外国籍市民生活相談業務を、特定非営
利活動法人ふじみの国際交流センター
に委託した。
業務内容：外国籍市民の生活相談及び
助言、生活相談ＰＲ用ポスター及びパ
ンフレット等の翻訳

相談言語：英語、中国語、スペイン
語、ポルトガル語、タガログ語、タイ
語、インドネシア語、ネパール語、ペ
ルシャ語、ハングルの１０ヶ国語

相談日時：毎週月、水、金曜日の午後
１時から４時まで（ただし、祝日、８
月１３日～１５日、１２月２９日～１
月３日を除く）

外国籍市民生活相談業務を、特定非営
利活動法人ふじみの国際交流センター
に委託する。
業務内容：外国籍市民の生活相談及び
助言、生活相談ＰＲ用ポスター及びパ
ンフレット等の翻訳

相談言語：英語、中国語、韓国語、ス
ペイン語、ポルトガル語、フィリピン
語等

相談日時：毎週月、水、金曜日の午後
１時から４時まで（ただし、祝日、８
月１３日～１５日、１２月２９日～１
月３日を除く）

　外国籍市民が暮らす中で、仕事や健康、家族、教育のことなど様々な悩みを受ける相談事業を委託し、さまざまな言語で対応し、安全で住
みやすいまちをめざす。【継続】

平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> ６０．多言語による生活支援

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 121千円 (くらし安全課) 事業費 121千円 (くらし安全課) 事業費 593千円 (くらし安全課) 事業費 251千円 (協働推進課) 事業費 536千円

◇事業内容◇　

(環境課) 事業費 172千円 (環境課) 事業費 55千円 (環境課) 事業費 161千円 (環境課) 事業費 161千円 (環境課) 事業費 0千円

・外国籍市民が生活していくうえで必
要な情報を、ホームページを通じて提
供する。年４回の更新を実施。

外国語版生活ガイドホームページ維持
管理業務を、特定非営利活動法人ふじ
みの国際交流センターに委託した。

対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、タガログ語
　

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・外国人居住者が、生活に密着したご
みの出し方を理解できるよう、多言語
にわたるごみの出し方カレンダーの作
成を行った。
　【実施時期】平成22年4月1日～平成
23年3月31日
　【作成部数】2,000部
　【内容】英語・中国語・韓国語・ア
ラビア語・ポルトガル語・タガログ語

・外国人居住者が、生活に密着したご
みの出し方を理解できるよう、多言語
にわたるごみの出し方カレンダーの作
成を行った。
　【実施時期】平成23年4月1日～平成
24年3月31日
　【作成部数】1,500部
　【内容】英語・中国語・韓国語・ア
ラビア語・ポルトガル語・タガログ語

・ホームページ「外国籍市民のための
生活ガイド」
外国籍市民が生活していくうえで必要
な情報を、ホームページを通じて提供
する。外国語版生活ガイドホームペー
ジ維持管理業務を、特定非営利活動法
人ふじみの国際交流センターに委託し
ている。
対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、フィリピン
語
・冊子版生活ガイドブック
「外国籍市民のための生活ガイド」の
冊子版を作成した。特定非営利活動法
人ふじみの国際交流センターの協力を
受け、課で印刷製本。
対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、フィリピン
語

　市内に転入してきた外国籍市民に対して、「ふじみの国際交流センター」のホームページと市のホームページをリンクさせ、外国籍市民が
安心してくらせるよう案内する。【継続】

・外国人居住者が、生活に密着したご
みの出し方を理解できるよう、多言語
にわたるごみの出し方カレンダーの作
成を行った。
【実施時期】平成20年4月1日～平成21
年3月31日
【作成部数】　2000部
【内容】英語・中国語・韓国語・アラ
ビア語・ポルトガル語・タガログ語

・外国人居住者が生活に密着したごみ
の出し方を理解できるよう、日本語版
カレンダーの一部に６カ国後の標記を
追加。既存の外国後版カレンダーも標
記を変更し、昨年度のカレンダーを再
利用して配布した。
　【実施時期】平成24年4月1日～平成
25年3月31日
　【作成部数】700部
　【内容】英語・中国語・韓国語・ア
ラビア語・ポルトガル語・タガログ語

・外国人居住者が、生活に密接したご
みの出し方を理解できるよう、多言語
にわたるごみの出し方カレンダーを作
成した。
【実施時期】　平成21年4月1日～平成
22年3月31日
【作成部数】　2000部
【内容】英語・中国語・韓国語・ポル
トガル語・タイ語・タガログ語

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・外国籍市民が生活していくうえで必
要な情報を、ホームページを通じて提
供した。

外国語版生活ガイドホームページ維持
管理業務を、特定非営利活動法人ふじ
みの国際交流センターに委託。

対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、タガログ語

・ホームページ「外国籍市民のための
生活ガイド」
外国籍市民が生活していくうえで必要
な情報を、ホームページを通じて提供
する。外国語版生活ガイドホームペー
ジ維持管理業務を、特定非営利活動法
人ふじみの国際交流センターに委託し
ている。
対応言語：中国語、韓国語、英語、ポ
ルトガル語、フィリピン語、日本語
・冊子版生活ガイドブック
「外国籍市民のための生活ガイド」の
冊子版を作成した。特定非営利活動法
人ふじみの国際交流センターの協力を
受け、課で印刷製本。
対応言語：中国語、韓国語、英語、ポ
ルトガル語、フィリピン語（対和訳あ
り）

　外国人居住者が、生活に密接したごみの出し方を理解できるよう、多言語にわたるごみの出し方カレンダーを作成する。【継続】

平成２４年度事業実績報告

・ホームページ「外国籍市民のための
生活ガイド」
外国籍市民が生活していくうえで必要
な情報を、ホームページを通じて提供
した。
外国語版生活ガイドホームページ維持
管理業務を、特定非営利活動法人ふじ
みの国際交流センターに委託してい
る。
対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、タガログ語
・冊子版生活ガイドブック
「外国籍市民のための生活ガイド」の
冊子版を作成した。特定非営利活動法
人ふじみの国際交流センターの協力を
受け、課で印刷製本を行った。
対応言語：日本語、中国語、ハング
ル、英語、ポルトガル語、タガログ語

平成２１年度事業実績報告
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<施策・事業名> ６１．多言語による地震災害を想定した訓練の実施

◇事業内容◇　

(くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (くらし安全課) 事業費 0千円 (危機管理防災課) 事業費 0千円

入間東部地区合同防災訓練（三芳町・
富士見市・ふじみ野市合同主催）平成
２４年８月２６日（日）を実施した
が、多言語による災害広報は行わな
かった。

　第１回ふじみ野市総合防災訓練を平
成２４年１２月２日（日）に実施し、
防災行政無線を活用した多言語による
広報を行った。

入間東部地区合同防災訓練（富士見
市・ふじみ野市・三芳町合同主催）を
平成２３年８月２８日（日）に実施し
たが、多言語による災害広報は行わな
かった。

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・入間東部地区合同防災訓練（富士見
市、ふじみ野市、三芳町合同主催）に
おいて実施
平成２０年８月２４日（日）実施
（平成２０年度の担当は、富士見市）

　「災害時における相互援助に関する基本協定」に基づき、災害時における相互援助協定の定めるところにより、地震災害を想定した総合的
な訓練を住民の参加のもと実施し、広域協力体制の確立と地域住民の高揚を図ることを目的に実施し、訓練では多言語による災害広報を市広
報車で行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

・入間東部地区合同防災訓練（富士見
市・ふじみ野市・三芳町合同主催）を
平成２１年８月３０日（日）に実施し
たが、多言語による災害広報は行わな
かった。
（平成２１年度の担当は、三芳町）

平成２１年度事業実績報告

入間東部地区合同防災訓練（ふじみ野
市・富士見市・三芳町合同主催）をふ
じみ野市主催で平成２２年８月２９日
（日）に実施し、広報車による多言語
広報を行った。
（平成２２年度の担当は、ふじみ野
市）
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【基本目標】 ５．生涯にわたる健康支援

《主要課題》　　１．性と生殖に関する健康と権利についての意識啓発

（施策の方向）　①．性と生殖に関する健康と権利についての意識啓発

<施策・事業名> ６２．性教育、人権教育の充実

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費

<施策・事業名> ６３．性と生殖に関する学習会の充実

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 (企画政策室) 事業費 事業費 事業費 事業費

0千円

0千円 (市民相談・人権推進室)

0千円

○ 性に関する指導の計画にそった学習
指導の実施
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 養護教諭研修会の実施による性教
育、人権教育に対する意識の啓発
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 小、中学校連携における性教育、人
権教育の指導計画の見直しと改善
各小・中学校　　年間を通じて
　

○ 性に関する指導の計画にそった学習
指導の実施
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 養護教諭研修会の実施による性教
育、人権教育に対する意識の啓発
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 小、中学校連携における性教育、人
権教育の指導計画の見直しと改善
各小・中学校　　年間を通じて
　

平成２０年度事業実績報告

0千円 0千円

・ふじみ野市男女共同参画をすすめる市
民の会が企画した学習会において出産や
女性の体の内容について触れた。

※施策・事業３を参照

　小・中学校における学習活動の中で指導計画に基づき性教育、人権教育の指導の充実を図る。【継続】

　男女共同参画意識啓発事業で、性と生殖に関する健康と権利についての講座を開催する。【継続】

0千円

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

○ 性に関する指導の計画にそった学習
指導の実施
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 養護教諭研修会の実施による性教
育、人権教育に対する意識の啓発
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 小、中学校連携における性教育、人
権教育の指導計画の見直しと改善
各小・中学校　　年間を通じて

・委託先のふじみ野市男女共同参画を
すすめる市民の会が「知らされないの
はなぜ？ ～エイズ・性感染症の実状
～」をテーマに学習会を実施した。

※施策・事業３を参照

・未実施
（委託事業を公募制にしたが、事業の
提案がなかった。）

平成２３年度事業実績報告

0千円

○ 性に関する指導の計画にそった学習指
導の実施
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 養護教諭研修会の実施による性教育、
人権教育に対する意識の啓発
　各小・中学校　　６月～１２月の期間

○小、中学校連携における性教育、人権
教育の指導計画の見直しと改善
　各小・中学校　　年間を通じて

平成２３年度事業実績報告

(市民相談・人権推進室) 0千円

・未実施
（委託事業を公募制にしたが、事業の提
案がなかった。）

(市民相談・人権推進室) 0千円

・未実施
（委託事業を公募制にしたが、事業の提
案がなかった。）

平成２４年度事業実績報告

0千円

○ 性に関する指導の計画にそった学習指
導の実施
各小・中学校　　６月～１２月の期間

○ 養護教諭研修会の実施による性教育、
人権教育に対する意識の啓発
　各小・中学校　　６月～１２月の期間

○小、中学校連携における性教育、人権
教育の指導計画の見直しと改善
　各小・中学校　　年間を通じて

平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> ６４．性と生殖に関する関係図書の充実

◇事業内容◇　

(総合政策室) 事業費 (企画政策室) 事業費 事業費 事業費 事業費

<施策・事業名> ６５．エイズ・性感染症に関する知識の普及啓発

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

　フクトピア内交流ライブラリーに関係図書を設置し、充実を図る。【継続】

平成２１年度事業実績報告

14千円

・性と生殖に関する記事が掲載された図
書を１冊購入し、交流ライブラリーに設
置して市民への啓発に努めた。

【購入図書】妊活一年生

(市民相談・人権推進室) 14千円

平成２０年度事業実績報告

1千円

0千円 0千円

・保健所相談、検査等の紹介
ポスター掲示
　（相談者なし）

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

　エイズ等性感染症の予防や対処、正しい知識を理解するよう普及啓発を図る。【継続】

・性と生殖に関する記事が掲載された図
書を１冊購入し、交流ライブラリーに設
置して市民への啓発に努めた。

【購入図書】男女共同参画統計データ
ブック～日本の女性と男女～2009

10千円

・性と生殖に関する記事が掲載された
図書を１冊購入し、交流ライブラリー
に設置して市民への啓発に努めた。

【購入図書】絵本日本女性史３　近
代・現代

平成２３年度事業実績報告

(市民相談・人権推進室)

平成２２年度事業実績報告

・性と生殖に関する図書を１冊購入
し、交流ライブラリーに設置して市民
への啓発に努めた。

【購入図書】プレ更年期からの女性ホ
ルモン塾 ～ずっとキレイのエイジン
グ～

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

0千円

・保健所相談、検査等の紹介、成人式
でエイズのパンフレットの配布を行っ
た。

・保健所相談、検査等の紹介、成人式で
エイズのパンフレットの配布を行った。

0千円

・保健所相談、検査等の紹介、成人式で
のエイズのパンフレットの配布を行っ
た。

平成２４年度事業実績報告

0千円

・保健所相談、検査等の紹介、成人式で
のエイズのパンフレットの配布を行っ
た。

(市民相談・人権推進室) 14千円

・性と生殖に関する記事が掲載された図
書を１冊購入し、交流ライブラリーに設
置して市民への啓発に努めた。

【購入図書】性別なんて決められない

平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> ６６．若年層への電話相談窓口などの情報提供

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

《主要課題》　　２．母性の保護と母子保健の充実

（施策の方向）　①．母性の保護と母子保健事業の充実

<施策・事業名> ６７．母子保健事業の充実

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

平成２１年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

1,751千円 17,266千円

・健康な子供を産み育てるための知識の
普及、啓発、妊産婦の健康保持、疾病予
防を推進し、胎児期からの健康づくりを
はかる。子供の成長発達支援と育児不安
軽減のための健診及び相談活動の推進。
【育児相談】年１８回
【母乳相談】年１２回
【育児学級】年１回
【発育発達相談】年１２回
【言葉の発達相談】年９回等

0千円

1,668千円

平成２０年度事業実績報告

・ いじめ相談ホットラインの設置
大井教育相談室において相談室の開設
時間（１０：００～１７：００）に電
話相談窓口を設定し、相談に応じた。

・ 教育相談室（２箇所）における教育
相談
小・中学校の児童生徒による電話相談
等を受け付け、学校との連携を図っ
た。

・健康な子どもを産み育てるための知
識の普及、啓発、妊産婦の健康保持、
疾病予防を推進し、胎児期からの健康
づくりをはかる。子どもの成長発達支
援と育児不安の軽減のための健診及び
相談活動の推進。
【育児相談】年１８回
【母乳相談】年１２回
【育児学級】年４回
【発育発達相談】月１回
【ことばの発育発達相談】年９回　等

・ いじめ相談ホットラインの設置
大井教育相談室において相談室の開設
時間（１０：００～１７：００）に電
話相談窓口を設定し、相談に応じた。

・ 教育相談室（２箇所）における教育
相談
小・中学校の児童生徒による電話相談
等を受け付け、学校との連携を図っ
た。

0千円

・学校教育課と連携を図り、気軽に相
談や質問ができる相談体制と情報提供
を行った。

・学校教育課と連携を図り、情報提供を
行った。

0千円

・ いじめ相談ホットラインの設置
大井教育相談室において相談室の開設時
間（１０：００～１７：００）に電話相
談窓口を設定し、相談に応じた。

・ 教育相談室（２箇所）における教育
相談
小・中学校の児童生徒による電話相談等
を受け付け、学校との連携を図った。

81千円

・学校教育課と連携を図り、気軽に相談
や質問ができる相談体制と情報提供を
行った。

保健師、栄養士、心理相談員による相談事業を実施する。
○母子健康手帳の交付・４か月児健診・１０か月児相談・１歳６か月児健診・３歳児健診・育児相談・母乳相談・育児
学級・幼児相談（教室）・離乳食づくり講座・発育発達相談・訪問　【継続】

・健康な子供を産み育てるための知識
の普及、啓発、妊産婦の健康保持、疾
病予防を推進し、胎児期からの健康づ
くりをはかる。子供の成長発達支援と
育児不安軽減のための健診及び相談活
動の推進。
【育児相談】年１５回
【母乳相談】年１２回
【育児学級】年３回
【発育発達相談】年１２回
【言葉の発達相談】年１０回等

平成２２年度事業実績報告

14,389千円

・健康な子供を産み育てるための知識の
普及、啓発、妊産婦の健康保持、疾病予
防を推進し、胎児期からの健康づくりを
はかる。子供の成長発達支援と育児不安
軽減のための健診及び相談活動の推進。
【４か月児健診】　年24回
【10か月児相談】　年24回
【１歳６か月児健診】　年24回
【３歳児健診】　年24回
【育児相談】　年15回
【母乳相談】　年12回
【育児学級】　年３回
【幼児相談（教室）】　年12回
【離乳食づくり講座】　年４回
【発育発達相談】　年12回
【言葉の発達相談】　年10回等

・学校教育課と連携を図り、情報提供を行っ
た。

81千円

平成２０年度事業実績報告

　小・中・高校生の深刻な状況を未然に防ぐことを期待し、気軽に相談や質問ができる窓口の情報提供を行う。【継
続】

96千円

平成２２年度事業実績報告

0千円

平成２３年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

96千円

・ いじめ相談ホットラインの設置
大井教育相談室において相談室の開設時
間（１０：００～１７：００）に電話相
談窓口を設定し、相談に応じた。

・ 教育相談室(２箇所)における教育相談
小・中学校の児童生徒を対象に電話相談
等を受け付け、学校との連携を図った。

平成２４年度事業実績報告

451千円

17,100千円

・健康な子供を産み育てるための知識の
普及、啓発、妊産婦の健康保持、疾病予
防を推進し、胎児期からの健康づくりを
はかる。子供の成長発達支援と育児不安
軽減のための健診及び相談活動の推進。
【４か月児健診】　年24回
【10か月児相談】　年24回
【１歳６か月児健診】　年24回
【３歳児健診】　年24回
【育児相談】　年15回
【母乳相談】　年12回
【育児学級】　年３回
【幼児相談（教室）】　年12回
【離乳食づくり講座】　年４回
【発育発達相談】　年12回
【言葉の発達相談】　年10回等

・ いじめ相談ホットラインの設置
大井教育相談室において相談室の開設時
間（１０：００～１７：００）に電話相
談窓口を設定し、相談に応じた。

・ 教育相談室(２箇所)における教育相談
小・中学校の児童生徒を対象に電話相談
等を受け付け、学校との連携を図った。

0千円

・学校教育課と連携を図り、気軽に相談や質
問ができる相談体制と情報提供を行った。

平成２４年度事業実績報告

55
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◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

<施策・事業名> ６８．母性保護の理解と徹底

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

・ 手帳の使い方や諸制度の説明等を随
時行った。
平成２０年度母子健康手帳交付数
1,029件

・手帳の使い方や諸制度の説明等を随時
行った。
平成２１年度母子健康手帳交付数　930
件

・市内の学校等から妊婦体験服の貸し
出しが３セット、新生児の人形１１
体、ビデオ３本（１本を３回）の貸し
出しがあった。

　妊婦体操等の実習や出産、産後の食事など、男性が出席できるように1コース（1コース3日間）につき1日土曜日に実
施する。
○パパママセミナー【継続】

523千円

平成２０年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告

・パパママセミナーの実施
【5月コース】5月14日、25日、6日
【7月コース】7月13日、21日、8月１日
【10月コース】10月1日、9日、17日
【12月コース】12月1日、10日、19日
【3月コース】2月22日、3月3日、13日
うち各コース最終日は土曜日に実施

37千円

平成２１年度事業実績報告

　母子健康手帳交付時等に趣旨啓発を行う。【継続】

・パパママセミナーの実施
【5月コース】5月8日、26日、31日
【7月コース】6月30日、7月3日、12日
【9月コース】9月12日、29日、10月4日
【12月コース】11月25日、12月2日、6
日
【3月コース】2月23日、3月2日、7日

・パパママセミナーの実施
【5月コース】5月9日、5月17日、5月28日
【7月コース】7月4日、7月13日、7月30日
【10月コース】9月26日、10月5日、10月
15日
【12月コース】11月21日、12月2日、12月
10日
【3月コース】2月29日、3月6日、3月17日
うち各コース最終日は土曜日に実施

平成２２年度事業実績報告

88千円

平成２２年度事業実績報告

172千円

平成２０年度事業実績報告

544千円

・手帳の使い方や諸制度の説明等を随
時行った。
・平成22年度母子健康手帳交付数
940件

平成２１年度事業実績報告

・市内の学校等から妊婦体験服の貸し出
しが２セット、新生児の人形３体の貸し
出しがあった。

0千円0千円

平成２２年度事業実績報告

1,026千円

　妊婦体験服や新生児の人形を活用し、妊婦への理解や命の大切さを学ぶ。【継続】

0千円

・市内の学校等から妊婦体験服や新生
児の人形は４回の貸し出しがあった。

・市内の学校等へ妊婦体験服の貸し出し
が３セットあった。

平成２１年度事業実績報告

・パパママセミナーの実施
【5月コース】5月18日、5月24日、6月5
日
【7月コース】7月20日、8月4日、8月21
日
【10月コース】10月4日、10月13日、10
月23日
【12月コース】12月1日、12月6日、12
月18日
【3月コース】2月17日、3月1日、3月12
日
うち各コース最終日は土曜日に実施

562千円

・手帳の使い方や諸制度の説明等を随時
行った。
・平成23年度母子健康手帳交付数　　897
件

0千円

平成２３年度事業実績報告

108千円

平成２３年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

0千円

・市内の学校等へ妊婦体験服の貸し出し
が３セットあった。

平成２４年度事業実績報告

127千円

･パパママセミナーの実施
【 5月コース】 5月10日(木)､15日(火)､
26日(土)
【 7月コース】 7月 2日(月)､ 9日(月)､
28日(土)
【 9月コース】 9月24日(月)､10月4日
(木)､13日(土)
【11月コース】11月19日(月)､26日(月)､
12月8日(土)
【 3月コース】 2月25日(月)､3月5日
(火)､16日(土)
※うち各コース最終日は土曜日に実施

平成２４年度事業実績報告

519千円

・手帳の使い方や諸制度の説明等を随時
行った。
・平成23年度母子健康手帳交付数
1,077件
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（施策の方向）　②．健康を脅かす問題への対策

<施策・事業名> ６９．薬物乱用防止に向けての啓発

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費 (学校教育課) 事業費

・薬物乱用防止教育の実施について随
時指導をした。

平成２１年度事業実績報告

○　薬物乱用防止キャラバンカーによ
る薬物乱用防止教育の推進
　　１０月
　　市内小学校（１３校）にて全６年
生が対象
○ 薬物乱用防止教材を活用した保健体
育の授業の充実
○　中学校３年保健体育の授業を通し
ての薬物乱用防止教育の実施
○ 全小学校の薬物乱用防止教育担当教
師の資質向上
　　６月の県教育委員会主催の研修会
への参加
○ 各学校での夏期休業中の薬物乱用防
止教育研修会の実施
　　教職員対象の校内研修会の実施
○ 各中学校における独自の薬物乱用防
止教室の実施
　　２学期以降　警察職員や関係職員
を招いての防止教室

○ 薬物乱用防止キャラバンカーによる
薬物乱用防止教育の推進
　　１０月

市内小学校（１３校）にて全６年生
が対象
○ 薬物乱用防止教材を活用した保健体
育の授業の充実
○ 中学校３年保健体育の授業を通して
の薬物乱用防止教育の実施
○ 全小学校の薬物乱用防止教育担当教
師の資質向上

６月の県教育委員会主催の研修会へ
の参加
○ 各学校での夏期休業中の薬物乱用防
止教育研修会の実施
　　教職員対象の校内研修会の実施
○ 各中学校における独自の薬物乱用防
止教室の実施

２学期以降 警察職員や関係職員を
招いての防止教室

・薬物乱用防止教育の実施について随
時指導した。

　県教育委員会作成の薬物乱用防止学習教材を各学校に配布し、保健や保健体育の授業を通じて薬物乱用防止教室を充
実させる。保健主事、養護教諭、保健体育担当教諭による薬物乱用防止教育を実施するよう各学校を指導する。【継
続】

0千円

平成２２年度事業実績報告

0千円

平成２０年度事業実績報告

0千円

平成２０年度事業実績報告

○ 薬物乱用防止キャラバンカーによ
る薬物乱用防止教育の推進
　　１０月１４日～１０月２２日

市内小学校（１８校）にて全６年
生が対象

○ 薬物乱用防止教材を活用した保健体
育の授業の充実

中学校３年保健体育の授業を通し
ての薬物乱用防止教育の実施

○ 全小学校の薬物乱用防止教育担当教
師の資質向上

６月１３日の県教育委員会主催の
研修会への参加

○ 各学校での夏期休業中の薬物乱用防
止教育研修会の実施
　　教職員対象の校内研修会の実施

○ 各中学校における独自の薬物乱用防
止教室の実施

２学期以降 警察職員や関係職員
を招いての防止教室

○薬物乱用防止キャラバンカーによる薬
物乱用防止教育の推進
　　１０月
　　市内小学校（１３校）にて全６年生
が対象
○薬物乱用防止教材を活用した保健体育
の授業の充実
○中学校３年保健体育の授業を通しての
薬物乱用防止教育の実施
○全小学校の薬物乱用防止教育担当教師
の資質向上
　６月の県教育委員会主催の研修会への
参加
○各学校での夏期休業中の薬物乱用防止
教育研修会の実施
教職員対象の校内研修会の実施
○各中学校における独自の薬物乱用防止
教室の実施
２学期以降　警察職員や関係職員を招い
ての防止教室

　児童生徒の薬物乱用防止に向け、薬物乱用防止キャラバンカーによる教育を推進する。【継続】

0千円

0千円

平成２１年度事業実績報告

0千円

・薬物乱用防止教育の実施について随時
指導した。

平成２２年度事業実績報告

0千円

・薬物乱用防止教育の実施について随時
指導した。

0千円

平成２３年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

・薬物乱用防止教育の実施について随時
指導した。

0千円

○薬物乱用防止キャラバンカーによる薬
物乱用防止教育の推進
　　１０月
　　市内小学校（１３校）にて全６年生
が対象
○薬物乱用防止教材を活用した保健体育
の授業の充実
○中学校３年保健体育の授業を通しての
薬物乱用防止教育の実施
○全小学校の薬物乱用防止教育担当教師
の資質向上
　６月の県教育委員会主催の研修会への
参加
○各学校での夏期休業中の薬物乱用防止
教育研修会の実施
教職員対象の校内研修会の実施
○各中学校における独自の薬物乱用防止
教室の実施
２学期以降　警察職員や関係職員を招い
ての防止教室

平成２４年度事業実績報告

0千円
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<施策・事業名> ７０．喫煙、アルコールの害に関する啓発

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

《主要課題》　　３．健康の保持･増進

平成２０年度事業実績報告

0千円0千円 0千円

・母子健康手帳交付時、パパママセミ
ナー等で、喫煙、飲酒の害や、胎児に及
ぼす影響について啓発した。
・パパママセミナーの実施　年5回（1回
3日間コース）
出席者
1回目　妊婦18人　夫16人　祖母1人
2回目　妊婦24人　夫19人
3回目　妊婦22人　夫20人
4回目　妊婦23人　夫19人　祖母2人
5回目　妊婦20人　夫16人　祖母2人
　

平成２２年度事業実績報告

・母子健康手帳交付時、パパママセミ
ナー等で、喫煙、飲酒の害や、胎児に
及ぼす影響について啓発した。

パパママセミナー 年5回（1回3日間
コース）実施
出席者
1回目　妊婦20人　夫14人　祖母　１人
2回目　妊婦18人　夫14人　祖母　5人
3回目　妊婦24人　夫18人　祖母　3人
4回目　妊婦25人　夫15人　祖母　4人
5回目　妊婦20人　夫17人　祖母　1人

平成２１年度事業実績報告

　喫煙・過度の飲酒等が健康に及ぼす影響について啓発する。【継続】

・母子健康手帳交付時、パパママセミ
ナー等で、喫煙、飲酒の害や、胎児に
及ぼす影響について啓発した。
・パパママセミナーの実施　年5回（1
回３日間コース）
出席者
1回目　妊婦9人　夫5人
2回目　妊婦20人 夫14人
3回目　妊婦21人 夫17人
4回目　妊婦14人 夫8人
5回目　妊婦9人　夫2人

平成２３年度事業実績報告

0千円

・母子健康手帳交付時、パパママセミ
ナー等で、喫煙、飲酒の害や、胎児に及
ぼす影響について啓発した。
・パパママセミナーの実施　年5回（1回
３日間コース）
出席者
　1回目　妊婦14人 　夫12人
　　　　（延べ妊婦35人　夫13人）
　2回目　妊婦14人　夫7人
　　　　（延べ妊婦32人　夫11人）
　3回目　妊婦20人　夫14人
　　　　（延べ妊婦53人　夫18人）
　4回目　妊婦8人　夫7人
　　　　（延べ妊婦20人　夫7人）
　5回目　妊婦17人　夫13人
　　　　（ 延べ妊婦28人　夫16人）

平成２４年度事業実績報告

0千円

・母子健康手帳交付時、パパママセミ
ナー等で、喫煙、飲酒の害や、胎児に及
ぼす影響について啓発した。
・パパママセミナーの実施　年5回（1回
３日間コース）
出席者
　① 5月コース　妊婦14人 夫11人
  　 （延べ人数 妊婦33人 夫14人）
　② 7月コース  妊婦20人 夫10人
  　  (延べ人数 妊婦55人 夫11人)
　③ 9月コース  妊婦16人 夫12人
  　  (延べ人数 妊婦40人 夫13人)
　④11月コース  妊婦15人 夫 8人
  　  (延べ人数 妊婦33人 夫 9人)
　⑤ 3月コース  妊婦18人 夫13人
  　  (延べ人数 妊婦43人 夫21人)
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（施策の方向）　①．健康づくり事業の実施

<施策・事業名> ７１．健康づくりの増進

◇事業内容◇　

(体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費

◇事業内容◇　

4,211千円

平成２０年度事業実績報告

4,664千円 5,499千円

　開かれた学校・地域社会の拠点・協力・連携の確立から、学校体育施設を社会体育の普及及びレクリエーション活動
の場として開放する。【継続】

○ スポーツフェスティバル
日　時　　６/６
会　場　　亀久保小学校体育館・グラ
ウンド
参加者　　428名
関係者　　104名
内　容　　体験コーナ12種目　模擬店2
団体
○ 第５回市民体育大会　総合開会式
8/22　大井中央公民館
開催期間　８月～２月　市内体育施設
２５種目大会
参加者5,069人
○第７回東地域スポーツフェスティバ
ル　10/10
上野台小学校
13種目
参加者2,800人
○第２回西地域スポーツフェスティバ
ル　6/27～11/14（6回)
小学校区6校で運動会・軽スポーツを行
う
参加者2,880人
○第6回新春ロードレース大会　1/17
市役所周辺特設コース
13部門
参加者1,219人

　幼児からお年寄り、働いている人だれでもが気軽に参加できるスポーツ大会等を開催する。【継続】

平成２２年度事業実績報告

○ スポーツフェスティバル
６/１　亀久保小学校
参加者685名
指導者75名
体験コーナ10種目
模擬店2団体

○ 第３回市民体育大会
総合開会式　8/23　勤労福祉センター
開催期間　８月～２月　市内体育施設
25種目大会
参加者5,882人

○第５回上福岡地域スポーツフェス
ティバル　10/12
上野台小学校
12種目
参加者2,900人

○ 第４回新春ロードレース大会　1/18
市役所周辺特設コース
13部門
参加者1,106人

平成２３年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

○ スポーツフェスティバル
日　時　　６/７
会　場　　亀久保小学校体育館・グラウ
ンド
参加者　　498名
関係者　　105名
内　容　　体験コーナ13種目　模擬店2
団体

○ 第４回市民体育大会　総合開会式
8/23　勤労福祉センター
開催期間　８月～２月　市内体育施設
２５種目大会
参加者5,882人

○第６回上福岡地域スポーツフェスティ
バル　10/11
上野台小学校
12種目
参加者2,600人

○第5回新春ロードレース大会　1/17
市役所周辺特設コース
13部門
参加者1,137人

○ 生涯スポーツフェアー
日　時　　６月５日（日）
会　場　　亀久保小学校
参加者　　440名　関係者　201名
内　容　　体験コーナー12種目　模擬店2
団体
○ 第６回市民体育大会
　日　時　　総合開会式　８月２１日
（日）
　開催期間８月～翌年２月まで
　　　　市内体育施設
　内　容　　２４種目の大会
参加者　　5,178人
○東地域スポーツフェスティバル
日　時　１０月９日(日)上野台小学校グ
ランド
内容　　13種目　　　参加者　2,830人
○西地域スポーツフェスティバル
日　時　　6/26～11/6
内　容　　大井地域6小学校区ごとで運動
会・軽スポーツ大会を開催
参加者　　3,243人
○第7回新春ロードレース大会
日　時　１月１５日（日）市役所周辺特
設ｺｰｽ
内　容　13部門
参加者　1,192人

5,562千円

平成２４年度事業実績報告

6,052千円

○ 生涯スポーツフェア
日　時　　６月３日（日）
会　場　　亀久保小学校
参加者　　472名　関係者　101名
内　容　　体験コーナー10種目　模擬店2
団体
○ 第７回市民体育大会
　日　時　　総合開会式　８月１９日
（日）
　開催期間８月～翌年２月まで
　　　　市内体育施設
　内　容　　２４種目の大会
参加者　　4,736人
○東地域スポーツフェスティバル
日　時　１０月７日(日)上野台小学校グ
ランド
内容　　12種目　　　参加者　1,869人
○西地域スポーツフェスティバル
日　時　　6/24～11/11
内　容　　大井地域6小学校区ごとで運動
会・軽スポーツ大会を開催
参加者　　4,334人
○第8回新春ロードレース大会
日　時　１月２０日（日）市役所周辺特
設ｺｰｽ
内　容　13部門
参加者　1,179人
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(体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費 (体育課) 事業費

体育館 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 体育館 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 体育館 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 体育館 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 体育館 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

上福岡地域 回数　(回/年 2,352 1,224 上福岡地域 回数(回/年) 2,477 1,311 上福岡地域 回数(回/年) 2,143 1,248 上福岡地域 回数(回/年) 1,974 1,383 上福岡地域 回数(回/年) 1,951 765

（９校） 人数　(人/年 48,737 53,455 （９校） 人数(人/年) 49,715 54,107 （９校） 人数(人/年) 44,534 58,640 （９校） 人数(人/年) 35,794 55,204 （９校） 人数(人/年) 47,476 45,263

大井地域 回数　(回/年 2,309 790 大井地域 回数(回/年) 2,094 838 大井地域 回数(回/年) 2,180 789 大井地域 回数(回/年) 1,935 855 大井地域 回数(回/年) 1,747 683

（９校） 人数　(人/年 41,995 31,725 （10校） 人数(人/年) 36,846 35,155 （10校） 人数(人/年) 39,545 38,414 （10校） 人数(人/年) 34,650 37,371 （10校） 人数(人/年) 35,836 37,919

回数　(回/年 4,661 2,014 回数(回/年) 4,571 2,037 回数(回/年) 4,323 2,037 回数(回/年) 3,909 2,238 回数(回/年) 3,698 1,448

合計 人数　(人/年 90,732 85,180 合計 人数(人/年) 86,561 85,806 合計 人数(人/年) 84,079 87,054 合計 人数(人/年) 70,444 92,575 合計 人数(人/年) 83,312 83,182

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

3,314千円 3,035千円

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

3,597千円

○小学校１２校体育館・グラウンド
　中学校　６校体育館・グラウンド
　中学校  ２校　グラウンド　夜間照
明
　（通年）

平成２１年度事業実績報告

15,983千円 17,122千円

○プール健康づくり事業
[内容]アクアビクス、水中ウォーキン
グ
[回数]年78回（月曜と木曜）
[場所]大井スイミングスクール
　利用実人数　最大　29人、延べ人数
1,725人
○運動指導室健康づくり事業
[内容]運動指導士のプログラムに基づ
く運動の実施
[実施日]毎週月曜日から金曜日まで年
220日
　利用実人数　236人、延べ人数
9,071人
○地域における健康づくり
[ 内容]各町会、自治会の保健推進員と
ともに地域での健康づくりをすすめ
た。
○食生活改善推進員の活動

○プール健康づくり事業
[内容]アクアビクス、水中ウォーキング
[回数]年77回（月曜と木曜）
[場所]大井スイミングスクール
　利用実人数　最大　30人、延べ人数
1,741人
○運動指導室健康づくり事業
[内容]運動指導士のプログラムに基づく
運動の実施
[実施日]毎週月曜日から金曜日まで年
220日
　利用実人数　243人、延べ人数
10,282人
○地域における健康づくり
[ 内容]各町会、自治会の保健推進員と
ともに地域での健康づくりをすすめた。
○食生活改善推進員の活動

○小学校１３校体育館・グラウンド
　中学校　６校体育館・グラウンド
　中学校  ２校　グラウンド　夜間照明
　（通年） ただし年末年始各１週間を
除く期間教育委員会及び学校が利用不可
能と認めた日を除く

平成２３年度事業実績報告

15,405千円

12,064千円

○プール健康づくり事業
　平成２２年度事業廃止
○運動指導室健康づくり事業
[内容]運動指導士のプログラムに基づく
運動の実施
[実施日]毎週月曜日から金曜日まで年194
日
　利用実人数　391人、延べ人数　10,572
人

○地域における健康づくり
[ 内容]各町会、自治会の保健推進員とと
もに地域での健康づくりをすすめた。

○食生活改善推進員の活動

○小学校１３校体育館・グラウンド
　中学校　６校体育館・グラウンド
（通年）ただし年末年始各１週間を除く
期間、教育委員会及び学校が利用不可能
と認めた日を除く

　市民参加による健康増進事業や地域における健康づくり推進・支援の実施。【継続】

○プール健康づくり事業
〔内容〕アクアビクス、水中ウオーキ
ング
〔回数〕年８１回
〔場所〕大井スイミングスクール

○運動指導室健康づくり事業
〔内容〕運動指導士のプログラムに基
づく運動の実施
〔実施日〕 毎週月曜日から金曜日まで
年２２０日

○地域における健康づくり
〔内容〕各町会・自治会の保健推進員
と共に、地域での健康づくりをすすめ
た。

○食生活改善推進員の活動

平成２２年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

14,102千円

平成２１年度事業実績報告

○小学校１３校体育館・グラウンド
　中学校　６校体育館・グラウンド
　（通年） ただし年末年始各１週間を
除く期間教育委員会及び学校が利用不
可能と認めた日を除く

11,616千円

○小学校１３校体育館・グラウンド
　中学校　６校体育館・グラウンド
（通年）ただし年末年始各１週間を除く
期間、教育委員会及び学校が利用不可能
と認めた日を除く

平成２４年度事業実績報告

11,540千円

平成２４年度事業実績報告

○プール健康づくり事業
　平成２２年度事業廃止
○運動指導事業
[内容]運動指導士のプログラムに基づく
運動の実施
[実施日]年205日
　利用実人数　437人、延べ人数　11,451
人

○地域における健康づくり
[ 内容]各町会、自治会の保健推進員とと
もに地域での健康づくりをすすめた。

○食生活改善推進員の活動
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（施策の方向）　②．健康管理に関する意識啓発

<施策・事業名> ７２．健康管理に関する啓発活動の推進

◇事業内容◇　

(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

<施策・事業名> ７３．生活習慣病予防対策の促進

◇事業内容◇　

・健康フェア
【実施日】６月８日
【会場】大井中央公民館

・がん予防教室
【実施回数】年２回

・健康生活セミナー
【実施回数】年１０回

・歯の健康チェック
【実施日・会場】１０月１５日・大井
総合福祉センター
【実施日・会場】７月１７日、１月２
２日・上福岡保健センター
【対象】２０歳以上の人と妊婦

　生活習慣病予防を重点とし、健康相談・健康教育を実施する。【継続】

720千円 436千円

平成２２年度事業実績報告

847千円

平成２１年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

・歯の健康フェアを6月14日に予定して
いたが、新型インフルエンザ感染防止の
ため中止した。

・がん予防講座
【実施回数】1回

・健康生活セミナー
【実施回数】秋コース4日間、冬コース5
日間

・歯の健康チェック
【実施日・会場】10月１1日・大井総合
福祉センター
【実施日・会場】7月30日、1月14日・上
福岡保健センター
【対象】２０歳以上の人と妊婦

平成２３年度事業実績報告

○歯の健康フェア　6月13日
 
○がん予防講座　  7月22日　上福岡保
健センター
　　　　　　　　　がんを予防する生
活　参加者58人
○健康生活ｾﾐﾅｰ　　秋コース4日間　参
加者58人
　　　　　　　　　冬コース5日間　参
加者60人
○歯の健康ﾁｪｯｸ　7月8日　 上福岡保健
センター 33人
　　　　　　　　10月14日 大井総合福
祉センター 24人
                1月13日　上福岡保健
センター 27人

　健康管理を促進するため健康づくりセミナーと健康まつりを実施する。【継続】

1,464千円

○歯の健康フェア　6月12日
 
○がん予防講座　7月23日　上福岡保健セ
ンター
　　「子宮頸がん予防セミナー」参加者
92人
○健康生活ｾﾐﾅｰ　　秋コース4日間　参加
者48人
　　　　　　　　　冬コース5日間　参加
者73人
○歯の健康ﾁｪｯｸ
　　　7月14日 上福岡保健センター 31人
　　10月6日 大井総合福祉センター 31人
  　 2月23日　上福岡保健センター 23人

平成２４年度事業実績報告

452千円

○歯の健康フェア　6月10日

○がん予防講座
　9月7日　上福岡保健センター
　胃がん予防セミナー　参加者 34人
  「胃がんリスク検診って何？どんな検
診？」
○健康生活セミナー
　秋コース　4日間　参加者 48人
　冬コース　5日間　参加者 99人
○歯の健康チェック
　7月12日上福岡保健センター 33人
  10月6日大井総合福祉センター29人
  2月21日上福岡保健センター 29人
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(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

（施策の方向）　③．健康診査の充実と受診促進

<施策・事業名> ７４．がんの早期発見、早期治療にむけての検診の実施

◇事業内容◇　

528千円

平成２０年度事業実績報告

　☆重点施策９　各種がん検診を実施し、早期発見・早期治療に努め、がん予防のための生活習慣の見直しを行う。
【継続】

○がん予防講座　  7月22日　上福岡保
健センター
　　　　　　　　　がんを予防する生
活　参加者58人
○生活習慣病予防ｾﾐﾅｰ　12月9日　大井
保健センター
　　　　　　　　　　　糖尿病につい
て　参加者21人
　　　　　　　　　　　3月10日　上福
岡保健センター
　　　　　　　　　　　高血圧につい
て　参加者27人
○健康生活ｾﾐﾅｰ　　秋コース4日間　参
加者58人
　　　　　　　　　冬コース5日間　参
加者60人
○歯の健康ﾁｪｯｸ　7月8日 　上福岡保健
センター 33人
　　　　　　　　10月14日 大井総合福
祉センター 24人
                1月13日　上福岡保健
センター 27人

○がん予防講座
7月23日　上福岡保健センター 乳がん予
防講座　参加者70人

○生活習慣病予防ｾﾐﾅｰ
12月10日　上福岡保健センター　糖尿病
について　参加者41人
3月4日　　大井保健センター　脂質異常
症について　参加者47人

○健康生活ｾﾐﾅｰ
秋コース4日間　参加者106人
冬コース5日間　参加者35人

○歯の健康ﾁｪｯｸ
7月30日　上福岡保健センター 42人
10月1日　大井総合福祉センター 20人
 1月14日　上福岡保健センター 29人

○がん予防講座
　〔実施日・会場〕

９月２５日、大腸がん予防講座、上
福岡保健センター　 参加者　55人

１１月２８日、子宮ガン予防講座、
大井総合福祉センター　 参加者　38人

○生活習慣病予防セミナー
１０月２３日（木）、高血圧と糖尿

病、上福岡保健センター 参加者 28
人

２１年２月１９（木）、高血圧と糖
尿病、大井保健センター 参加者 29
人

３月５日（木）脂質代謝移異常,上
福岡保健センター 　参加者　52人

○健康生活セミナー ９回、参加者125
人

○歯の健康チェック
７月１７日（木）上福岡保健センター
参加者　34人

１０月１５日（木）大井総合福祉セン
ター　参加者　26人

２１年１月２２日（木）上福岡保健セ
ンター　27人

平成２１年度事業実績報告

653千円

平成２２年度事業実績報告

586千円

平成２３年度事業実績報告

1,091千円

○がん予防講座 7月23日 上福岡保健セン
ター
　「子宮頸がん予防セミナー」　参加者
92人
○生活習慣病予防ｾﾐﾅｰ
　　　12月8日　大井保健センター
　　　　｢生活リズムから考える健康につ
いて」
　　　　　　　　　　　　　　参加者29
人
　　　　2月16日　上福岡保健センター
　　　　　｢慢性腎臓病について」　参加
者37人
○健康生活ｾﾐﾅｰ　　秋コース4日間　参加
者48人
　　　　　　　　　冬コース5日間　参加
者73人
○歯の健康ﾁｪｯｸ
　　　7月14日 　上福岡保健センター 31
人
　　10月6日 大井総合福祉センター 31人
      2月23日　上福岡保健センター 23
人

平成２４年度事業実績報告

2,025千円

○がん予防講座
　9月7日　上福岡保健センター
　胃がん予防セミナー　参加者 34人
  「胃がんリスク検診って何？どんな検
診？」
○健康生活セミナー
　秋コース　4日間　参加者 48人
　冬コース　5日間　参加者 99人
○歯の健康チェック
　7月12日上福岡保健センター 33人
  10月6日大井総合福祉センター29人
  2月21日上福岡保健センター 29人
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(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

<施策・事業名> ７５．健康診査の受診促進

◇事業内容◇　

・ がん検診（個別検診）
〔内容〕肺がん・結核・胸部疾患検

診、大腸がん検診
子宮がん検診、肝炎ウイルス検

診、成人歯科健診
・〔実施期間〕 ７月１日～１１月３
０日
〔実施機関〕　委託医療機関

・ 集団検診（申し込み制）
〔内容・実施月〕胃がん検診 ７

月、１１月、
年１２回実施　受診者 1,153人

〔内容・実施月〕乳がん検診（視触
診、マンモグラフィ

－）５月、６月、年１０回実施」、
受診者 　911人

〔内容・実施月〕骨密度測定 ２
月、２回実施　受診者　198人

〔内容・実施月〕前立腺がん検診
１月、１回実施　受診者　190人

・健康相談

・訪問指導
　

　☆重点施策９　生活習慣病予防として健康状態及び生活習慣の改善を図るよう、国民健康保険加入者のうち４０歳か
ら７４歳の人、７５歳以上の高齢者及び生活保護受給者に対し、健康診断を実施する。【継続】

平成２０年度事業実績報告

【継続】

平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

118,805千円109,154千円

・がん検診（個別検診）
　肺がん・結核・胸部疾患検診、大腸が
ん検診、子宮頸がん検診、肝炎ウイルス
検診、成人歯科健診
　〔実施期間〕7月1日～11月30日
　〔実施機関〕委託医療機関
・集団がん検診（申し込み制）
　胃がん検診　7月、11月に11回実施
受診者数1，233人
　乳がん検診　6月から12月まで23回実
施（視触診、マンモグラフィ）　受診者
数2，333人
　前立腺検診　2月に1回実施　受診者数
196人
･その他
　骨密度測定　2月に2回実施　受診者数
157人
　健康相談
　訪問指導

・がん検診（個別検診）
　肺がん・結核・胸部疾患検診、大腸
がん検診、子宮頸がん検診、肝炎ウイ
ルス検診、成人歯科健診
〔実施期間〕6月1日～11月30日
〔実施機関〕委託医療機関
・集団がん検診（申し込み制）
　胃がん検診　6月、11月に11回実施
受診者数1,128人
　乳がん検診　6月から3月まで25回実
施（視触診、マンモグラフィ）　受診
者数2,402人
　前立腺検診　2月に1回実施　受診者
数168人
･その他
　骨密度測定　2月に2回実施　受診者
数137人
　健康相談　　相談延人数　1,013人
　訪問指導　　訪問延人数　47人

132,860千円

平成２２年度事業実績報告

111,267千円

・がん検診（個別検診）
　肺がん・結核・胸部疾患検診（12,839
人）、大腸がん検診（11,928人）、子宮
頸がん検診（3,971人）、肝炎ウイルス検
診（331人）、成人歯科健診（217人）
･集団がん検診
　胃がん検診　実施回数11回、受診者数
1,189人
　乳がん検診　実施回数26回、受診者数
2,732人
　前立腺検診　実施回数1回、受診者数
226人
　※大腸がん検診、子宮頸がん検診、乳
がん検診の受診者数は、がん検診推進事
業における受診者数を含む。
･がん検診推進事業（無料クーポン券）
　子宮頸がん（1,033人）、乳がん
（1,099人）、大腸がん（1,157人）
・その他
　骨密度測定　6月、2月に各1回実施　受
診者数326人
　健康相談　　相談延べ人数834人
　訪問指導　　訪問延べ人数175人

平成２４年度事業実績報告

115,126千円

○がん検診（個別検診）
　肺がん・結核・胸部疾患検診（13,415
人）
　大腸がん検診（11,753人）
　子宮頸がん検診（3,859人）
　胃がんＡＢＣ検診(2,354人)
　肝炎ウイルス検診（323人）
　成人歯科健診（155人）
＊大腸がん検診、子宮頸がん検診の受診
者数はがん検診推進事業における受診者
数を含む。
○集団がん検診
　胃がん検診　実施回数11回、受診者数
1,047人
　乳がん検診　実施回数27回、受診者数
2,071人
　前立腺検診　実施回数 2回、受診者数
241人
＊乳がん検診の受診者数はがん検診推進
事業における受診者数を含む。
○がん検診推進事業（無料クーポン券）
子宮頸がん（879人）、乳がん（700
人）、大腸がん（1,002人）
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(保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費 (保健センター) 事業費

(医療福祉課) 事業費 (医療福祉課) 事業費 (医療福祉課) 事業費 (医療福祉課) 事業費 (医療福祉課) 事業費

(健康保険課) 事業費 (健康保険課) 事業費 (健康保険課) 事業費 (健康保険課) 事業費 (健康保険課) 事業費

・国民健康保険加入者のうち４０歳か
ら７４歳の人を対象に実施（特定健康
診査）
【実施期間】７月１日～１１月３０日
【事業委託先】東入間医師会

平成２０年度事業実績報告

29,729千円

1,139千円

102,114千円

・生活保護受給者を対象に実施
〔実施期間〕　７月１日～１１月３０
日   申し込み制
〔実施機関〕　委託医療機関
 

・国民健康保険加入者のうち４０歳から
７４歳の人を対象に実施（特定健康診
査）。
【実施期間】７月１日～１１月３０日
【事業委託先】社団法人東入間医師会
　＊受診率４０％超

102,639千円

・後期高齢者医療被保険者を対象に実
施
　７⁄１～１１⁄３０　東入間医師会へ
委託
《受診対象者数》　7,303人
《受診者数》　3,268人
《受診率》　44.7％

・生活保護受給者を対象に実施
〔実施期間〕7月1日～11月30日　申し込
み制
〔実施機関〕委託医療機関

 

・生活保護受給者を対象に実施
〔実施期間〕6月1日～11月30日　申し
込み制
〔実施期間〕　委託医療機関
〔受診者数〕　104人

2,152千円

平成２３年度事業実績報告

1,271千円

【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】社団法人東入間医師会へ
事業委託
【受診者数】8,617人　【受診率】
44.4％

・後期高齢者医療被保険者を対象に実施
【実施期間】７月１日～１１月３０日
【実施方法】東入間医師会へ事業委託
【受診者数】 3,325人
【受診率】　　42.79％

・後期高齢者医療被保険者を対象に実
施
【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】東入間医師会へ事業委託
【受診対象者数】8,381人
【受診者数】 3,727人
【受診率】　　44.47％

93,677千円

32,317千円 33,847千円

1,065千円

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・生活保護受給者を対象に実施
〔実施期間〕6月1日～11月30日　申し込
み制
〔実施期間〕　委託医療機関
〔受診者数〕　115人

39,973千円

・後期高齢者医療被保険者を対象に実施
【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】東入間医師会へ事業委託
【受診対象者数】9,119人
【受診者数】 4,061人
【受診率】　　44.53％

105,481千円

【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】社団法人東入間医師会へ事
業委託
【受診者数】8,588人　【受診率】44.2％

【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】社団法人東入間医師会へ事
業委託
【受診者数】8,664人　【受診率】44.6％

・生活保護受給者を対象に実施
〔実施期間〕6月1日～11月30日　申し込
み制
〔実施期間〕　委託医療機関
〔受診者数〕　97人

42,674千円

・後期高齢者医療被保険者を対象に実施
【実施期間】６月１日～１１月３０日
【実施方法】東入間医師会へ事業委託
【受診対象者数】9,668人
【受診者数】 4,322人
【受診率】　　44.70％

102,930千円

平成２４年度事業実績報告

1,051千円
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【基本目標】 ６．生活福祉の向上

《主要課題》　　 １．次世代を育成するための環境づくり

（施策の方向）　 ①．子育て支援体制の充実

<施策・事業名> ７６．児童の虐待防止ネットワークの強化

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 40千円 (子育て支援課) 事業費 9千円 (子育て支援課) 事業費 13千円 (子育て支援課) 事業費 3,530千円 (子育て支援課) 事業費 1,472千円

(学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円

○子育て支援課と学校教育課の連携し
た要保護児童対策協議会開催
　児童相談所やケースワーカー、該当
学校の担当者や福祉課等の関係者が情
報提供や指導指針を出し合う。そして
統一した歩調で各機関が連携して本人
への最善のサポートに取り組んだ。
開催時期は必要に応じて行った。

○子育て支援課と学校教育課の連携し
た要保護児童対策協議会開催
　児童相談所やケースワーカー、該当
学校の担当者や福祉課等の関係者が情
報提供や指導指針を出し合う。そして
統一した歩調で各機関が連携して本人
への最善のサポートに取り組んだ。
開催時期は必要に応じて行った。

１.要保護児童対策地域協議会会議
　平成２２年　５月　代表者会議
　平成２２年　７月　実務者会議
　平成２２年　９月　実務者会議
　平成２２年１２月　実務者会議
　平成２３年　２月　実務者会議
　平成２３年　３月　臨時実務者会議
２.講演会「子どもの虐待予防防止・
私たちにできること」
　日　時　平成２２年１１月１０日
　講　師　十文字学園大学　栗原　直
樹教授
　参加者　６６人
３.啓蒙・啓発活動
　市報　ふじみ野１１月号に「児童虐
待を防ぐために」を掲載

○児童虐待防止ネットワークを廃止
し、ふじみ野市要保護児童対策地域協
議会を設立した。
　設立　平成20年8月6日 に市内外児
童福祉関係機関17団体の同意を得て、
設立総会開催
　要綱　ふじみ野市要保護児童対策地
域協議会設置要綱

　実務者会議
　　９月１４日
　　内容　研修会・啓蒙・啓発運動計
画
　　３月１７日
　　年度事業を報告
　
　研修会　「要保護児童協議会の活動
視点」
　　１１月１４日
　　講　師　児童虐待防止センター
山川玲子氏
　　参加者　87名

　啓蒙・啓発活動
　　市報ふじみの「児童虐待防止
児童虐待を発見したら相談窓口の案
内」を掲載

○子育て支援課と学校教育課の連携し
た要保護児童対策協議会開催
　児童相談所やケースワーカー、該当
学校の担当者や福祉課等の関係者が情
報提供や指導指針を出し合う。そして
統一した歩調で各機関が連携して本人
への最善のサポートに取り組んだ。
開催時期は必要に応じて行った。

○子育て支援課と学校教育課の連携し
た要保護児童対策協議会開催
　児童相談所やケースワーカー、該当
学校の担当者や福祉課等の関係者が情
報提供や指導指針を出し合う。そして
統一した歩調で各機関が連携して本人
への最善のサポートに取り組んだ。
開催時期は必要に応じて行った。

１.要保護児童対策地域協議会会議
　平成２１年　６月　代表者会議
　平成２１年　７月　実務者会議
　平成２１年　９月　実務者会議
　平成２１年１２月　実務者会議
　平成２２年　２月　実務者会議

２.講演会「幼児期の虐待予防」
　日　時　平成２１年１０月９日
　講　師　川越児童相談所職員　花籠
課長
　参加者　８８人（アンケート７２
件）
　
３.啓蒙・啓発活動
　市報　ふじみ野１１月号に「児童虐
待防止推進月間・
　要保護児童対策地域協議会の取り組
みと幼児向け児童
　虐待防止支援策」を掲載

○子育て支援課と学校教育課の連携し
た要保護児童対策協議会開催
　児童相談所やケースワーカー、該当
学校の担当者や福祉課等の関係者が情
報提供や指導指針を出し合う。そして
統一した歩調で各機関が連携して本人
への最善のサポートに取り組んだ。
開催時期は必要に応じて行った。

　要保護児童対策協議会による情報交換や具体策の展開により、児童虐待の防止と早期発見、対応について取り組む。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

１.要保護児童対策地域協議会会議
　平成２３年　５月　代表者・実務者
会議
　平成２３年　７月　実務者会議
　平成２３年　９月　実務者会議
　平成２３年１２月　実務者会議
　平成２４年　２月　実務者会議

２.講演会「地域での要保護児童の発
見と支援」
　日　時　平成２３年１１月１５日
　講　師　玉川大学客員　教授　河津
英彦
　参加者　115人
３.啓蒙・啓発活動
　市報　ふじみ野１１月号に「児童虐
待を防ぐために」を掲載

ふじみ野市要保護児童対策地域協議会
による情報交換や具体策の展開によ
り、児童虐待の防止と早期発見、対応
について取り組む。
審議回数　６回
審議件数　２７回（内訳　転出　１件
新規　２件　継続　２４件）
結果件数　２７件
・転出による終了　　１件
・審議終了　　　　　５件
・審議継続　　　　２１件
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<施策・事業名> ７７．さわやか相談室、教育相談室の充実

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 52,125千円 (学校教育課) 事業費 21,772千円 (学校教育課) 事業費 23,076千円 (学校教育課) 事業費 23,076千円 (学校教育課) 事業費 6,930千円

○ 教育相談活動
常任相談員４名　適応指導員１名の配
置
来室、電話、訪問の相談体制を組み相
談活動の充実を図った。
○ 相談員等研修会
相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のため事例検討会を実施しより高度
な教育相談技能を身に付け、一層的確
な相談活動を推進した。
○ 適応指導の充実
適応指導の活動を広げ、不登校児童生
徒の学校復帰を目指した個別、グルー
プ活動を充実させるために必要とする
消耗品を備えた。
○ さわやか相談員の配置（６名）
各中学校にさわやか相談員を１名配置
し、生徒の具体的な相談に応じるとと
もに、教職員と連携し解決を図った。

○ 教育相談活動
常任相談員４名　適応指導員１名の配
置
来室、電話、訪問の相談体制を組み相
談活動の充実を図った。
○ 相談員等研修会
相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のため事例検討会を実施しより高度
な教育相談技能を身に付け、一層的確
な相談活動を推進した。
○ 適応指導の充実
適応指導の活動を広げ、不登校児童生
徒の学校復帰を目指した個別、グルー
プ活動を充実させるために必要とする
消耗品を備えた。
○ さわやか相談員の配置（６名）
各中学校にさわやか相談員を１名配置
し、生徒の具体的な相談に応じるとと
もに、教職員と連携し解決を図った。

○ 教育相談活動
常任相談員４名　適応指導員２名の配
置
来室、電話、訪問の相談体制を組み相
談活動の充実を図った。
○ 相談員等研修会
相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のため事例検討会を実施し、より高
度な教育相談技能を身に付け、一層的
確な相談活動を推進した。
○ 適応指導の充実
適応指導の活動を広げ、不登校児童生
徒の学校復帰を目指した個別、グルー
プ活動を充実させるために必要とする
消耗品を備えた。
○ さわやか相談員の配置（６名）
各中学校にさわやか相談員を１名配置
し、生徒の具体的な相談に応じるとと
もに、教職員と連携し解決を図った。

○ 教育相談活動
常任相談員４名　適応指導員２名の配
置
来室、電話、訪問の相談体制を組み相
談活動の充実を図った。
○ 相談員等研修会
相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のためスーパーバイザーによる事例
検討会を実施し、より高度な教育相談
技能を身に付け、一層的確な相談活動
を推進した。
○ 適応指導の充実
適応指導の活動を広げ、不登校児童生
徒の学校復帰を目指した個別、グルー
プ活動を充実させるために必要とする
消耗品を備えた。
○ さわやか相談員の配置（６名）
各中学校にさわやか相談員を１名配置
し、生徒の具体的な相談に応じるとと
もに、教職員と連携し解決を図った。

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

○ 教育相談活動
常任相談員４名　適応指導員２名の配
置
来室、電話、訪問の相談体制を組み相
談活動の充実を図った。

○ 相談員等研修会
相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のためスーパーバイザーによる事例
検討会を実施し、より高度な教育相談
技能を身に付け、一層的確な相談活動
を推進した。

○ 適応指導の充実
適応指導の活動を広げ、不登校児童生
徒の学校復帰を目指した個別、グルー
プ活動を充実させるために必要とする
消耗品を備えた。

○ さわやか相談員の配置（６名）
各中学校にさわやか相談員を１名配置
し、生徒の具体的な相談に応じるとと
もに、教職員と連携し解決を図った。

平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告

　上福岡相談室、大井相談室を機能させ、児童生徒、保護者からの悩み事の相談や解消に向けての相談活動を行う。各中学校のさわやか相談
員による学区の小学校への訪問、相談活動を通して児童生徒の具体的な悩みや相談に対応し、学校と連携を図る。【継続】
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<施策・事業名> ７８．地域子育て支援センター事業の充実

◇事業内容◇　

(保育課) 事業費 509,415千円 (保育課) 事業費 477,922千円 (保育課) 事業費 18,657千円 (保育課) 事業費 16,264千円 (子育て支援課) 事業費 12,786千円

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
参加しやすいように年齢別や関連子育
て世帯単位で事業を実施（3施設：上
野台・霞ヶ丘・風の里支援センター）
　
○子育て等に関する相談、援助の実施
・交流スペースでの相談対応 （随
時）
・地域の子育て関連情報の提供
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰや子育てﾈｯﾄﾜｰｸの情報
等、地域の保育資源の情報をﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
等で提供（随時）
・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
救急法・食・子育て・絵本等の講座及
び講演会の実施

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
参加しやすいように年齢別や関連子育
て世帯単位で事業を実施（3施設：上
野台・霞ヶ丘・風の里支援センター）
　
○子育て等に関する相談、援助の実施
・面接相談　年間相談数（498人／3施
設）
・電話相談　年間相談数（160人／3施
設）
・交流スペースでの相談対応 （随
時）
・地域の子育て関連情報の提供
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰや子育てﾈｯﾄﾜｰｸの情報
等、地域の保育資源の情報をﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
等で提供（随時）
・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
救急法・食・子育て・絵本等の講座及
び講演会の実施
年間実施数（62回／3施設）
延べ参加人数（1,794人／3施設）

　地域の子育て中の家庭が、育児不安について気軽に相談ができるように親子の居場所提供、子育てサークルの育成、支援、子育てに関する
情報の提供、学習の機会を提供し、地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、地域子育て支援センター相談事業等を充実する。
【継続】

平成２１年度事業実績報告

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
参加しやすいように年齢別や関連子育
て世帯単位で事業を実施（3施設：上
野台・霞ヶ丘・風の里支援センター）
　
○子育て等に関する相談、援助の実施
・面接相談　年間相談数（556人／3施
設）
・電話相談 年間相談数（96人／3施
設）
・交流スペースでの相談対応 （随
時）
・地域の子育て関連情報の提供
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰや子育てﾈｯﾄﾜｰｸの情報
等、地域の保育資源の情報をﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
等で提供（随時）
・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
救急法・食・子育て・絵本等の講座及
び講演会の実施
年間実施数（55回／3施設）
延べ参加人数（1,466人／3施設）

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
参加しやすいように年齢別や関連子育
て世帯単位で事業を実施（3施設：上
野台・霞ヶ丘・風の里支援センター）
○子育てサークル育成・支援交流会の
実施　核家族化の進行による子育ての
孤立を防ぐために仲間づくりを推進
○子育て等に関する相談、援助の実施
・面接相談・電話相談・交流スペース
での相談対応　（随時）
○地域の子育て関連情報の提供
子育て支援施設等、地域の子育て支援
資源の情報をﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等で提供（随
時）
○子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
・救急法・食・子育て・絵本等の講座
及び講演会の実施　　年間延べ利用者
数（9,726人/3施設）

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
参加しやすいように年齢別や関連子育
て世帯単位で事業を実施（3施設：上
野台・霞ヶ丘・風の里支援センター）
　
○子育て等に関する相談、援助の実施
・交流スペースでの相談対応 （随
時）
・地域の子育て関連情報の提供
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰや子育てﾈｯﾄﾜｰｸの情報
等、地域の保育資源の情報をﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
等で提供（随時）
・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
救急法・食・子育て・絵本等の講座及
び講演会の実施
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<施策・事業名> ７９．子育て支援のネットワーク化の構築

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 1,722千円 (子育て支援課) 事業費 2,017千円 (子育て支援課) 事業費 3,017千円

　ふじみ野市子育て支援ネットワーク
による関係機関の情報交換・情報の集
約・提供

○あそびとまなびのカレンダーの作成
○出前子育て相談の実施（年３回）
○子育てサービスガイドブックの作成
○その他日常的な情報交換

○ふじみ野市子育て支援ネットワーク
会議の開催
　子育てに関わる関係団体及び関係機
関が情報の共有化を図り、子育ての支
援サービスや支援施策推進について意
見交換をした。

　○実施期間　　９月２６日(金)
  ○参加団体・機関人数　  18人

　ふじみ野市子育て支援ネットワーク
による関係機関の情報交換・情報の集
約・提供

○「あそびとまなびのカレンダー」の
作成
○出前子育て相談の実施（年３回）
○その他日常的な情報交換

平成２４年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

　☆重点施策１１　次世代育成支援行動計画に基づき、関係機関とネットワーク化を図る。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

　ふじみ野市子育て支援ネットワーク
による関係機関の情報交換・情報の集
約・提供

○あそびとまなびのカレンダーの作成
○出前子育て相談の実施（年３回）
○子育てサービスガイドブックの作成
○その他日常的な情報交換
○子育て情報メール配信
　（４月から開始　１１１件配信）
○サロン型子育てサロンを鶴ヶ岡と東
台の２ヶ所に開設
○子育て関係パンフレット「子育て、
深呼吸」の配布

　ふじみ野市子育て支援ネットワーク
による関係機関の情報交換・情報の集
約・提供

○あそびとまなびのカレンダーの作成
○出前子育て相談の実施（年３回）
○子育てサービスガイドブックの作成
○その他日常的な情報交換
○子育て情報メール配信
　（６月から開始　84件配信）
○サロン型子育てサロンを鶴ヶ岡と東
台の２ヶ所に開設
○子育て関係パンフレット「子育て、
深呼吸」の配布
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<施策・事業名> ８０．子育てサークル活動の充実

◇事業内容◇　

(大井中央公民館) 事業費 104千円 (大井中央公民館) 事業費 36千円 (大井中央公民館) 事業費 42千円 (大井中央公民館) 事業費 60千円 (大井中央公民館) 事業費 60千円

(上福岡西公民館) 事業費 185千円 (上福岡西公民館) 事業費 236千円 (上福岡西公民館) 事業費 189千円 (上福岡西公民館) 事業費 109千円 (上福岡西公民館) 事業費 109千円

○子育てサークル「げんきっず」［対
象］2歳～4歳
［期間］6月～3月（全23回）
［内容］季節の行事、親子遊びなど
［参加人数］460組（延べ）
［会場］大井中央公民館

子育てサークル懇談会　５月２８日
（金）
七夕ちびっこまつり　７月６日

（火）
いもほり・いも煮会　１１月５日

（金）
キラキラパーティ　１２月１４日

（火）
　　女声ファミリーコンサートとパネ
ルシアター
子育てセミナー　３月９日（水）

　　骨盤体操と講義・座談会
・その他
　　子育てサロン（毎月第３木曜日－
８月を除く－）等

平成２０年度事業実績報告

○子育てサークル「げんきっず」［対
象］2歳～4歳
［期間］6月～3月（全24回）
［内容］季節の行事、親子遊びなど
［参加人数］480組（延べ）
［会場］大井中央公民館

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

○ 子育てサークル「げんきっず」
《対象2歳～4歳》
【期間】５月～翌年３月　（全27回）
【内容】季節の行事・親子遊びなど
【参加人数】540組（延べ）
【会場】大井中央公民館
○ 子育てサークル「こあら」《対象1
歳～2歳》
６月～翌年３月　季節の行事・親子遊
びなど
【期間】５月～翌年３月　（全１７
回）
【内容】季節の行事・親子遊びなど
【参加人数】340組（延べ）
【会場】大井中央公民館

○サークル間、ひとりひとりのお母さ
んのネットワークづくりをテーマに、
次の事業を行った。
　サークル懇談会（5月29日）
　七夕ちびっこまつり（7月4日）
　サークル交流運動会（9月26日）
　いもほり・いも煮会（10月31日）
　キラキラパーテイ（人形劇とテイー
パーテイ）（12月18日）
　子育てネットワークセミナー
　　　「心に大丈夫の種をまこう」
（2月21日）
　　　「子育てしゃべり場」（2月28
日）
　春の遠足会「国立女性教育会館」
（3月27日）
　子育てサロン（8月を除く毎月第３
木曜日）

子育てサークル懇談会　６月５日
（金）
七夕ちびっこまつり　７月７日

（火）
いもほり・いも煮会　１０月３０日

（金）
キラキラパーティ　１２月１５日

（火）
　　ファミリーコンサートとティー
パーティ
子育てネットワークセミナー　２月

２８日（日）
　　ワークショップ「絵本作家のぶみ
先生とあそぼう」
・その他
　　子育てサロン（毎月第３木曜日－
８月を除く－）等

平成２３年度事業実績報告

○子育てサークル「げんきっず」［対
象］2歳～4歳
［期間］6月～3月（全22回）
［内容］季節の行事、親子遊、井戸端
会議
［参加人数］440組（延べ）
［会場］大井中央公民館

子育てサークル懇談会
　　　　　　　　５月１日（金）
七夕ちびっこまつり

　　　　　　７月６日（火）
いもほり・いも煮会

　　　　　　１１月２日（水）
キラキラパーティ

　　　　１２月１３日（火）
子育てネットワークセミナー

　　　　１月１９日（木）、２月１６
日（木）、３月１５日（木）
　　（「～こころが軽くなる！子育て
中のママのための～リフレッシュセミ
ナ」ーを３回実施）

○子育てサークル「げんきっず」［対
象］2歳～4歳
［期間］6月～3月（全18回）
［内容］季節の行事、親子遊、井戸端
会議
［参加人数］145組（延べ）
［会場］大井中央公民館

平成２４年度事業実績報告

　子育て中の親が孤独化せず、情報交換や仲間づくりができるよう事業を実施する。【継続】

子育てサークル懇談会

　　　　　　　　５月３0日（金）

七夕ちびっこまつり

　　　　　　７月3日（火）

青空サロン（雨天のために西公民館
内で風船で遊ぼう手遊びアンパンマン
体操実施）
　　　　　　１０月１８日（水）

キラキラパーティ
　　　　１２月１０日（火）

にこネットセミナー「アロマとハー

ブの体験」1月１７日（木）
・「ヨガで心も体もリフレッシュ」２
月２１日（木）
・「みんなにラブソングを/ゴスペル
コンサート」３月１４日（木）
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<施策・事業名> ８１．つどいの広場事業の充実

◇事業内容◇　

(保育課) 事業費 24,000千円 (保育課) 事業費 24,000千円 (保育課) 事業費 25,320千円 (保育課) 事業費 25,320千円 (子育て支援課) 事業費 25,500千円

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

・子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃんマッサージ　月１回
ペープサート　月１回　など

・子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～午
後４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午
後１時～午後４時

・地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネッ
トワークの情報等、地域の保育資源の
情報をパンフレット等で提供

・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実
施

◆年間延べ利用者数27,258

・子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃんマッサージ　月１回
ペープサート　月１回　など

・子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～午
後４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午
後１時～午後４時

・地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネッ
トワークの情報等、地域の保育資源の
情報をパンフレット等で提供

・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実
施

◆年間延べ利用者数27,397人

・子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃんマッサージ　月１回
ペープサート　月１回　など

・子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～午
後４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午
後１時～午後４時

・地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネッ
トワークの情報等、地域の保育資源の
情報をパンフレット等で提供

・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実
施

◆年間延べ利用者数22,342
◆年間延べ相談件数　面接145件、電
話1件

　子育て親子に交流の場や情報を提供するつどいの広場事業を充実させ、地域全体で子育て支援を拡充する。【継続】

平成２３年度事業実績報告

・子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃん体操　月１回
わらべうたあそび　月１回
父母のヨガ　月１回など

・子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～午
後４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午
後１時～午後４時

・地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネッ
トワークの情報等、地域の保育資源の
情報をパンフレット等で提供

・子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実
施

◆年間延べ利用者数27,397人

平成２４年度事業実績報告

○子育て親子の交流の場の提供と交流
の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃんマッサージ　月１回
ペープサート　月１回　など

○子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～午
後４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午
後１時～午後４時

○地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネッ
トワークの情報等、地域の保育資源の
情報をパンフレット等で提供

○子育て及び子育て支援に関する講習
等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実
施

◆年間延べ利用者数21,531人
◆年間延べ相談件数　面接37件、電話
164件
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<施策・事業名> ８２．子育て家庭におけるニーズの把握

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 2,394千円 (子育て支援課) 事業費 0千円

<施策・事業名> ８３．放課後児童クラブの充実

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 120,157千円 (子育て支援課) 事業費 122,469千円 (子育て支援課) 事業費 299,286千円 (子育て支援課) 事業費 274,983千円 (子育て支援課) 事業費 237,733千円

○昼間保護者のいない家庭の、主に小
学校低学年児童に対し、生活の場と遊
び場を与え、放課後児童等の健全育成
の向上を図った。
　開館日数　293日
　児童館　６箇所　592人
　学童保育室　７箇所　345人

○昼間保護者のいない家庭の、主に小
学校低学年児童に対し、生活の場と遊
び場を与え、放課後児童等の健全育成
の向上を図った。
開館日数　　　　　　　２９３日
児童館　　　　６箇所　６５７人
学童保育室　　７箇所　２８９人

昼間保護者のいない家庭の、主に小学
校低学年児童に対し生活の場と遊び場
を与え、放課後児童の健全育成の向上
を図る。なお、２３年度より運営は指
定管理者に委託。
放課後児童クラブ数　　１７クラブ
年間開設日数　２９６日
平均登録児童数　　６７９人

昼間保護者のいない家庭の、主に小学
校低学年児童に対し生活の場と遊び場
を与え、放課後児童の健全育成の向上
を図った。
開館日数　　　　　　　２９４日
児童館　　　　７箇所　２７８人
学童保育室　　７箇所　３０９人

・事業終了・子育て家庭のニーズを把握し、次世
代育成支援後期行動計画策定の資料と
するため実施した。

○調査地域　　ふじみ野市全域
○調査対象
就学前児童の保護者　２，０７１世帯
小学校児童の保護者　１，９２９世帯
合計　４，０００世帯
○抽出方法　　無作為抽出
○調査期間　　平成２１年１月中旬～
２月６日
○回収率　５４．９％

　保護者が就労等で日中留守にすることが常態である児童を放課後保育する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告

　子育ての家庭のニーズを把握し、今後の施策・事業に結びつけるための調査に努める。【廃止】

平成２０年度事業実績報告

昼間保護者のいない家庭の、小学校1
年から4年生の児童を対象に生活と遊
びの場を与え、放課後児童の健全育成
を図る。また、２３年度から指定管理
者に運営を委託しているが、市と相互
協力の上、円滑な運営が図れるように
向上された。
放課後児童クラブ数　　１７クラブ
年間開設日数　２９５日
平均登録児童数　　７２３人
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<施策・事業名> ８３-1．次世代育成支援後期行動計画の策定

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 2,835千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 (子育て支援課) 事業費

（施策の方向）　 ②．青少年健全育成事業の充実

<施策・事業名> ８４．児童、青少年の健全育成事業の充実

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 282千円 (学校教育課) 事業費 38千円 (学校教育課) 事業費 38千円 (学校教育課) 事業費 38千円 (学校教育課) 事業費 0千円

○ 学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非
行・問題行動等に関する予防や解決に
向けて情報交換を行い、関係諸機関と
の連携を図った。

○ 学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非
行・問題行動等に関する予防や解決に
向けて情報交換を行い、関係諸機関と
の連携を図った。

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○ 学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非
行・問題行動等に関する予防や解決に
向けて情報交換を行い、関係諸機関と
の連携を図った。

市の総合的な子育て支援計画である
「ふじみ野市次世代育成支援後期行動
計画」（平成22年度～26年度）を策定
した。
○次世代育成支援対策地域協議会4回
開催
○次世代育成支援対策庁内推進会4回
開催
○本編・概要版を配布
　・全世帯（概要版のみ）
　・地域協議会委員
　・庁内推進会議委員
　・市議会議員
　・埼玉県少子政策課
　・各課

　学校警察連絡協議会で児童生徒の非行、問題行動等に対する予防や解決に向けて情報交換を行い、関係諸機関との連携を図る。【継続】

市の総合的な子育て支援計画である
「ふじみ野市次世代育成支援後期行動
計画」（平成22年度～26年度）を策定
済のため今年度の計画はなし。

○ 学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非
行・問題行動等に関する予防や解決に
向けて情報交換を行い、関係諸機関と
の連携を図った。

市の総合的な子育て支援計画である
「ふじみ野市次世代育成支援後期行動
計画」（平成22年度～26年度）を策定
済のため今年度の計画はなし。

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○ 学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非
行・問題行動等に関する予防や解決に
向けて情報交換を行い、関係諸機関と
の連携を図った。

　

　子育て支援全般について計画的に推進するため、理念・基本方針・目標業務量を設定する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

子育て支援全般について計画的に推進
するため、進捗状況を取りまとめ報告
した。

72



73 

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 0千円 (学校教育課) 事業費 133千円

◇事業内容◇　

(生涯学習課) 事業費 2,176千円 (生涯学習課) 事業費 1,973千円 (生涯学習課) 事業費 1,708千円 (生涯学習課) 事業費 1,710千円 (生涯学習課) 事業費 1,695千円

○中学校社会体験チャレンジ事業
　生徒への職業観・勤労観、社会性、
人間関係形成能力等の育成を目的に、
市内６中学校において３日間の職場体
験を実施した。

○中学校社会体験チャレンジ事業
　生徒への職業観・勤労観、社会性、
人間関係形成能力等の育成を目的に、
市内６中学校において３日間の職場体
験を実施した。

○中学校社会体験チャレンジ事業
　生徒への職業観・勤労観、社会性、
人間関係形成能力等の育成を目的に、
市内６中学校において３日間の職場体
験を実施した。

　総合的な学習の時間や職場体験活動を行い地域とのふれあいを通して進路について学習する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○青少年対策事業として少年の主張や
仲間づくり事業等を実施した。

・少年の主張ｉｎふじみ野
【実施日】２月６日（土）
【 会場 】大井中央公民館
【 内容 】日常生活を通じ、日頃考え
ていることを市民に紹介し青少年に対
する理解と認識を深めた。

・青少年仲間づくり事業
【実施日】仲間づくりキャンプ8月25
日～26日、仲間づくりレク2月27日～
28日、その他年中行事
【 内容 】野外活動及び宿泊を伴う規
律ある楽しい集団生活をとおして、青
少年の健全な育成を図った。

・子ども会健全育成事業
【実施日】年中事業
【 内容 】子ども会を振興し、児童の
健全な心身を養成した。

平成２４年度事業実績報告

平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○中学校社会体験チャレンジ事業
　生徒への職業観・勤労観、社会性、
人間関係形成能力等の育成を目的に、
市内６中学校において３日間の職場体
験を実施した。

○中学校社会体験チャレンジ事業
　生徒への職業観・勤労観、社会性、
人間関係形成能力等の育成を目的に、
市内６中学校において３日間の職場体
験を実施した。

平成２０年度事業実績報告

　青少年対策事業として少年の主張や仲間づくり事業等を実施する。【継続】

○青少年対策事業として少年の主張や
仲間づくり事業等を実施した。

・少年の主張ｉｎふじみ野
【実施日】平成２５年２月２日
【 会場 】勤労福祉センター
【 内容 】日常生活を通じ、日頃考え
ていることを市民に紹介し、青少年に
対する理解と認識を深める。
・青少年仲間づくり事業（青少年健全
育成活動事業）
【実施日】年中事業
【 内容 】環境美化活動や市主催事業
への参加協力並びに、宿泊を伴う野外
活動として「夏の遊友隊」(８月２５
日～２７日・「春の遊友隊」(３月２
日～３日）を実施し、規律ある楽しい
集団生活をとおして、青少年の健全な
育成を図る。
・子ども会健全育成事業
【実施日】年中事業
【 内容 】子ども会を振興し、児童の
健全な心身を養成する。ふじみ野っ子
まつりの開催等。

○青少年対策事業として少年の主張や
仲間づくり事業等を実施した。

・少年の主張ｉｎふじみ野
【実施日】平成２４年２月４日
【 会場 】大井中央公民館
【 内容 】日常生活を通じ、日頃考え
ていることを市民に紹介し、青少年に
対する理解と認識を深める。
・青少年仲間づくり事業（青少年健全
育成活動事業）
【実施日】年中事業
【 内容 】環境美化活動や市主催事業
への参加協力並びに、宿泊を伴う野外
活動として「夏の遊友隊」(８月２６
日～２８日を実施し、規律ある楽しい
集団生活をとおして、青少年の健全な
育成を図る。
・子ども会健全育成事業
【実施日】年中事業
【 内容 】子ども会を振興し、児童の
健全な心身を養成する。

○青少年対策事業として少年の主張や
仲間づくり事業等を実施した。

・少年の主張ｉｎふじみ野
　【実施日】２月７日（土）
　【会場】勤労福祉センター
　【内容】日常生活を通じ、日頃考え
ていることを市民に紹介し青少年に対
する理解と認識を深める。

・青少年仲間づくり事業
　【実施日】年中事業
　【内容】野外活動及び宿泊を伴う規
律ある楽しい集団生活をとおして、青
少年の健全な育成を図る。

・子ども会健全育成事業
　【実施日】年中事業
　【内容】子ども会を振興し、児童の
健全な心身を養成する。

平成２２年度事業実績報告

○青少年対策事業として少年の主張や
仲間づくり事業等を実施した。

・少年の主張ｉｎふじみ野
【実施日】平成２３年２月５日
【 会場 】勤労福祉センター
【 内容 】日常生活を通じ、日頃考え
ていることを市民に紹介し青少年に対
する理解と認識を深める。
・青少年仲間づくり事業（青少年健全
育成活動事業）
【実施日】年中事業
【 内容 】環境美化活動や市行事・事
業への自主的な参加活動並びに、宿泊
を伴う野外活動として、遊友隊(夏の
キャンプ）８月２２日～２３日、（春
のキャンプ）２月１９日～２０日実施
をとおし規律ある楽しい集団生活を体
験し、青少年の健全な育成を図る。
・子ども会健全育成事業
【実施日】年中事業
【 内容 】子ども会を振興し、児童の
健全な心身を養成する。
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<施策・事業名> ８５．児童センターの充実

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 10,212千円 (子育て支援課) 事業費 11,114千円 (子育て支援課) 事業費 10,144千円 (子育て支援課) 事業費 11,582千円 (子育て支援課) 事業費 12,409千円

（施策の方向）　 ③．子育て家庭への経済的支援

<施策・事業名> ８６．乳幼児及び小・中学生を対象にした医療費助成制度

◇事業内容◇　

(医療福祉課) 事業費 207,241千円 (医療福祉課) 事業費 190,932千円 (医療福祉課) 事業費 204,843千円 (医療福祉課) 事業費 238,860千円 (医療福祉課) 事業費 363,079千円

子育て支援事業として、「ママの輪」
「ポンポンお話会」を毎月（8月除
く）継続して行ったほか、中高生の居
場所作りとして夜間開館の実施、幼児
対象のミニ運動会、おいもを掘ってみ
る会、出前講座、小学生対象のバン
パー大会、万華鏡つくり、折り紙、焼
き物教室を開催した。

○「ママの輪」「ポンポンお話会」を
継続して行い、中高生の居場所作りと
して夜間開館を実施、他に、幼児対象
のミニ運動会、小学生対象の卓球、バ
ンパー大会、折り紙、焼き物教室を開
催した。

　入院・通院ともに小学校就学前の乳幼児を対象にし、医療保険による診療費を全額公費（市費）で負担する。また、小学生及び中学生を対
象に、医療保険による入院医療費を全額公費（市費）で負担する。なお、平成２３年９月１日診療分から小･中学生の通院分についても、診療
費の自己負担分を全額公費（市費）で負担する。【継続（一部新規）】

○乳幼児医療費及び小・中学生入院医
療費の支給申請・支払い（通年）

《対象者数》       ６,６８９人
《件　　数》   １３２,３４５件

○乳幼児医療費及び小・中学生入院医
療費の支給申請・支払い（通年）
《対象者数》
乳幼児　６，２７２人
こども　７，６９４人
《件　　数》
乳幼児　１２７,２８２件
こども　 ２０，３８３件

○乳幼児医療費支給の申請・支払い
　通年

《対象者数》　　　６,５５４人
《件　数》　　１２５,７５４件

○乳幼児医療費及び小・中学生入院医
療費の支給申請・支払い（通年）

《対象者数》       ６,６９０人
《件　　数》   １２２,５８９件

○乳幼児医療費及びこども医療費
（小・中学生）の支給申請・支払い
（通年）
《対象者数》
乳幼児　６，３９３人
こども　８，３０４人
《件　　数》
乳幼児　１２８，６５２件
こども　  ８５，７１６件

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○母子リズム体操やヤングママが気軽
に集うお話し会、中高生の居場所作り
として夜間開館を実施、フクトピアっ
子まつり、県民の日特別事業で幼児対
象のミニ親子運動会等実施した。
年間利用者数　30,550人

平成２１年度事業実績報告

　０～１８歳未満の児童に健全な遊びを通じ、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的に各種事業を実施する。【継続】

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

子育て支援事業として、「ママの輪」
「ポンポンお話会」を毎月（夏休み期
間を除く）行ったほか、フクトピアっ
子まつり、中高生の居場所作りとして
夜間開館の実施した。また、幼児対象
のミニ運動会、おいもを掘ってみる
会、小学生対象の折り紙教室、陶芸教
室を開催した。
【年間利用者数】　　29,660人

平成２０年度事業実績報告

　子育て支援事業として、「ママの
輪」、「ぽんぽお話会」を毎月（８月
を除く）実施したほか、幼児対象にミ
ニ運動会を実施した。小学生対象事業
として、創作クラブや陶芸教室を実施
したほか、中高生の居場所づくり事業
として、夏休み期間中全１０回夜間開
放を行った。
　【年間利用者数】　　29,447人
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<施策・事業名> ８７．私立幼稚園就園奨励費補助金交付

◇事業内容◇　

(教育委員会総務課) 事業費 100,330千円 (教育委員会総務課) 事業費 113,643千円 (教育委員会総務課) 事業費 130,119千円 (教育委員会総務課) 事業費 125,056千円 (教育委員会総務課) 事業費 121,194千円

・私立幼稚園就園奨励費補助金交付
【補助金交付にかかわる減免調書申
請】依頼
　５月２５日

【補助金交付決定】
　１２月５日

【補助金交付】
　１２月１０日

○私立幼稚園就園奨励費補助金交付
【補助金交付にかかわる減免調書申
請】依頼
５月２６日

【補助金交付決定】
１２月１日

【補助金交付】
１２月８日

・私立幼稚園就園奨励費補助金交付
【補助金交付にかかわる減免調書申
請】依頼
　５月２８日

【補助金交付決定】
　１２月１７日

【補助金交付】
　１２月２１日

・私立幼稚園就園奨励費補助金交付
【補助金交付にかかわる減免調書申
請】依頼
　５月２７日

【補助金交付決定】
　１１月２６日

【補助金交付】
　１２月２日

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・私立幼稚園就園奨励費補助金交付
【補助金交付にかかわる減免調書申
請】依頼
　５月２３日

【補助金交付決定】
　１２月６日

【補助金交付】
　１２月９日

　国が実施する幼稚園就園奨励費補助金交付要綱による入園料及び保育料の減免措置を実施している私立幼稚園の設置者に対し、補助金を交
付する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> ８８．認可外保育施設奨励費補助金交付

◇事業内容◇　

（保育課) 事業費 5,819千円 （保育課) 事業費 5,965千円 （保育課) 事業費 6,574千円 （保育課) 事業費 6,428千円 (子育て支援課) 事業費 4,564千円

<施策・事業名> ８９．経済的支援事業への協力

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 2,604千円 (子育て支援課) 事業費 31千円

平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

・パパ・ママ応援ショップ事業

○パパ・ママ応援ショップの概要を市
ホームページにて周知。（通年）

○市内の店舗、施設、企業等に対し、
応援ショップ事業への協賛募集。（通
年）

○優待カードの配布。（通年）

※事業実施期間平成２２年３月まで

平成２０年度事業実績報告

・認可外保育施設就園奨励費補助金交
付
【申請受付】通年

○実績
・３歳児：申請者数50人　交付決定者
数50人
・４歳児：申請者数59人　交付決定者
数59人
・５歳児：申請者数54人　交付決定者
数54人

　中学３年生までの子どもまたは妊娠中の人がいる家庭に優待カードを配布し、協賛店舗で提示し割引などのサービスを提供する（埼玉県事
業への協力）。【継続】

　認可外保育施設に通園する市内在住の３～５歳までの児童にかかわる入園料及び保育料を世帯の所得に応じて減額する。【継続】

平成２０年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

パパ・ママ応援ショップ事業

○市ホームページにて事業概要を周知
（通年）
○市報にて事業の周知
  ・１０月号・３月号
○市内の店舗、施設、企業などに対し
事業への協賛募集
　（通年）
○優待カードの配布（通年）
　

パパ・ママ応援ショップ事業

○市ホームページにて事業概要を周知
（通年）
○市報にて事業の周知
○市内の店舗、施設、企業などに対し
事業への協賛募集
　（通年）
○優待カードの配布（通年）

○３人乗り電動自転車レンタル事業
子育て世代の負担軽減と幼児の安全確
保を目的に３人乗り自転車のレンタル
を開始（２０台貸出）

パパ・ママ応援ショップ事業

○市ホームページにて事業概要を周知
（通年）
○市報にて事業の周知
　・１０月号・３月号
○市内の店舗、施設、企業などに対し
事業への協賛募集
　（通年）
○優待カードの配布（通年）
　（平成２２年３月優待カード有効期
限切れのための新カード配布）

・認可外保育施設就園奨励費補助金交
付
【申請受付】通年

○実績
・３歳児：
　　申請者数36人　交付決定者数36人
・４歳児：
　　申請者数48人　交付決定者数48人
・５歳児：
　　申請者数56人　交付決定者数56人

・認可外保育施設就園奨励費補助金交
付
【申請受付】通年

○実績
・３歳児：申請者数42人　交付決定者
数42人
・４歳児：申請者数58人　交付決定者
数58人
・５歳児：申請者数55人　交付決定者
数55人

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

・認可外保育施設就園奨励費補助金交
付
【申請受付】通年

○実績
・３歳児：申請者数51人　交付決定者
数51人
・４歳児：申請者数56人　交付決定者
数56人
・５歳児：申請者数56人　交付決定者
数56人

平成２１年度事業実績報告

認可外保育施設就園奨励費補助金交付
【申請受付】通年

○実績
・３歳児：

交付決定者数21人（1,213,900
円）
・４歳児：

交付決定者数31人（1,623,200
円）
・５歳児：

　交付決定者数40人（1,726,600
円）

合計 92 人 （ 4,563,700
円）

パパ・ママ応援ショップ事業

○市ホームページにて事業概要を周知
（通年）
○市報にて事業の周知
○市内の店舗、施設、企業などに対し
事業への協賛募集
　（通年）
○優待カードの配布（通年）

○３人乗り電動自転車レンタル事業
子育て世代の負担軽減と幼児の安全確
保を目的に３人乗り自転車のレンタル
を開始（２０台貸出）
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（施策の方向）　 ④．障がい児のいる家庭の福祉充実

<施策・事業名> ９０．個別就学相談や体験入学会等の実施

◇事業内容◇　

(学校教育課) 事業費 445千円 (学校教育課) 事業費 445千円 (学校教育課) 事業費 470千円 (学校教育課) 事業費 470千円 (学校教育課) 事業費 300千円

○ 特別支援学級の見学、体験入級の
実施
保護者の要求、要望に基づいて随時
市内特別支援学級併設の小・中学校

○ 就学支援委員会の開催ふじみ野市
立小・中学校に就学予定の者及び就学
している児童生徒のうち、障がいがあ
るため教育上特別な措置又は支援を必
要とする者に対して教育的診断を行
い、教育措置及び教育的支援の適正化
を期する目的で実施
５月～３月　年８回
小児科医や臨床心理士等の専門的な立
場より、個別検査や就学に係る相談・
助言活動
構成（医師、学識経験者、学校教育関
係者、福祉関係者）

　学校教育課が窓口となり、障がいのある児童生徒の保護者と就学に係る相談を受け付ける。
・特別支援学級の見学や体験入学等、保護者の要望に基づき実施する。
・就学支援委員会では、小児科医や臨床心理士等、専門的な立場より必要に応じて個別検査や就学に係る相談、助言等行う。【継続】

平成２４年度事業実績報告

○ 特別支援学級の見学、体験入級の
実施
保護者の要求、要望に基づいて随時
市内特別支援学級併設の小・中学校

○ 就学支援委員会の開催ふじみ野市
立小・中学校に就学予定の者及び就学
している児童生徒のうち、障がいがあ
るため教育上特別な措置又は支援を必
要とする者に対して教育的診断を行
い、教育措置及び教育的支援の適正化
を期する目的で実施
５月～３月　年８回
小児科医や臨床心理士等の専門的な立
場より、個別検査や就学に係る相談・
助言活動
構成（医師、学識経験者、学校教育関
係者、福祉関係者）

○ 特別支援学級の見学、体験入級の
実施
保護者の要求、要望に基づいて随時
市内特別支援学級併設の小・中学校
　　　大井小学校　福岡小学校
　　　上野台小学校　鶴ヶ丘小学校
　　　東原小学校　西原小学校
　　　大井中学校　福岡中学校
　　　大井西中学校

○ 就学支援委員会の開催ふじみ野市
立小・中学校に就学予定の者及び就学
している児童生徒のうち、障がいがあ
るため教育上特別な措置又は支援を必
要とする者に対して教育的診断を行
い、教育措置及び教育的支援の適正化
を期する目的で実施
６月～３月　年6回
小児科医や臨床心理士等の専門的な立
場より、個別検査や就学に係る相談・
助言活動
構成（医師、学識経験者、学校教育関
係者、福祉関係者）

○ 特別支援学級の見学、体験入級の
実施
保護者の要求、要望に基づいて随時
市内特別支援学級併設の小・中学校

○ 就学支援委員会の開催ふじみ野市
立小・中学校に就学予定の者及び就学
している児童生徒のうち、障がいがあ
るため教育上特別な措置又は支援を必
要とする者に対して教育的診断を行
い、教育措置及び教育的支援の適正化
を期する目的で実施
５月～３月　年８回
小児科医や臨床心理士等の専門的な立
場より、個別検査や就学に係る相談・
助言活動
構成（医師、学識経験者、学校教育関
係者、福祉関係者）

○特別支援教育研修会の実施
文京学院大学の協力を得て、年３回実
施。

○ 特別支援学級の見学、体験入級の
実施
保護者の要求、要望に基づいて随時
市内特別支援学級併設の小・中学校

○ 就学支援委員会の開催ふじみ野市
立小・中学校に就学予定の者及び就学
している児童生徒のうち、障がいがあ
るため教育上特別な措置又は支援を必
要とする者に対して教育的診断を行
い、教育措置及び教育的支援の適正化
を期する目的で実施
５月～３月　年８回
小児科医や臨床心理士等の専門的な立
場より、個別検査や就学に係る相談・
助言活動
構成（医師、学識経験者、学校教育関
係者、福祉関係者）

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告
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<施策・事業名> ９１．療育ネットワーク会議による連携の強化

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 161千円 (子育て支援課) 事業費 258千円 (子育て支援課) 事業費 301千円 (子育て支援課) 事業費 405千円 (子育て支援課) 事業費 0千円

(保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円 (保健センター) 事業費 0千円

<施策・事業名> ９２．障がい児のいる家庭におけるニーズの把握

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 0千円 (障がい福祉課) 事業費 0千円 (障がい福祉課) 事業費 0千円 (障がい福祉課) 事業費 0千円 (障がい福祉課) 事業費 0千円

保健センター、家庭児童相談室、地域
子育て支援センター等の関係機関が連
携し、２か月に１度の情報交換会を実
施し、療育に関する支援策を行った。

　１.療育ネットワーク会議
　　開催　５回
　２.風の里幼児グループ指導
　　参 加 者　　　１６組
　　延べ参加　　１１１組
　　開催回数　　　２１回
　３.トゥインクル教室
　　参 加 者　　　　６組
　　延べ参加　 　６８組

・保健センター、子育て支援課、子育
て支援センターで合同で年４回情報交
換を開催した。(保健センター)

○保健センター・子育て支援セン
ター・当課の合同で2カ月に1度の情報
交換会を実施している。
療育支援は、家庭児童相談室事業の一
環として次のとおり実施した。

風の里幼児グループ指導・トゥインク
ル教室
＜参加者＞
風の里幼児グループ　11組 全26回
トゥィンクル教室 　　7組 全21回

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○訪問、来所や電話による相談等を通
じ、障害福祉サービスの利用や保育・
教育に関する支援を行った。

○訪問、来所や電話による相談等を通
じ、障害福祉サービスの利用や保育・
教育に関する支援を行った。

○保健センター、家庭児童相談室、地
域子育て支援センター等の関係機関が
連携し、２か月に１度の情報交換会を
実施し、療育に関する支援策を行っ
た。

　１.療育ネットワーク会議
　　開催　５回
　２.風の里幼児グループ指導
　　参 加 者　　　１１組
　　延べ参加　　１０２組
　　開催回数　　　２６回
　３.トゥインクル教室
　　参 加 者　　　　７組
　　延べ参加　　１０１組

・保健センター、子育て支援セン
ター、子育て支援課で合同で年5回情
報交換を開催した。(保健センター)

平成２２年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

　障がい児のいる家庭のニーズを把握し、今後の施策・事業に結びつけるための調査に努める。【継続】

平成２１年度事業実績報告

平成２４年度事業実績報告

保健センター、障がい福祉、子育て支
援センター、教育委員会等の構成員
で、発育発達センター構想を検討し実
現化する。平成24年度においては、そ
の実現化に向け療育ネットワーク要綱
を制定し、平成25年度実現化に向けて
準備を行う。　　※平成25年4月1日か
ら療育ネットワーク要綱を制定した。

　保健センター、家庭児童相談室、地域子育て支援センター等の関係機関が連携し、療育に関する情報交換や支援策を行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

保健センター、家庭児童相談室、地域
子育て支援センター等の関係機関が連
携し、２か月に１度の情報交換会を実
施し、療育に関する支援策を行った。

　１.療育ネットワーク会議
　　開催　５回
　２.風の里幼児グループ指導
　　参 加 者　　　１５組
　　延べ参加　　１３３組
　　開催回数　　　３６回
　３.トゥインクル教室
　　参 加 者　　　　１組
　　延べ参加　　 　 ２組

・保健センター、子育て支援課、子育
て支援センターで合同で年５回情報交
換を開催した。(保健センター)

平成２３年度事業実績報告

市役所や大井総合福祉センター内の障
害者相談支援センターにおいて、来庁
及び電話相談等により障害福祉サービ
スの制度や利用方法を説明し、保育や
教育などに関する支援を行った。
また、保健センターや子育て支援課な
ど関係機関と連携を図った。

市役所や大井総合福祉ｾﾝﾀｰ内の障害者
相談支援センターにおいて、来庁及び
電話相談等により障害福祉サービスの
制度や利用方法を説明し、保育や教育
などに関する支援を行った。また、保
健センターや子育て支援課など関係機
関と連携を図った。

市役所や大井総合福祉ｾﾝﾀｰ内の障害者
相談支援センターにおいて、来庁及び
電話相談等により障害福祉サービスの
制度や利用方法を説明し、保育や教育
などに関する支援を行った。また、保
健センターや子育て支援課など関係機
関と連携を図った。
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《主要課題》　　 ２．ひとり親家庭の福祉の充実

（施策の方向）　 ①．ひとり親家庭の生活の安定への支援

<施策・事業名> ９３．ひとり親家庭等医療費助成制度

◇事業内容◇　

(医療福祉課) 事業費 38,061千円 (医療福祉課) 事業費 38,983千円 (医療福祉課) 事業費 36,870千円 (医療福祉課) 事業費 42,236千円 (医療福祉課) 事業費 46,894千円

<施策・事業名> ９４．ひとり親家庭児童高校入学準備金支給事業

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 360千円 (子育て支援課) 事業費 480千円 (子育て支援課) 事業費 1,080千円 (子育て支援課) 事業費 690千円 (子育て支援課) 事業費 748千円

平成２２年度事業実績報告

市立・公立高等学校・専門学校等に入
学を予定し、一定の条件を満たしたひ
とり親世帯に対して次のとおり入学準
備金を支給した。

　ひとり親世帯　　　 ３６件
　入学予定者　　　　 ３６人
　支給額　　１，０８０，０００円

　

　私立・公立高等学校・専門学校等に入学を予定している母子世帯に対して一定の条件を満たした場合に入学準備金を支給し、経済面での支
援を行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告

○ひとり親家庭等医療費の支給申請・
支払い（通年）

《対象者数》　　 １，６３５人
《件　　数》   ２０，００５件

○市立・公立高等学校・専門学校等に
入学を予定し、一定の条件を満たした
ひとり親世帯に対して次のとおり入学
準備金を支給した。

　ひとり親世帯　　　 １６件
　入学予定者　　　　 １６人
　支給額　　４８０,０００円

ひとり親家庭の児童が、国公立私立高
校、専門学校等に入学する場合に、非
課税世帯を対象に入学準備金を支給し
経済的支援を実施する。
支給額　　児童一人　　　30,000円
平成21年度　　１６件
平成22年度　　３６件
平成23年度　　２３件
平成２４年度　　２４件

平成２４年度事業実績報告

○ひとり親家庭等医療費の支給申請・
支払い（通年）

《対象者数》　　 １,４０７人
《件　　数》   １５,５７６件

○ひとり親家庭等医療費の支給申請・
支払い（通年）

《対象者数》　　 １,６５６人
《件　　数》   １７,４９９件

平成２３年度事業実績報告

○ひとり親家庭等医療費の支給申請・
支払い（通年）

《対象者数》　　 １,４２６人
《件　　数》   １５,４３０件

○私立・公立高等学校・専門学校等に
入学を予定しているひとり親帯に対し
て次のとおり支給した。

平成20年度　12組　360,000円

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

　母子家庭等を対象に、医療保険による診療費の自己負担分を、全額又は一部を公費（市費）負担で実施する。【継続】

市立・公立高等学校・専門学校等に入
学を予定し、一定の条件を満たしたひ
とり親世帯に対して次のとおり入学準
備金を支給した。

　ひとり親世帯　　　 ２３件
　入学予定者　　　　 ２３人
　支給額　　６９０，０００円

平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

○ひとり親家庭等医療費の支給申請・
支払い
　通年

《対象者数》　1,357人
《件　数》　14,710件
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<施策・事業名> ９５．民生委員等の活用に向けた支援

◇事業内容◇　

(福祉課) 事業費 132千円 (福祉課) 事業費 113千円 (福祉課) 事業費 162千円 (福祉課) 事業費 96千円 (福祉課) 事業費 116千円

○専門部会による事例研究
・ 児童部会（児童福祉、子育て支
援）

○子育て支援活動
・ 主任児童委員連絡会を中心に、児
童ケースワーカーや子育て支援セン
ター、学校等と連携して地域の子育て
支援の推進に努めた。
　　・あそびの公園活動

・家庭児童相談室（トゥインク
ル）への支援

１　専門部会による事例研究
・ 児童部会（児童福祉、子育て支
援）

２　子育て支援活動
・ 主任児童委員連絡会を中心に、児
童ケースワーカーや子育て支援セン
ター、学校等と連携して地域の子育て
支援の推進に努める。
・あそびの公園活動
・家庭児童相談室（トゥインクル）へ
の支援

１　専門部会による事例研究
・ 児童部会（児童福祉、子育て支
援）

２　子育て支援活動
・ 主任児童委員連絡会を中心に、児
童ケースワーカーや子育て支援セン
ター、学校等と連携して地域の子育て
支援の推進に努める。
・あそびの公園活動
・家庭児童相談室（トゥインクル）へ
の支援

平成２３年度事業実績報告

　民生委員・児童委員がひとり親家庭に対して、必要な生活支援ができるように関係機関と連携を図りながら、研修等を実施する。【継続】

１　専門部会による事例研究
・ 児童部会（児童福祉、子育て支
援）

２　子育て支援活動
・ 主任児童委員連絡会を中心に、児
童ケースワーカーや子育て支援セン
ター、学校等と連携して地域の子育て
支援の推進に努めた。
・あそびの公園活動
・家庭児童相談室（風の里）への支援

平成２４年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

１　専門部会による事例研究
・ 児童部会（児童福祉、子育て支
援）

２　子育て支援活動
・ 主任児童委員連絡会を中心に、児
童ケースワーカーや子育て支援セン
ター、学校等と連携して地域の子育て
支援の推進に努めた。
・あそびの公園活動
・家庭児童相談室（風の里、トゥイン
クル）への支援
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（施策の方向）　 ②．ひとり親家庭等の相談・緊急援助の充実

<施策・事業名> ９６．母子等の自立に向けた支援

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 68千円 (子育て支援課) 事業費 370千円 (子育て支援課) 事業費 4,011千円 (子育て支援課) 事業費 8,545千円 (子育て支援課) 事業費 11,490千円

母子家庭の自立支援員の配置について
は、財政課等に働きかけ予算の確保に
努めたが財政事情から設置には至らな
かった。

母子家庭の自立支援員の配置について
検討してきたが、相談実績は過去年間
数件と需要は少なく、児童ケースワー
カーの対応の範囲で賄えている実情と
なっている。平成24年度においては２
件（就学資金1件　　母親の障がいに
よる相談１件で障がい福祉を紹介）で
あった。母親からの相談については、
子育てについては児童、経済的なもの
であれば福祉、法的な問題であれば法
律相談など関係機関と連携する形で足
りているのが現状である。今後も検討
課題となるが、非常勤職員なども視野
に入れ検討していく。

母子家庭の自立支援員の配置について
は、財政課等に働きかけ予算の確保に
努めたが財政事情から設置には至らな
かった。

○母子家庭の自立支援の一環として、
平成19年に母子家庭自立支援教育訓練
給付金事業を検討し平成20年度から実
施した。平成20年度は、母子家庭のよ
りよい自立策の強化を目指し、母子家
庭高等技能訓練促進事業費の検討を行
い、平成21年度よりする。
　＜実績＞
平成20年度 教育訓練 受給者 3人
67,892円

○母子家庭の自立支援の一環として、
母子家庭自立支援教育訓練給付金支給
事業及び高等技能訓練促進費支給事業
（同支給要綱：平成２１年告示第７６
号平成２１年４月１日施行）を市報へ
掲載し対象者への周知に努め、次のと
おり自立支援給付を行った。
１.教育訓練給付金
　・医療事務１人　１６,５１６円
２.高等技能訓練促進費
　・医療事務１人　３５２,５００円

母子家庭の自立支援の一環として、母
子家庭自立支援教育訓練給付金支給事
業及び高等技能訓練促進費支給事業
（同支給要綱：平成２１年告示第７６
号平成２１年４月１日施行）を市報へ
掲載し対象者への周知に努め、次のと
おり自立支援給付を行った。

１.教育訓練給付金
　・医療事務　４人　６２，９４０円
２.高等技能訓練促進費
　・医療事務　３人　3,948,000円

○母子家庭自立支援員の配置について
は、財政状況から予算の確保ができな
かった。対応として児童担当が、母子
福祉等の研修など自己研鑽により、母
子相談の自立支援に務めている。
　

　母子家庭自立支援の一環として教育訓練の実施に向けて検討する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

母子家庭の自立支援員の配置について
は、財政課等に働きかけ予算の確保に
努めたが財政事情から設置には至らな
かった。
　埼玉県下の他市の設置状況において
平成２１年度の母子福祉関係事業予定
から次のとおり把握。

設置市：6市、平成21年度以降の設置
を検討：3市、平成22年度以降の設置
を検討：1市、検討中：2市、予定な
し：28市、合計40市

　☆重点施策１０　母子家庭の親の自立を支援するため、母子自立支援員を配置するよう努める。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告

母子家庭の母親に対して、教育訓練給
付金、高等技能訓練促進費を支給し、
自立を支援する。
※平成25年度から父子家庭も対象とな
る。

母子家庭の自立支援の一環として、母
子家庭自立支援教育訓練給付金支給事
業及び高等技能訓練促進費支給事業
（同支給要綱：平成２１年告示第７６
号平成２１年４月１日施行）を市報へ
掲載し対象者への周知に努め、次のと
おり自立支援給付を行った。

１.教育訓練給付金
　・医療事務　３人　５４，５８２円
２.高等技能訓練促進費
　・看護士　８人　8,489,500円
　　保育士
　　調理師

平成２４年度事業実績報告
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◇事業内容◇　

(福祉課) 事業費 0千円 (福祉課) 事業費 0千円 (福祉課) 事業費 0千円 (福祉課) 事業費 0千円 (福祉課) 事業費 0千円

<施策・事業名> ９７．母子家庭等の緊急一時保護体制の充実

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 2,194千円 (子育て支援課) 事業費 1,817千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費 438千円

平成２４年度事業実績報告

　緊急に避難する母子等に対し、一時保護ができる母子生活支援施設へ入所出来るように関係機関と連携を図る。【継続】

平成２０年度事業実績報告

○緊急避難する母子等に対し、一時保
護ができる母子生活支援施設へ入所で
きるように関係機関と連携を図る。
　＜実績＞

母子世帯 2世帯 8人に対し入所措
置を実施中
　扶助費　2,194千円
　埼玉県緊急母子一時保護　1件

○緊急に避難する母子等に対し、一時
保護ができる母子生活支援施設へ入所
できるように関係機関と連携を図っ
た。

＜実績＞
母子１世帯３人を前年度から継続し、
２月まで入所措置を実施した。
委託料　　１,８１６,７３２円

○緊急に避難する母子等に対し、一時
保護ができる母子生活支援施設へ入所
できるように関係機関と連携を図っ
た。

＜実績＞
埼玉県緊急一時保護要綱に則り、２組
の保護あり。ただし、費用は国県のみ
で負担。

○緊急に避難する母子等に対し、一時
保護ができる母子生活支援施設へ入所
できるように関係機関と連携を図っ
た。

＜実績＞
埼玉県緊急一時保護要綱に則り、１組
の保護あり。ただし、費用は国県のみ
で負担。

○相談体制を充実させ、関係機関等と
の連携を図り必要に応じて生活保護制
度を活用した。

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○生活に困窮している母子世帯などか
らの相談に対して関係機関との連携を
図りながら、最低生活の維持ができな
い世帯に生活保護制度について説明を
行った。

○生活に困窮している母子世帯などか
らの相談に対して関係機関との連携を
図りながら、最低生活の維持ができな
い世帯に生活保護制度について説明を
行った。

平成２１年度事業実績報告

　生活に困窮している世帯からの相談に対して、現状と問題点を明確にし、活用できる制度の紹介や生活改善のアドバイスを行う。また、関
係機関との連携を図りながら、必要に応じて生活保護制度の活用を図る。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○母子家庭等の母子を母子生活支援施
設に入所させ、母子を保護するととも
に、自立の促進のための生活支援を行
い、退所した者についての相談支援を
行うための施設利用。また、何かしら
の理由で行き場を失い若しくは避難す
る母子を緊急一時的に保護、支援を行
う。

平成２４年度事業実績報告

○生活に困窮している母子世帯などか
らの相談に対して、関係機関との連携
を図りながら他法他施策を活用し、最
低生活の維持ができない世帯に生活保
護制度について説明を行った。

○生活に困窮している母子世帯などか
らの相談に対して、関係機関との連携
を図りながら他法他施策を活用し、最
低生活の維持ができない世帯に生活保
護制度について説明を行った。
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<施策・事業名> ９８．ひとり親家庭におけるニーズの把握

◇事業内容◇　

(子育て支援課) 事業費 0千円 (子育て支援課) 事業費

○事業終了○「次世代育成支援に関するニーズ調
査」の中に市独自の設問として一人親
家庭のニーズ調査を盛り込んだ。

回答者の中のひとり親家庭の割合
・就学前児童
　　父子家庭　０．１％
　　母子家庭　４．２％
・就学児童
　　父子家庭　０．８％
　　母子家庭　５．８％

平成２１年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告

　ひとり親家庭のニーズを把握し、今後の施策・事業に結びつけるための調査に努める。【廃止】

83



84 

《主要課題》　　 ３．高齢者・障がい者福祉の充実

（施策の方向）　 ①．福祉サービスの充実

<施策・事業名> ９９．介護相談員の養成

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 973千円 (高齢福祉課) 事業費 907千円 (高齢福祉課) 事業費 1,239千円 (高齢福祉課) 事業費 1,039千円 (高齢福祉課) 事業費 963千円

○事業所への訪問相談
　事業所に出向いてサービスの実態を
把握し、利用者とその家族、事業所と
の橋渡しをしながら、問題の改善や介
護サービスの質的向上のために活動す
る。

○介護相談員連絡会
【開催日】
第１回　６月１４日（木）
第２回　９月１３日（木）
第３回　１２月１３日（木）
第４回　３月１４日（木）

〇事業所への訪問相談
　事業所に出向いてサービスの実態を
把握し、利用者と事業所の橋渡しをし
ながら、問題の改善や介護サービスの
質的向上のため活動する。
〇介護相談員現任研修
【研修日】９月２日（火）３日（水）

９ 月 ４ 日 （ 木 ） ５ 日
（金）
〇介護相談員連絡会
【開催日】
第１回   ６月 ４日（水）
第２回   ９月１６日（火）
第３回 １２月 ２日（火）
第４回   ３月 ６日（金）
〇介護相談員・派遣先施設職員による
意見交換会
【開催日】平成２１年１月２７日
（火）
【会　場】大井総合支所第１会議室
【議　題】情報及び意見交換
【参加者】８施設職員10人　介護相談
員14人

○事業所への訪問相談
　事業所に出向いてサービスの実態を
把握し、利用者とその家族、事業所と
の橋渡しをしながら、問題の改善や介
護サービスの質的向上のために活動し
た。
○介護相談員現任研修
【研修日】９月２日（水）、９月３日
（木）
○介護相談員連絡会
【開催日】
第１回　４月１３日（月）
第２回　６月５日（金）
第３回　９月１４日（月）
第４回　１２月１４日（月）
第５回　２月２６日（金）
○介護相談員・派遣先施設職員との意
見交換会
【開催日】
【会　場】大井総合支所第２庁舎　第
１会議室
【議　題】情報及び意見交換
【参加者】施設職員６人　介護相談員
１４人

○事業所への訪問相談
　事業所に出向いてサービスの実態を
把握し、利用者とその家族、事業所と
の橋渡しをしながら、問題の改善や介
護サービスの質的向上のために活動す
る。
○介護相談員養成研修
【研修日】７月５日（月）～７月８日
（木）、８月１０日（火）
○介護相談員連絡会
【開催日】
第１回　６月１日（火）
第２回　９月７日（火）
第３回　１２月１５日（水）
第４回　２月１７日（木）
○介護相談員・派遣先施設職員との意
見交換会
【開催日】２月１７日（木）
【会　場】大井総合支所第２庁舎　第
１会議室
【議　題】情報及び意見交換
【参加者】施設職員６人　介護相談員
１４人

○事業所への訪問相談
　事業所に出向いてサービスの実態を
把握し、利用者とその家族、事業所と
の橋渡しをしながら、問題の改善や介
護サービスの質的向上のために活動す
る。
○介護相談員現任研修
【研修日】９月２１日（水）～９月２
２日（木）
○介護相談員連絡会
【開催日】
第１回　６月７日（火）
第２回　９月１３日（火）
第３回　１２月１３日（火）
第４回　３月１日（木）

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

　地域福祉の推進のため、高齢者の相談に対する介護相談員を養成し、随時研修等の場を提供して活動の支援をする。【継続】
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<施策・事業名> １００．在宅高齢者サービスの実施

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 43,076千円 (高齢福祉課) 事業費 48,304千円 (高齢福祉課) 事業費 51,273千円 (高齢福祉課) 事業費 43,143千円 (高齢福祉課) 事業費 45,651千円

【紙おむつ等の給付】
実人数　462人／14,293,740円
【寝具洗濯サ－ビス】
実人数　9人／79,570円
【訪問理美容サービス】
実人数　23人／134,000円
【ごみ出し支援サービス】
実人数　51人／1,879,297円
【徘徊高齢者探索サービス】
実人数　7人/60,470円
【緊急時連絡システム】
実人数　613人／8,816,313円
【日常生活用具給付】
0人／0円
【ねたきり老人介護手当】
実人数　274人／10,663,192円
【入浴料助成】
実人数　93人／845,430円
【配食サービス】
実人数　293人／8,771,400円

平成２１年度事業実績報告

【紙おむつ等の給付】
延べ2,834人／10,684,622円
【寝具洗濯サービス】
9人／56,700円
【訪問理美容サービス】
延べ40人／80,000円
【ごみ出し支援サービス】
延べ459人／1,459,620円
【徘徊高齢者探索サービス】
延べ36人（実人数3人）／27,405円
【緊急時連絡システム】
609人／4,845,087円
【日常生活用具給付】
実績なし
【ねたきり老人介護手当】
延 べ 1,417 人 （ 実 人 数 157 人 ） ／
7,805,000円
【入浴料助成】
86人／2,871回／861,300円
【配食サービス】
延べ1,404人（実人数146人）／24,755
食／17,974781円

【紙おむつ等の給付】
延べ3,040人／11,529,636円
【寝具洗濯サ－ビス】
6人／37,800円
【訪問理美容サービス】
延べ44人／88,000円
【ごみ出し支援サービス】
延べ468人／1,488,240円
【徘徊高齢者探索サービス】
延べ53人（実人数6人）51,600円
【緊急時連絡システム】
589人／6,354,639円
【日常生活用具給付】実績なし
【ねたきり老人介護手当】
延べ1,619人（実人数199人）／
8,095,000円
【入浴料助成】
91人／2,944回／883,200円
【配食サービス】
延べ1,179人（実人数164人）／27,058
食／19,734,512円

【紙おむつ等の給付】
延べ3,258人／12,134,058円
【寝具洗濯サ－ビス】
9人／56,700円
【訪問理美容サービス】
延べ52人／104,000円
【ごみ出し支援サービス】
延べ532人／1,691,760円
【徘徊高齢者探索サービス】
延べ106人（実人数12人）112,140円
【緊急時連絡システム】
572人／6,719,627円
【日常生活用具給付】
1人／19,068円
【ねたきり老人介護手当】
延べ1,915人（実人数236人）／
9,575,000円
【入浴料助成】
115人／3,322回／996,600円
【配食サービス】
延べ1,245人（実人数164人）／26,839
食／19,860,860円

【紙おむつ等の給付】
実人数　470人／13,922,875円
【寝具洗濯サ－ビス】
実人数　9人／75,600円
【訪問理美容サービス】
実人数　37人／104,000円
【ごみ出し支援サービス】
実人数　58人／1,691,760円
【徘徊高齢者探索サービス】
実人数　13人/82,950円
【緊急時連絡システム】
実人数　639人／6,575,678円
【日常生活用具給付】
0人／0円
【ねたきり老人介護手当】
実人数　262人／11,135,000円
【入浴料助成】
実人数　106人／974,700円
【配食サービス】
実人数　268人／8,526,400円

　６５歳以上の高齢者や要介護認定者の日常生活の利便を図るとともに、介護者の負担を軽減させるための各種サービスを提供する。【継
続】

平成２０年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> １０１．障がい福祉サービスの提供

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 511,975千円 (障がい福祉課) 事業費 608,201千円 (障がい福祉課) 事業費 689,128千円 (障がい福祉課) 事業費 737,261千円 (障がい福祉課) 事業費 815,401千円

障がい者の状態やニーズに沿ったサー
ビスを提供する。
○障害福祉サービス（介護給付費）等
の支援
　日常生活を営むため支障のある方
に、入浴や食事の介護等のサービスを
行い、家庭や地域で自立した生活が送
られるよう支援した。
　また、常時介護を必要とする方に対
して医学的管理のもとに援護を行った
り、雇用されることが困難な方に対し
て自立や就労に必要な訓練を実施して
社会参加を促進した。
○補装具費の支給
　障がい者の経済的な負担を軽減する
ため、補装具費の交付及び修理に係る
費用を補助するとともに法に基づく利
用者負担上限額の１／２を超えた額に
ついて助成を実施した。
○自立支援医療（更生医療）費の支給
　心身障がい者に対し、障がいの状態
の軽減及び機能回復を目的とした医療
に係る利用者負担を軽減し、受診の機
会の充実を図った。

○障害福祉サービス（介護給付費等）
の提供
　日常生活を営むのに支障のある者に
対して、入浴や食事の介護等のサービ
スを行い、家庭や地域で自立した生活
が送れるよう支援した。　また、常時
介護を必要とする者に対して医学的管
理の下に援護を行ったり、雇用される
ことが困難な者に対して自立や就労に
必要な訓練を提供し、社会参加を促進
した。

○補装具費の支給
　障がい者の経済的な負担を考慮し、
法に規定する利用者負担上限額の２分
の１を超えた額について助成を行っ
た。
　
○自立支援医療（更生医療）費の支給
　心身の障がいの状態の軽減及び機能
回復を目的とした医療にかかる利用者
負担を軽減し、受診機会の充実を図っ
た。

○障害福祉サービス（介護給付費等）
の提供
日常生活を営むのに支障のある者に対
して、入浴や食事の介護等のサービス
を行い、家庭や地域で自立した生活が
送れるよう支援した。　また、常時介
護を必要とする者に対して医学的管理
の下に援護を行ったり、雇用されるこ
とが困難な者に対して自立や就労に必
要な訓練を提供し、社会参加を促進し
た。

○補装具費の支給
障がい者の経済的な負担を考慮し、補
装具費の交付・修理に係る補装具費を
支給するとともに法に規定する利用者
負担上限額の２分の１を超えた額につ
いて助成を行った。
　
○自立支援医療（更生医療）費の支給
心身の障がいの状態の軽減及び機能回
復を目的とした医療にかかる利用者負
担を軽減し、受診機会の充実を図っ
た。

障がい者の状態やニーズに沿ったサー
ビスを提供する。
○障害福祉サービス（介護給付費）等
の支援
　日常生活を営むため支障のある方
に、入浴や食事の介護等のサービスを
行い、家庭や地域で自立した生活が送
られるよう支援した。
　また、常時介護を必要とする方に対
して医学的管理のもとに援護を行った
り、雇用されることが困難な方に対し
て自立や就労に必要な訓練を実施して
社会参加を促進した。
○補装具費の支給
　障がい者の経済的な負担を軽減する
ため、補装具費の交付及び修理に係る
費用を補助するとともに法に基づく利
用者負担上限額の１／２を超えた額に
ついて助成を実施した。
○自立支援医療（更生医療）費の支給
　心身障がい者に対し、障がいの状態
の軽減及び機能回復を目的とした医療
に係る利用者負担を軽減し、受診の機
会の充実を図った。

障がい者の状態やニーズに沿ったサー
ビスを提供する。
○障害福祉サービス（介護給付費）等
の支援
　日常生活を営むため支障のある方
に、入浴や食事の介護等のサービスを
行い、家庭や地域で自立した生活が送
られるよう支援した。
　また、常時介護を必要とする方に対
して医学的管理のもとに援護を行った
り、雇用されることが困難な方に対し
て自立や就労に必要な訓練を実施して
社会参加を促進した。
○補装具費の支給
　障がい者の経済的な負担を軽減する
ため、補装具費の交付及び修理に係る
費用を補助するとともに法に基づく利
用者負担上限額の１／２を超えた額に
ついて助成を実施した。
○自立支援医療（更生医療）費の支給
　心身障がい者に対し、障がいの状態
の軽減及び機能回復を目的とした医療
に係る利用者負担を軽減し、受診の機
会の充実を図った。

　障害者基本法及び障害者自立支援法に基づき、障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、障がいの種別にかかわらず必要とするサービ
スを受けられるよう支援する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> １０２．地域生活支援事業

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 101,990千円 (障がい福祉課) 事業費 102,000千円 (障がい福祉課) 事業費 123,470千円 (障がい福祉課) 事業費 82,772千円 (障がい福祉課) 事業費 75,175千円

<施策・事業名> １０３．障がい者の日常生活支援・社会参加の支援

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 95,906千円 (障がい福祉課) 事業費 92,041千円 (障がい福祉課) 事業費 93,367千円 (障がい福祉課) 事業費 92,760千円 (障がい福祉課) 事業費 92,523千円

○在宅重度心身障害者手当等の支給
延べ10,126人
○福祉タクシー利用料金の助成
589人
○紙おむつの給付
68人
○ファクシミリ利用料金の助成
15人

○市町村が地域の特性や利用者の状況
に応じて、柔軟に行う地域生活支援事
業において、障がい者のニーズに即し
た支援及びサービスの提供をした。

○在宅重度心身障害者手当等の支給
延べ支給者数　9,860人
○福祉タクシー利用料金の助成
登録者数　829人
○紙おむつの給付
給付者数　54人
○ファクシミリ利用料金の助成
登録者数　17人

○在宅重度心身障害者手当等の支給
延べ10,635人
○福祉タクシー利用料金の助成
775人
○紙おむつの給付
60人
○ファクシミリ利用料金の助成
14人

○地域生活支援事業の充実
　相談支援事業、コミュニケーション
支援事業など市町村の必須５事業に加
えて日中一時支援事業や手話奉仕員の
養成研修等、ふじみ野市の実情に応じ
たサービス事業を展開した。

○在宅重度心身障害者手当等の支給
延べ10,038人
○福祉タクシー利用料金の助成
778人
○自動車燃料費の助成（平成２０年９
月末事業廃止）
416人
○紙おむつの給付
60人
○ファクシミリ利用料金の助成
15人

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

　障がい者の相談に応じ必要な情報の提供を行う相談支援事業、手話通訳者の派遣等を行うコミュニケーション支援事業、屋外での移動が困
難な障害者に対して外出のための支援を行う移動支援等、地域の特性や利用者の状況に応じた事業を行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告

○在宅重度心身障害者手当等の支給
延べ支給者数　9,342人
○福祉タクシー利用料金の助成
登録者数　897人
○紙おむつの給付
給付者数　58人
○ファクシミリ利用料金の助成
登録者数　17人

○相談支援事業、コミュニケーション
支援事業等必須５事業に加えて日中一
時支援事業や手話奉仕員の養成研修等
地域の実情に応じたサービス体制によ
る事業を展開した。利用者負担につい
ては、国の特別対策を考慮し、障害福
祉サービス費における基準額の4分の1
を上限とする軽減策を継続して行っ
た。

　社会生活圏の拡大及び福祉の増進等を目的とし障がい者を支援する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○相談支援事業、コミュニケーション
支援事業等必須５事業に加えて日中一
時支援事業や手話奉仕員の養成研修等
地域の実情に応じたサービス体制によ
る事業を展開した。利用者負担につい
ては、国の特別対策を考慮し、障害福
祉サービス費における基準額の4分の1
を上限とする軽減策を継続して行っ
た。

○市町村が地域の特性や利用者の状況
に応じて、柔軟に行う地域生活支援事
業において、障がい者のニーズに即し
た支援及びサービスの提供をした。
○今後の障がい福祉施策を推進するた
め、障がい者基本計画及び障がい福祉
計画を策定した。

平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> １０４．デイサービス業務の充実

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 10千円 (高齢福祉課) 事業費 135千円 (高齢福祉課) 事業費 8千円

◇事業内容◇　

(大井総合福祉センター) 事業費 5千円 (大井総合福祉センター) 事業費 5千円 (大井総合福祉センター) 事業費 5千円 (大井総合福祉センター) 事業費 5千円 (大井総合福祉センター) 事業費 0千円

・指定管理者制度による管理を行い、
デイサービス業務の充実を図った。
【かみふくおか中央デイサービスセン
ター】
【かみふくおか西デイサービスセン
ター】

・指定管理者制度による管理を行い、
デイサービス業務の充実を図った。
【かみふくおか中央デイサービスセン
ター】
【かみふくおか西デイサービスセン
ター】
【大井デイサービスセンター】

・夏祭りの開催
【開催日】７月２２日・２３日
【会場】センター多目的ホール及び通
路
【参加者】デイサービス及びデイケ
アー利用者、その家族
【時間】午後１時４５分～午後３時１
０分
【内容】
　・通路及びホール入口に出店（アイ
ス・たこ焼き・みたらし団子・わたあ
め）
　・ホールステージでボランティアに
よる阿波踊り・コーラスの実演鑑賞
　・ホールステージ反対側で輪投げ・
射的の実施

○指定管理者制度による管理を行い、
デイサービス業務の充実を図った。

【かみふくおか中央デイサービスセン
ター】
  指定管理者：社会福祉法人　ふじみ
野市社会福祉協議会

【かみふくおか西デイサービスセン
ター】
　指定管理者：いるま野農協協同組合

・夏祭りの開催
【開催日】８月２６日・２７日
【会　場】センター多目的ホール及び
通路
【参加者】デイサービス及びデイケア
利用者、その家族
【時　間】午後１時４５分～午後３時
１０分
【内　容】
・通路及びホール入口に出店（どら焼
き・缶ゲーム・輪投げ等）
・ボランティアによる踊り、演奏の実
演鑑賞

・指定管理者制度による管理を行い、
デイサービス業務の充実を図った。
【かみふくおか中央デイサービスセン
ター】
【かみふくおか西デイサービスセン
ター】
　

平成２３年度事業実績報告平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

平成24年度から指定管理者制度による
管理を行った。

平成２１年度事業実績報告

・夏祭りの開催
【開催日】８月２７日・２８日
【会　場】センター多目的ホール及び
通路
【参加者】デイサービス及びデイケア
利用者、その家族
【時　間】午後１時４５分～午後３時
１０分
【内　容】
・通路及びホール入口に出店（ピッ
ザ・射的・輪投げ等）
・ボランティアによる踊り、コーラス
等の実演鑑賞

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

・指定管理者制度による管理を行い、
デイサービス業務の充実を図った。
【かみふくおか中央デイサービスセン
ター】
【かみふくおか西デイサービスセン
ター】

・夏祭りの開催
【開催日】８月７日・８日
【会場】センター多目的ホール及び通
路
【参加者】デイサービス及びデイケア
利用者、その家族
【時間】午後１時４５分～午後３時１
０分
【内容】
・通路及びホール入口に出店（たこ焼
き・射的・輪投げ等）
・ボランティアによる踊り、コーラス
等の実演鑑賞

　在宅の要介護者、要支援者の高齢者に対して、心身機能の維持向上や生活の助長を図るため、デイサービス業務の内容を充実させ、整備充
実を図る。【継続】

　在宅の要介護者、要支援者の高齢者に対して、心身機能の維持向上や生活の助長を図るため、デイサービス業務の内容の充実を図る。【継
続】

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> １０５．地域包括支援センターの充実

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 45,224千円 (高齢福祉課) 事業費 60,011千円 (高齢福祉課) 事業費 61,289千円 (高齢福祉課) 事業費 61,019千円 (高齢福祉課) 事業費 62,241千円

<施策・事業名> １０６．高齢者・介護に関するニーズの把握

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 4,515千円 (高齢福祉課) 事業費 235千円 (高齢福祉課) 事業費 228千円 (高齢福祉課) 事業費 5,123千円 (高齢福祉課) 事業費 498千円

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○第５期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画の進捗状況の評価・点検を
行い、高齢者施策・事業に生かした。
介護保険等運営審議会委員報酬
460,400円

平成２０年度事業実績報告

ふじみ野市地域包括支援センター４ケ
所
上福岡地区西部：地域包括支援セン
ターかすみがおか
上福岡地区東部：地域包括支援セン
ターふくおか
大井地区北部：地域包括支援センター
つるがまい
大井地区南部：地域包括支援センター
おおい
○総合的相談支援：１２，３２５件
○権利擁護業務・虐待対応件数：９８
件
○包括的ケアマネジメント業務
　　地域他職種連携会議等：１１４件
　　担当者会議等：１４４件
　　広報活動：７,８４９件
○介護予防マネジメント業務
　　予防プラン作成：２，４４３件

　高齢者とその家族が安心して生活できるように、介護・福祉・保健の専門職が連携しながら支援する。【継続】

平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告

平成２３年度事業実績報告

ふじみ野市地域包括支援センター４ケ
所
上福岡地区西部：地域包括支援セン
ターかすみがおか
上福岡地区東部：地域包括支援セン
ターふくおか
大井地区北部：地域包括支援センター
つるがまい
大井地区南部：地域包括支援センター
おおい
○総合的相談支援：１５，５３０件
○権利擁護業務・虐待対応件数：１８
６件
○包括的ケアマネジメント業務
　　地域他職種連携会議等：３０４件
　　担当者会議等：１２９件
　　広報活動：７,２１８件
○介護予防マネジメント業務
　　予防プラン作成：３，６１３件

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

ふじみ野市地域包括支援センター４ケ
所
上福岡地区西部：地域包括支援セン
ターかすみがおか
上福岡地区東部：地域包括支援セン
ターふくおか
大井地区北部：地域包括支援センター
つるがまい
大井地区南部：地域包括支援センター
おおい
○総合的相談支援：１４，２５９件
○権利擁護業務・虐待対応件数：２１
６件
○包括的ケアマネジメント業務
　　地域他職種連携会議等：１０４件
　　担当者会議等：５８件
　　広報活動：６,２２３件
○介護予防マネジメント業務
　　予防プラン作成：２，８７１件

○第４期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画の進捗状況の評価・点検を
行うとともに、第５期高齢者保健福祉
計画・介護保険事業計画を作成（アン
ケート調査によるニーズ把握を含む）
し、今後の高齢者施策・事業に生かす
こととした。
介護保険等運営審議会委員報酬
910,000円
第5期高齢者保険福祉計画策定業務委
託料
4,137,000円

○第4期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画を策定。策定にあたって
は、高齢者や介護者等にアンケートを
実施。
第4期高齢者保健福祉計画及び介護保
険計画策定業務委託料　4,515,000円

平成２３年度事業実績報告

○第４期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画の進捗状況の評価・点検を
行い、高齢者施策・事業に生かした。
介護保険等運営審議会委員報酬
234,600円

○第４期高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画の進捗状況の評価・点検を
行い、今後の高齢者施策・事業に生か
した。
介護保険等運営審議会委員報酬
227,600円

ふじみ野市地域包括支援センター４ケ
所
上福岡地区西部：地域包括支援セン
ターかすみがおか
上福岡地区東部：地域包括支援セン
ターふくおか
大井地区北部：地域包括支援センター
つるがまい
大井地区南部：地域包括支援センター
おおい
○総合的相談支援：１５，０２４件
○権利擁護業務・虐待対応件数：１２
５件
○包括的ケアマネジメント業務
　　地域他職種連携会議等：６７件
　　担当者会議等：２４３件
　　広報活動：５，２５３件
○介護予防マネジメント業務
　　予防プラン作成：４，０２５件

　高齢者がいきいきと暮らせるよう、また介護に関するニーズを把握し、今後の施策・事業に結びつけるための調査に努める。【継続】

ふじみ野市地域包括支援センター：４
か所
〇総合的な相談・支援　５，８４０件
〇権利擁護業務　・虐待対応件数　１
６件
・その他　５６件
〇地域連携・多職種連携等　　３３件
〇サービス担当者会議等参加　１６７
回
〇広報活動等　３，４５７件
〇ネットワークミーチィング開催　２
０回
〇介護予防ケアマネジメント
　　介護が必要になる可能性が高いと
判定された高齢者および介護保険で要
支援１・２の認定を受けた方の介護予
防プランを作成。
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（施策の方向）　 ②．地域生活基盤の確保

<施策・事業名> １０７．障害者就労支援センターの運営

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 545千円 (障がい福祉課) 事業費 7,879千円 (障がい福祉課) 事業費 12,631千円 (障がい福祉課) 事業費 13,414千円 (障がい福祉課) 事業費 13,219千円

<施策・事業名> １０８．障がい者相談支援事業

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 20,224千円 (障がい福祉課) 事業費 19,050千円 (障がい福祉課) 事業費 17,952千円 (障がい福祉課) 事業費 17,070千円 (障がい福祉課) 事業費 17,124千円

平成２４年度事業実績報告

○ふじみ野市障害者就労支援センター
の強化充実
就職を希望されている障がい者に対
し、就労に関する相談支援を実施し公
共職業安定所等との関係機関と連携を
図るとともに職場開拓及び啓発活動を
実施しながら一般就労に向けた支援を
図った。
また、平成２２年度から三芳町と共同
事業として新たな職場開拓に努めた。

相談件数　１,774人

　関係機関と連携し、障がい者の就労支援の強化を図る。【継続】

平成２０年度事業実績報告

○ふじみ野市障害者相談支援センター
の強化充実
専門職として精神保健福祉士（２名）
及び介護福祉士（１名）を配置し、障
がい者の生活面や障害福祉サービス利
用についての相談支援を実施してい
る。
3,332件

○ふじみ野市障害者就労支援センター
の強化充実
　就職を希望されている障がい者に対
し、就労に関する相談支援を実施し公
共職業安定所等との関係機関と連携を
図るとともに職場開拓及び啓発活動を
実施しながら一般就労に向けた支援を
図った。
　また、平成２２年度から三芳町と共
同事業として新たな職場開拓に努め
た。
　相談件数　1,679人

○就職を希望する障がい者に対して、
就労に関する相談に応じるとともに、
公共職業安定所等の関係機関と連携を
はかり、障がい者の就労に対する地域
の理解を得るため、職場開拓及び啓発
活動等を行った。
登録者数　37人

○就職を希望する障がい者に対して、
就労に関する相談に応じるとともに、
公共職業安定所等の関係機関と連携を
はかり、障がい者の就労に対する地域
の理解を得るため、職場開拓及び啓発
活動等を行った。
登録者数34人

○精神保健福祉士等の専門的職員を相
談支援センターに配置し、障がい種別
に応じた専門的な相談支援を行った。
4,803件

○ふじみ野市障害者就労支援センター
の強化充実
就職を希望されている障がい者に対
し、就労に関する相談支援を実施し公
共職業安定所等との関係機関と連携を
図るとともに職場開拓及び啓発活動を
実施しながら一般就労に向けた支援を
図った。
また、平成２２年度から三芳町と共同
事業として新たな職場開拓に努めた。

相談件数　１,962人

○ふじみ野市障害者相談支援センター
の強化充実
専門職として精神保健福祉士（２名）
及び介護福祉士（１名）を配置し、障
がい者の生活面や障害福祉サービス利
用についての相談支援を実施してい
る。
2,941件

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○ふじみ野市障害者相談支援センター
の強化充実
　精神保健福祉士（２名）及び介護福
祉士（１名）を配置し、障がい者の生
活面や障害福祉サービス利用について
の相談支援を実施した。
2,715件

○精神保健福祉士等の専門的職員を相
談支援センターに配置し、障がい種別
に応じた専門的な相談支援を行った。
3,604件

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

　障がい者が適切なサービスを利用することができるよう相談支援体制の構築に努める。【継続】

平成２１年度事業実績報告

平成２０年度事業実績報告
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<施策・事業名> １０９．障害福祉サービス提供体制の整備充実

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 100,945千円 (障がい福祉課) 事業費 76,698千円 (障がい福祉課) 事業費 159,287千円 (障がい福祉課) 事業費 122,476千円 (障がい福祉課) 事業費 130,547千円

　施設入所・入院等から地域生活への移行を進めるための居住の場の確保や身近な地域におけるサービス提供体制の充実を図るため、事業者
に対する支援を行う。【継続】

○地域活動支援センター補助
○通所サービス等利用促進事業補助
○生活サポート補助
○生活ホーム事業補助
○共同生活援助等事業補助
○児童デイサービス事業補助
○多機能型通所施設の建設費一部補助

○心身障害者地域デイケア事業
2箇所

○心身障害児（者）生活サポート事業
登録者191人

○生活ホーム事業
4箇所

○共同生活援助等事業補助金
4箇所

○共同生活援助等事業安定化補助金
1箇所

○心身障害者地域デイケア事業
1箇所

○心身障害児（者）生活サポート事業
登録者227人

○生活ホーム事業
4箇所

○共同生活援助等事業補助金
4箇所

○共同生活援助等事業安定化補助金
1箇所

平成２０年度事業実績報告

○多機能型事業所補助金
○地域活動支援センター補助金
○共同生活援助等事業補助金
○生活ホーム補助金
○入間東部福祉会運営費等補助金
○児童デイサービス事業補助金

○新事業移行促進事業等の特別対策補
助金
○多機能型事業所補助金
○地域活動支援センター補助金
○共同生活援助等事業補助金
○生活ホーム補助金
○入間東部福祉会運営費等補助金
○児童デイサービス事業補助金

平成２２年度事業実績報告平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ③．生きがい活動支援

<施策・事業名> １１０．高齢者の就業支援

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 22,500千円 (高齢福祉課) 事業費 20,250千円 (高齢福祉課) 事業費 17,220千円 (高齢福祉課) 事業費 14,808千円 (高齢福祉課) 事業費 12,308千円

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

【補助事業名】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター補助金
【対象団体】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター
【会員数】１，１７５名
【活動内容】男女を問わず高齢者が組
織的に働くことを通じて、収入を得る
とともに、健康を保ち、生きがいを
持って地域社会に貢献する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の就労支援や地域活動など
に効果的である。
【補助金額】
平成２２年度　17,220,000円
平成２３年度　14,760,000円

補助事業名】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター補助金
【対象団体】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター
【会員数】１，１７９名
【活動内容】男女を問わず高齢者が組
織的に働くことを通じて、収入を得る
とともに、健康を保ち、生きがいを
持って地域社会に貢献する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の就労支援や地域活動など
に効果的である。
【補助金額】17,220,000円

【補助事業名】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター補助金
【対象団体】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター
【会員数】１，１６３名
【活動内容】男女を問わず高齢者が組
織的に働くことを通じて、収入を得る
とともに、健康を保ち、生きがいを
持って地域社会に貢献する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の就労支援や地域活動など
に効果的である。
【補助金額】20,250,000円

【補助事業名】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター補助金
【対象団体】　（社）ふじみ野市シル
バー人材センター
【会員数】　　1,037名
【活動内容】　男女を問わず高齢者が
組織的に働くことを通じて、収入を得
るとともに、健康を保ち、生きがいを
持って地域社会に貢献する。
【効果】　今後増加する定年退職者も
含め、高齢者の就労支援や地域活動な
どに効果的である。
【補助金額】
平成１９年度　22,500,000円
平成２０年度　22,500,000円

平成２４年度事業実績報告

　男女問わず高齢者が組織的に働くことを通じて、収入を得るとともに、健康を保ち、生きがいを持って地域社会に貢献することを促進する
ために、ふじみ野市シルバー人材センターに補助金を交付する。【継続】

【補助事業名】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター補助金
【対象団体】（社）ふじみ野市シル
バー人材センター
【会員数】１，１０３名
【活動内容】男女を問わず高齢者が組
織的に働くことを通じて、収入を得る
とともに、健康を保ち、生きがいを
持って地域社会に貢献する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の就労支援や地域活動など
に効果的である。
【補助金額】
平成２３年度　14,760,000円
平成２４年度　12,300,000円

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告
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<施策・事業名> １１１．健康スポーツ事業の実施

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 0千円 (高齢福祉課) 事業費 0千円

〇グラウンドゴルフ大会及び講習会
　上福岡支部　１１月にびん沼自然公
園にて実施
　大井支部　　６月・１０月に亀久保
小学校にて実施

〇軽スポーツ大会及び講習会
　大井支部　　１０月に亀久保小学校
体育館にて実施

〇県老人クラブ主催シルバースポーツ
大会
　両支部参加　１０月に熊谷にて実施
　
【事業内容】　支部を単位にグラウン
ドゴルフ、ペタンク、健康ウォ－キン
グなど軽スポーツ普及啓発のための講
習会などを開催し、単位老人クラブを
超えた交流、親睦とともに健康増進を
図った。
【効果】　今後増加する定年退職者も
含め、高齢者の社会参加や健康増進な
どに効果的である。

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告

　軽スポーツ普及啓発のための講習会などを開催し、単位老人クラブを超えた交流、親睦とともに健康増進を図る。【継続】

平成２２年度事業実績報告

○県老人クラブ連合会主催シルバース
ポーツ大会
10月　熊谷にて実施
ゲートボール・グラウンドゴルフ・ペ
タンク・公式ワナゲ・マグダーツ

○県西部地区グラウンドゴルフ大会
　11月　川越市にて実施

【事業内容】支部を単位にグラウンド
ゴルフ、ペタンク、健康ウォーキング
など軽スポーツ普及啓発のための講習
会などを開催し、単位老人クラブを超
えた交流、親睦とともに健康増進を図
る。県老人クラブ主催のシルバース
ポーツ大会にも積極的に参加する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の社会参加や健康増進など
に効果的である。

○県老人クラブ連合会主催シルバース
ポーツ大会
10月21日　熊谷にて実施
ゲートボール・グラウンドゴルフ・ペ
タンク・公式ワナゲ・マグダーツ
○県西部地区グラウンドゴルフ大会
11月30日　所沢市にて実施

【事業内容】支部を単位にグラウンド
ゴルフ、ペタンク、健康ウォーキング
など軽スポーツ普及啓発のための講習
会などを開催し、単位老人クラブを超
えた交流、親睦とともに健康増進を図
る。県老人クラブ主催のシルバース
ポーツ大会にも積極的に参加する。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の社会参加や健康増進など
に効果的である。

【対象団体】ふじみ野市いきいきクラ
ブ（老人クラブ）連合会
【事業内容】
１健康づくり事業
　県主催のスポーツ大会、地域スポー
ツ大会に積極的に参加し、会員の健康
づくりの啓発を行った。
２文化事業
　会員の文化芸術作品を展示、披露
し、文化芸術の啓蒙に努めた。
３地域コミュニティ
　会の円滑な運営確保と会員相互の情
報交換を行い、コミュニティづくりを
図った。

【対象団体】ふじみ野市いきいきクラ
ブ（老人ｸﾗﾌﾞ）連合会
【事業内容】グランドゴルフ、ペタン
ク、健康ウォーキングなど軽スポーツ
普及啓発のための講習会などを開催
し、単位老人クラブを超えた交流、親
睦とともに健康増進を図る。県老人ク
ラブ主催のシルバースポーツ大会にも
積極的に参加した。
10月シルバースポーツ大会（熊谷市：
ゲートボール・グランドゴルフ・ペタ
ング他）、11月県老連社交ダンス大会
（さいたま市）、11月県老連西部地区
グラウンドゴルフ大会（所沢市）
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、高齢者の社会参加や健康増進など
に効果的である。
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◇事業内容◇　

(体育課) 事業費 791千円 (体育課) 事業費 510千円 (体育課) 事業費 465千円 (体育課) 事業費 534千円 (体育課) 事業費 439千円

平成２４年度事業実績報告

○前期シニア元気塾
日　時　　5/11、18、25、6/1、8、
15、22（毎週水曜日７回）
会　場　　大井小学校会議室・グラン
ド
講　師　　体育指導委員
内　容　　ストレッチ・ウオーキン
グ・筋トレ・軽スポーツ（ペタング
等）
参加者　　２０人（延べ123人）
○後期シニア元気塾
日　時　　10/13、20、27、11/10、
17、24、12/1毎週木曜日（７回）
会　場　　上野台体育館
講　師　　体育指導委員
内　容　　ストレッチ・ウオーキン
グ・筋トレ・軽スポーツ等
参加者　　３８人（延べ227人）

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○前期シニア元気塾
日　時　　4/24、5/8、15、22、29、
6/5、12、19（毎週火曜日８回）
会　場　　上野台体育館
講　師　　スポーツ推進委員
内　容　　ストレッチ・ウオーキン
グ・筋トレ・軽スポーツ（グラウン
ド・ゴルフ等）
参加者　　５７人（延べ３６６人）

○後期シニア元気塾
日　時　　9/20、27、10/4、11、18、
25、11/1、8（毎週木曜日（８回）
会　場　　上野台体育館
講　師　　スポーツ推進委員
内　容　　ストレッチ・ウオーキン
グ・筋トレ・軽スポーツ・ラリー
ウォーク等
参加者　　５４人（延べ３７０人）

○シニア日曜元気塾
日　時　7/1～29（第1期）、11/18～
12/16（第2期）、3/3～24（第3期）
会　場　東原小、鶴小、西公
講　師　スポーツ推進委員
内　容　ストレッチ・ウオーキング・
筋トレ・軽スポーツ等
参加者　２７人、３４人、２０人

　５０歳以上を対象にシニア元気塾を開催する。健康で生きがいのある豊かな老後を過ごすため、学習やスポーツ・レクリエーション活動、
ボランティア活動などをきっかけとし、社会活動への積極的な参加を促進する事業を開催する。【継続】

○シニア元気づくり教室 5/28 6/4
11  18  25  7/2  9  16
上野台体育館 ストレッチ・ウ

オーキング・筋トレ・軽スポーツ
申込人数３０人　延べ２０８人
指導者延べ９７人

○シニア元気づくり教室 10/9 16
23  30  11/6  13  20  27
大井総合体育館　ストレッチ・ウオー
キング・筋トレ・軽スポーツ
参加者２７人　延べ１８２人
指導者延べ８７人

○シニア元気塾　5/11、 6/9、 7/8、
9/13、10/9、11/16、 12/8、 1/13、
2/13、 3/14
上野台体育館
内容　ストレッチ・ウオーキング・筋
トレ・軽スポーツ新体力測定
申込人数３０人　延べ２０８人
指導者延べ９７人

○前期シニア元気塾　5/26、 6/2、
9、16、23、30、 7/7、14
上野台体育館
内容　ストレッチ・ウオーキング・筋
トレ・軽スポーツ新体力測定
申込人数４０人　延べ２６４人

○後期シニア元気塾　10/20、27、
11/10
大井保健センター
内容　ストレッチ・ウオーキング・筋
トレ・軽スポーツ新体力測定
申込人数２０人　延べ６７人

平成２０年度事業実績報告
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◇事業内容◇　

(体育課) 事業費 20千円 (体育課) 事業費 40千円 (体育課) 事業費 158千円 (体育課) 事業費 96千円 (体育課) 事業費 84千円

平成２３年度事業実績報告

○シニアスポーツセミナー
10/26  上野台体育館
　内容：椅子とトレーニングバンドを
使ってのストレッチと筋力トレーニン
グ
　講師：（株）運動指導士アカデミー
参加者：32名

○「誰でもどこでも健康スポーツ教
室・おはよう太極拳」
日　時　　4/11、18、25、5/9、16、
23、30（水曜日7回　6/6雨天中止）
会　場　　西中央公園
参加者　　延べ５２７人
教室の内容
　早朝の公園で太極拳による運動と健
康増進を図る
講　師　　ふじみ野市武術太極拳連盟
備　考　　アンケートで継続の要望が
高かったため、8/1より自主運営化

○「誰でもどこでも健康スポーツ教
室」
10/17  上野台体育館　内容：「森尻
先生のなるほどウオーキング」　＝健
康のための正しいウオーキング＝　講
師：森尻　強氏（東京家政大学　教
授）　センター健康推進コーディネー
タ　参加者：５０名
10/24　上野台体育館　内容：筋トレ
でパワーアップ＆ウオーキング　＝年
齢別の筋力トレーニングとウオーキン
グの実践＝　講師：ふじみ野市体育指
導委員　参加者３９名

○シニアスポーツセミナー　10/26
上野台体育館
　内容：インターバル速歩の勧め「講
義・実技」
　講師：（株）運動指導士アカデミー
参加者：５９名

平成２２年度事業実績報告

　運動継続の必要性を学ぶためシニアスポーツセミナーを開催する。健康で生きがいのある豊かな老後を過ごすため、学習やスポーツ・レク
リエーション活動、ボランティア活動などをきっかけとし、社会活動への積極的な参加を促進する事業を開催する。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○「いつでも誰でも健康スポーツ教
室・おはよう太極拳（前期）」
日　時　　4/26、5/10、17、31、
6/7,14（火曜日6回）
会　場　　亀久保中央公園
参加者　　３１０人
○「いつでも誰でも健康スポーツ教
室・おはよう太極拳（後期）」
日　時　　9/13、27、10/4、11、18、
25、11/1（火曜日7回）
会　場　　亀久保中央公園
参加者　　458人
教室の内容
　早朝の公園で太極拳による運動と健
康増進を図る
講　師　　ふじみ野市太極拳連盟

平成２１年度事業実績報告
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<施策・事業名> １１２．老人クラブへの支援

◇事業内容◇　

(高齢福祉課) 事業費 5,484千円 (高齢福祉課) 事業費 10,322千円 (高齢福祉課) 事業費 4,755千円 (高齢福祉課) 事業費 4,801千円 (高齢福祉課) 事業費 4,624千円

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実施計画

・老人クラブへ補助金を交付すること
により、会員の生活や地域を豊かにす
る社会活動を促進した。

【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（４４団体）
【会員数】2,823名
【活動内容】会員相互の交流を図ると
ともに地域福祉の向上を図る。
《単位老人クラブ》
【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（４１団体）
【会員数】２，５９９名
【活動内容】地域でのグラウンドゴル
フ大会や軽スポーツ大会、茶話会、講
習会を通し会員相互の交流を図るとと
もに地域福祉の向上を図った。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】3,660,000円

《老人クラブ連合会》
【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ
連合会補助金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連
合会
【会員数】２，５９９名
【活動内容】連合会全体での事業とし
ての研修旅行、他老人クラブとの情報
交換会を通し、旧両地区の会員及び他
地域の会員相互の交流を図るとともに
地域福祉の向上を図った。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】1,724,000円

・老人クラブへ補助金を交付すること
により、会員の生活や地域を豊かにす
る社会活動を促進した。

【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（４４団体）
【会員数】2,919名
【活動内容】地域でのグラウンドゴル
フ大会や軽スポーツ大会、茶話会、講
習会を通し会員相互の交流を図るとと
もに地域福祉の向上を図った。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】
平成２０年度　　3,760,000円

【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ
連合会補助金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連
合会（１団体）
【会員数】２，９１９名
【活動内容】連合会全体での事業とし
て研修旅行、他老人クラブとの情報交
換会を通し、旧両地区の会員及び他地
域の会員相互の交流を図るとともに地
域福祉の向上を図った。

【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、高齢者の社会
参加や地域活動などに効果的である。
【補助金額】
平成２０年度　　1,724,000円

　会員の生活や地域を豊かにする社会活動を促進する。【継続】

平成２４年度事業実績報告

《単位老人クラブ》
【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（３９団体）
【会員数】２，３８６名
【活動内容】会員相互の交流を図ると
ともに地域福祉の向上を図る。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】2,971,000円
【目標・課題】老人クラブ連合会と単
位クラブの連携及び自主自立の促進

《老人クラブ連合会》
【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ
連合会補助金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連
合会
【会員数】２，３８６名
【活動内容】旧市町の組織を統合し、
会員の生活や地域を豊かにする社会活
動を促進した。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】1,724,000円
【目標・課題】旧市町の組織を統合し
たため、円滑な組織運営と会員相互の
交流を図る。

平成２３年度事業実績報告

《単位老人クラブ》
【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（３９団体）
【会員数】２，３４１名
【活動内容】会員相互の交流を図ると
ともに地域福祉の向上を図る。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】2,926,000円
【目標・課題】老人クラブ連合会と単
位クラブの連携及び自主自立の促進

《老人クラブ連合会》
【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ
連合会補助金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連
合会
【会員数】２，３４１名
【活動内容】旧市町の組織を統合し、
会員の生活や地域を豊かにする社会活
動を促進した。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】1,667,000円
【目標・課題】旧市町の組織を統合し
たため、円滑な組織運営と会員相互の
交流を図る。

《単位老人クラブ》
【補助事業名】ふじみ野市単位老人ク
ラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラ
ブ（３９団体）
【会員数】２，４４６名
【活動内容】地域でのグラウンドゴル
フ大会や軽スポーツ大会、茶話会、講
習会を通し会員相互の交流を図るとと
もに地域福祉の向上を図った。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】3,031,000円

《老人クラブ連合会》
【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ
連合会補助金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連
合会
【会員数】２，４４６名
【活動内容】連合会全体での事業とし
ての研修旅行、他老人クラブとの情報
交換会を通し、旧両地区の会員及び他
地域の会員相互の交流を図るとともに
地域福祉の向上を図った。
【効果】今後増加する定年退職者も含
め、会員の確保により、地域に根ざし
た高齢者の社会参加や地域活動などに
効果的である。
【補助金額】1,724,000円
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<施策・事業名> １１３．高齢者の学習の場の提供

◇事業内容◇　

(大井中央公民館) 事業費 676千円 (大井中央公民館) 事業費 443千円 (大井中央公民館) 事業費 465千円 (大井中央公民館) 事業費 500千円 (大井中央公民館) 事業費 500千円

○もくせい大学（受講者222人）
【期間】5月～3月
　　　　（各学科月１～４回）
【会場】大井中央公民館
▼教養課程①教養講座（3回）
▼教養課程②もくせい映画（全6回）
▼各学科（9学科）
コーラス学科60人／フォークダンス学
科31人／スポーツ吹き矢学科20人／水
彩画学科20人／水墨画学科24人／英語
学科22人／韓国語学科24人／俳句創作
学科8人／料理24人
▼文集「もくせい」第38号の発行

○もくせい大学（受講者222人）
【期間】5月～3月
　　　　（各学科月１～４回）
【会場】大井中央公民館
▼教養課程①教養講座（3回）
▼教養課程②もくせい映画（全6回）
▼各学科（9学科）
コーラス学科59人／フォークダンス学
科28人／スポーツ吹き矢学科19人／水
彩画学科18人／水墨画学科24人／英語
学科25人／俳句創作学科10人／料理学
科20人
▼文集「もくせい」第39号の発行

平成２０年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

　高齢者の地域での生きがい事業として教養課程（１つのテーマを決め１年間かけて学習）と７学部１１学科で事業を展開している。今後、
団塊の世代の地域での生きがい事業へと結びつく展開を行っている。【継続】

平成２１年度事業実績報告

○もくせい大学（受講者205人）
【期間】5月～3月
【会場】大井中央公民館
▼教養課程①（全1回）
▼教養課程②もくせい映画（全5回）
▼各学科（9学科）
コーラス学科58人／フォークダンス学
科29人／スポーツ吹き矢学科18人／水
彩画学科20人／水墨画学科21人／英語
学科28人／韓国語学科19人／俳句創作
学科12人／男性専科（料理）21人
▼文集「もくせい」第37号の発行

平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○ もくせい大学
【期間】5月～翌年3月
【会場】大井中央公民館
▼教養課程①
【内容】「世代間交流と地域福祉」を
年間テーマとし社会福祉制度などにつ
いて学んだ（全5回）
【参加人数】180人（延べ人数）
▼教養課程②
【内容】「もくせい映画」（映画鑑
賞）（全11回）
【参加人数】180人（延べ人数）
▼ 各学科（10学科）
【日程】月2～5回（学科による）
【内容および申込み人数】コーラス学
科（60）　フォークダンス学科（26）
スポーツ吹き矢学科（13）　英語学科
（20） 韓国語学科 俳句創作学科
（14）　水彩画学科（21）　水墨画学
科（16） 男性専門学科［茶道］
（8）　男性専門学科［料理］（11）

○もくせい大学（受講者194人）
【期間】5月～3月
【会場】大井中央公民館
▼教養課程①テーマ「くらしと行政」
（全4回）
▼教養課程②もくせい映画（全11回）
▼各学科（１０学科）
コーラス学科61人／フォークダンス学
科29人／スポーツ吹き矢学科15人／水
彩画学科25人／水墨画学科22人／英語
学科22人／韓国語学科17人／俳句創作
学科16人／男性専科（茶道）9人／男
性専科（料理）21人
▼文集「もくせい」第36号の発行
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◇事業内容◇　

(上福岡公民館) 事業費 232千円 (上福岡公民館) 事業費 177千円 (上福岡公民館) 事業費 217千円 (上福岡公民館) 事業費 213千円 (上福岡公民館) 事業費 212千円

<施策・事業名> １１４．障がい者在宅支援事業

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 248千円 (障がい福祉課) 事業費 262千円 (障がい福祉課) 事業費 199千円 (障がい福祉課) 事業費 166千円 (障がい福祉課) 事業費 87千円

○障害者週間に障がい者関係団体との
協働により「ふれあい広場」を開催
し、市民の理解及び障がい者の積極的
な参加の場を提供している。
【開催日時】　１２月８日（土）
【場所】大井中央公民館
【来場者】　延べ４３３人
開催内容
・応募ポスター表彰式
・障がい者関係団体の合唱及び演奏
・障がい者関係団体等によるバザー及
びパネル展示
・その他

平成２４年度事業実績報告

○障害者週間に実行委員会形式で「ふ
れあい広場」を開催し、市民の理解及
び障がい者の積極的な場を提供した。
【開催日時】　１２月４日（土）
【場所】大井中央公民館
【来場者】　延べ６０８人
開催内容
・福岡太鼓の演奏
・応募ポスター表彰式
・障がい者関係団体の合唱及び演奏
・「たかはし　べん」コンサート
・障がい者関係団体等によるバザー及
び展示
・その他

○ことぶき大学
【実施日】5/22～2/19までの第1・3火
曜日午後　全16回
【内容】開講式から始まり、国際化、
芸術、健康、医療、防災をテーマに講
義、講演会、自主活動を開催した。
【受講人数】定員100名（延べ人数
1,240人）
【会場】公民館ホール他

○第１３回「ふれあい広場」の開催
【開催日時】１２月６日
【場所】大井中央公民館
・ 障がい者の就労や自立に関する講
演
・ 販売・バザー等
・ 音楽発表
・ 福祉機器・パネル展示等

○第１４回「ふれあい広場」の開催
【開催日時】１２月５日
【場所】上福岡公民館
・ 障がい者権利擁護センター所長に
よる講演
・ 物品販売、バザー等
・ ダンス、音楽発表等
・ パネル展示等

○障害者週間に実行委員会形式で「ふ
れあい広場」を開催し、市民の理解及
び障がい者の積極的な場を提供してい
る。
【開催日時】　１２月３日（土）
【場所】市民交流プラザ
【来場者】　延べ２８１人
開催内容
・応募ポスター表彰式
・講演「東日本大震災ｉｎみやぎ救援
活動180日間記録」
・障がい者関係団体の合唱及び演奏
・障がい者関係団体等によるバザー及
び展示
・その他

○ことぶき大学
【開催時期】毎月第１、３火曜日　午
後１時３０分～３時３０分
【開催回数】８月を除く16回
【受講生】101人
【内容】
市の政策と現状
後期高齢者医療保険について
自己防犯力を養う（詐欺に遭わないた
めに）等

　障がい者福祉についての市民の関心と理解を深めるとともに障がい者があらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的と
して障害者週間（１２月３日～１２月９日）を中心に意識啓発に係る取り組みを展開していく。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告

○ことぶき大学
【実施日】5/19～2/16までの第1・3火
曜日午後　全16回
【内容】講演「生涯学ぶ意味」、「裁
判員制度」、「暑い夏の過ごし方」、
「相続・遺言・成年後見制度」、「悪
質商法」等
【受講人数】119人
【会場】公民館ホール他

○ことぶき大学
【実施日】5/18～2/15までの第1・3火
曜日午後　全16回
【内容】講演「今が一番いいとき　-
暮らしに生かす哲学の知恵-」、「お
となりさんは外国人」、「腰痛の自己
管理」、「罪を償った人と人権」、
「助け合う地域社会　-活動を通して
見えること-」等
【受講人数】100名
【会場】公民館ホール他

○ことぶき大学
【実施日】5/17～2/21までの第1・3火
曜日午後　全16回
【内容】開講式から始まり、国際化、
芸術、健康、医療、防災をテーマに講
義、講演会、自主活動を開催した。
【受講人数】定員100名（延べ人数
1,218人）
【会場】公民館ホール他

　豊かな教養を身につけ、主体的に行動し、高齢者一人ひとりが健康で明るく、生きがいを持った人生を送るために、仲間づくりを行う。
【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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<施策・事業名> １１５．障がい者団体育成事業

◇事業内容◇　

(障害福祉課) 事業費 3,909千円 (障がい福祉課) 事業費 3,728千円 (障がい福祉課) 事業費 3,333千円 (障がい福祉課) 事業費 5,161千円 (障がい福祉課) 事業費 5,154千円

<施策・事業名> １１６．交流の場の提供

◇事業内容◇　

(上福岡西公民館) 事業費 231千円 (上福岡西公民館) 事業費 200千円 (上福岡西公民館) 事業費 193千円 (上福岡西公民館) 事業費 191千円 (上福岡西公民館) 事業費 205千円

(上福岡公民館) 事業費 0千円 (上福岡公民館) 事業費 0千円

○障がい者団体運営費等の一部補助
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　・ふじみ野市精神障害者家族会
○レクリエーション事業を事業委託
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　　平成２４年９月２日・３日
　　群馬サファリパーク見学
　　１９名参加
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　　平成２５年３月２０日
　　東京スカイツリーと浅草見学
　　８７名参加

８月を除く毎月第３日曜日に実施
・カラオケ
・調理実習
・バス研修
・クリスマス
・レクリエーション

延べ166人参加

８月を除く毎月第３日曜日に実施
・カラオケ
・調理実習
・バス研修
・クリスマス
・レクリエーション

延べ169人参加

○障がい者団体運営費等の一部補助
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　・ふじみ野市精神障害者家族会
○レクリエーション事業を事業委託
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　　平成２３年９月４日・５日
　　山梨県オルゴール館等見学
　　２５名参加
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　　平成２３年１０月２３日
　　群馬サファリパーク見学
　　７０名参加

　8月を除く毎月第3日曜日に実施
・ カラオケ
・ バーベキュー
・ ボーリング
・ バス旅行
・ クリスマス
・ 新年会　等

延べ238人参加

８月を除く毎月第３日曜日に実施
・カラオケ
・バーベキュー
・ボーリング
・バス旅行
・クリスマス
・新年会　等

延べ186人参加

８月を除く毎月第３日曜日に実施
・カラオケ
・バーベキュー
・バス旅行
・クリスマス
・新年会　等

延べ161人参加

○レクリェーション事業を実施した
り、各種研修会等に参加することによ
り、会員間の親睦を図るとともに、広
報活動を通じて団体の活動及び障がい
者に対する理解促進に努めた。
委託先：身体障害者福祉会　30人参加
　　　　手をつなぐ育成会　46人参加

　青年の障がい者とボランティアスタッフが自ら地域へ出て、さまざまな人たちと交流を行い障がい者への理解を深めてもらう活動を実施す
る。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○レクリェーション事業を実施した
り、各種研修会等に参加することによ
り、会員間の親睦を図るとともに、広
報活動を通じて団体の活動及び障がい
者に対する理解促進に努めた。
委託先：身体障害者福祉会　27人参加
　　　　手をつなぐ育成会　51人参加

○障がい者団体運営費等の一部補助
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　・ふじみ野市精神障害者家族会
○レクリエーション事業を事業委託
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　　平成２２年９月５日・６日
　　桐生織物工場見学
　　２８名参加
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　　東日本大震災のため自粛し中止

　障がい者やその家族に対して相互の親睦と福利厚生を図るため、レクリエーション事業を行ったり、精神に障がいを抱え引きこもりになり
がちな人に集会機能を持ったスペースを確保する等、障がい者団体の育成支援を行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告
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《主要課題》　　 ４．地域福祉の充実

（施策の方向）　 ①．地域福祉組織の充実

<施策・事業名> １１７．民生委員・児童委員の育成及び活用

◇事業内容◇　

(福祉課) 事業費 15,203千円 (福祉課) 事業費 15,120千円 (福祉課) 事業費 15,117千円 (福祉課) 事業費 15,700千円 (福祉課) 事業費 16,911千円

○毎定例会の実施により、情報共有及
び地域の課題等を整理する。
・ 連絡協議会（年１回）
・ 会長連絡会（月１回）
・ 地区役員会（月１回　随時）
・ 地区民児協定例会（月１回）
・ 専門部会連絡会（随時）

○福祉に関する制度及び日常の相談・
支援等実務に関する研修の実施
・ 全体研修
　　　　民生委員・児童委員の日記念
事業（講演会　６月）
・ 地区別委員研修
　　　施設研修
・ 専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童　部会
・ 埼玉県民児協関連研修

１　毎定例会の実施により、情報共有
及び地域の課題等を整理した。
・ 連絡協議会（年１回）
・ 会長連絡会（月１回）
・ 地区役員会（月１回　随時）
・ 地区民児協定例会（月１回）
・ 専門部会連絡会（随時）

２　福祉に関する制度及び日常の相
談・支援等実務に関する研修の実施
・ 全体研修
　　　　民生委員・児童委員の日記念
事業（講演会　６月）
・ 地区別委員研修
　　　施設研修
・ 専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童　部会
・ 埼玉県民児協関連研修

１　毎定例会の実施により、情報共有
及び地域の課題等を整理した。
・ 連絡協議会（年１回）
・ 会長連絡会（月１回）
・ 地区役員会（月１回　随時）
・ 地区民児協定例会（月１回）
・ 専門部会連絡会（随時）

２　福祉に関する制度及び日常の相
談・支援等実務に関する研修の実施
・ 全体研修
　　　　民生委員・児童委員の日記念
事業（講演会　６月）
・ 地区別委員研修
　　　施設研修
・ 専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童　部会
・ 埼玉県民児協関連研修

１　毎月定例会の実施し、情報共有及
び地域の課題等を整理した。
・ 連合会総会（年１回）
・ 会長会（月１回）
・ 地区役員会（月１回　随時）
・ 地区民児協定例会（月１回）
・ 専門部会連絡会（随時）

２　福祉に関する制度及び日常の相
談・支援等実務に関する研修を実施し
た。
・ 全体研修　２回
・ 地区別委員研修
・ 専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童部会
・ 埼玉県民児協関連研修

　すべての住民が住み慣れた地域社会で安心して暮らせるよう、地域における問題・課題についての共通認識や情報の共有ができるよう民生
委員・児童委員相互のネットワークの強化に努める。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２２年度事業実績報告

１　毎月定例会を実施し、情報共有及
び地域の課題等を整理した。
・ 連合会総会（年１回）
・ 会長会（月１回）
・ 地区役員会（月１回　随時）
・ 地区民児協定例会（月１回）
・ 専門部会連絡会（随時）

２　福祉に関する制度及び日常の相
談・支援等実務に関する研修を実施し
た。
・ 地区別委員研修
・ 専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童部会
・ 埼玉県民児協関連研修
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（施策の方向）　 ②．市民生活をめぐる相談体制の充実

<施策・事業名> １１８．市民相談窓口の設置

◇事業内容◇　

(出張所) 事業費 4,539千円 (市民相談室) 事業費 3,938千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 3,853千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 3,914千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 4,368千円

消費生活センターとの統合により、多
様化する市民の総合相談窓口として法
律や家庭問題、ＤＶ被害等のニーズの
高い相談に適切に対応できるように相
談・支援体制の充実を図った。また、
総合相談窓口として、多様な相談に対
応し、適切な助言及び関係部署（機
関）との連携を図り問題解決を支援し
た。　　　　　　　　　　　　　(専
門相談実績）９４６件
・弁護士相談　　　　５０９件
・司法書士相談　　　１７３件
・人権・困りごと相談　２７件
・行政総合相談　　　　１７件
・女性総合相談　　　　６０件
・税理士による税相談　６４件
・土地建物相談　　　　２９件
・ファミリー相談　　　２３件
・その他　　　　　　　４４件
（職員対応によるＤＶ相談実績）　６
２件

(1) 市で委嘱している相談員が専門的
な立場から適切な助言やアドバイスを
行うことで、離婚や、相続、債務整理
などの暮らしの中の様々な悩みや法的
トラブルなどの解決を支援した。
（相談日程・年間件数）
① 法律相談
・弁護士（月・木曜日午後）５０８件
・司法書士（第1・2・3・4金曜日午
前）１５８件
② 人権・困りごと相談
（第2・4火曜日午前）５３件
③ 行政総合相談
（第1・3・5金曜日午後）５７件
④ 土地建物相談
（毎月1回　水曜日）３４件

(2)相談担当職員による一般相談で
は、市の行政サービスに関する要望や
苦情、照会に対応したり、公共、民間
の専門相談機関に関する情報提供など
を行うことで問題解決の支援を行う。
（平日・随時対応）３２件

　

(1) 市で委嘱している相談員が専門的
な立場から適切な助言やアドバイスを
行うことで、離婚、相続、親子・親族
関係、債務整理等の暮らしの中の悩み
や法的トラブルなどの解決を支援し
た。
（相談日程・相談件数）
① 法律相談
・弁護士（月・木曜日午後）５２９件
・司法書士（第1・2・3・4金曜日午
前）１６２件
② 人権・困りごと相談
（第2・4火曜日午前）３０件
③ 行政総合相談
（第1・3・5金曜日午後）４６件
④ 土地建物相談
（第2水曜日午前・午後）３５件
⑤税理士の税相談
（第3火曜日　午前・午後　3月除く）
３８件
⑥債務相談（月曜～金曜日　午前・午
後）６５件
⑦一般相談「市職員対応」（月曜～金
曜日　午前・午後）２２件

市で委嘱している相談員が専門的な立
場から適切な助言を行うことで、離
婚、相続、親子・親族関係などの悩み
や法的トラブルなどの問題解決を支援
した。ＤＶ被害者支援については、
「ＤＶ被害者支援のための職員対応マ
ニュアル」を活用し、関係各課と業務
の確認、調整を図ったことによりＤＶ
被害者の総合的な支援を迅速に行うこ
とができた。また、多重債務者の救
済、生活再建の相談体制を整備して迅
速な支援対応をしたことにより、市税
収納率向上につなげることができた。
（多重債務救済件数）４７件
２４年度から、相談件数の多い離婚、
親子・親族トラブル等の家庭問題に対
応するため、人間関係の専門的な知
識・技法を活用し、人間関係の修復や
健全化をすることを目的に活動してい
る公益社団法人家庭問題情報センター
と連携し、ファミリー相談を増設し相
談の充実を図った。
（相談日程・件数）
①弁護士の法律相談（月・木曜日午
後）５２８件　　　　②司法書士の法
律相談（金曜日午前）１６３件
③人権・困りごと相談（第１水曜午
前）１０件　　　　　④行政総合相談
（第４水曜午前）２０件
⑤税理士の税相談（第３水曜　午前・
午後　３月除く）３７件
⑥土地建物相談（第２水曜　午前・午
後）２０件　　　　⑦特設人権相談
（年４回　午前・午後）１１件
⑧ファミリー相談（第３火曜　午後）
１９件

平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

(1) 市で委嘱している相談員が専門的
な立場から適切な助言やアドバイスを
行うことで、離婚や、相続、債務整理
などの暮らしの中の様々な悩みや法的
トラブルなどの解決を支援した。
（相談日程）
① 法律相談（月・木曜日　午前・午
後）
（Ｈ20年度実績）６８２件
② 人権相談（第２・４火曜日　午
前）
（Ｈ20年度実績）　４８件
③ 困りごと相談（第１・３金曜日
午前）
（Ｈ20年度実績）　６８件
④ 行政相談（第１・３金曜日　午
後）
（Ｈ20年度実績）　４１件

(2)相談担当職員による一般相談で
は、市の行政サービスに関する要望や
苦情、照会に対応したり、公共、民間
の専門相談機関に関する情報提供など
を行うことで問題解決の支援を行う。
（平日・随時対応）
（Ｈ20年度実績）　３８件
　

平成２３年度事業実績報告

　市政及び市民の社会生活上のあらゆる相談に応じ、問題解決に向けて適切な情報提供や助言、支援につなげる。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ②．市民生活をめぐる相談体制の充実

<施策・事業名> １１８‐２．市民相談窓口の設置

◇事業内容◇　

(市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 0千円

平成２４年度事業実績報告

ＤＶ総合相談窓口として相談を受け、
ＤＶ相談共通シートを活用し庁内の関
係課と連携をとり、ＤＶ被害者の避難

にする支援をした。

ＤＶ総合相談

相談日程　市民相談担当職員
（月～金曜日・随時受付）

相談件数　　１６件

ＤＶ総合相談窓口として相談を受け、
ＤＶ相談共通シートを活用し庁内の関
係課と連携をとり、ＤＶ被害者の避難
に対する支援をした。また、ＤＶ相談
対応ﾏﾆｭｱﾙ を作成してDV加害者からの
追及を未然に防ぎDV被害者の安全を確
保した。
ＤＶ総合相談

相談日程　市民相談担当職員
（月～金曜日・随時受付）

　　　　相談件数　　４２件

市民相談ＤＶ担当者が配偶者等から身体的・精神的な暴力を受け、また配偶者等の追求から避難を必要としている者に対し、住民登録等シス
テムの支援をはじめ安全に生活できるよう問題解決のための助言・支援を行う。【継続】

平成２２年度事業実績報告

ＤＶ総合相談窓口として相談を受け、
ＤＶ相談共通シートを活用し庁内の関
係課と連携をとり、ＤＶ被害者の避難
に対する支援をした。また、ＤＶ相談
対応ﾏﾆｭｱﾙ を作成してDV加害者からの
追及を未然に防ぎDV被害者の安全を確
保した。
ＤＶ総合相談

相談日程　市民相談担当職員
（月～金曜日・随時受付）

　　　　相談件数　６２件

平成２３年度事業実績報告
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<施策・事業名> １１９．女性総合相談窓口の設置

◇事業内容◇　

(出張所) 事業費 240千円 (市民相談室) 事業費 390千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 405千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 443千円 (市民相談・人権推進室) 事業費 443千円

○主に、配偶者からの暴力、離婚など
の夫婦関係の問題や親子関係の悩み、
仕事のことや生き方など心理的なケア
を必要とする問題解決を支援した。

（実施回数）月２回　年間２４回
（相談日）第２・４火曜日
午後1時３０分～４時３０分
（相談人数）1日 ３人
（相談時間）一人５０分
（相談員）女性心理カウンセラー　１
名
(支援方法)　対面カウンセリング・助
言・情報提供
（Ｈ20年度相談実績）５８件
（主な相談内容）夫婦問題―３５件
ＤＶ－８件
（相談者の年代）３０～４０才　３９
件

平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告

女性総合相談では、主に、配偶者から
の暴力、離婚などの夫婦関係や親子関
係の悩みなどについて、自分自身を主
体的に考え自立していけるように心理
的ケアを行い、問題解決の支援をし
た。特にＤＶ被害者や離婚後相談者の
心理ケアは、長期にわたり必要となる
ことが多く、安定的に心理ケアを行え
るよう相談員の身分を保証するため２
３年度から非常勤職員とした。
ＤＶ被害者支援については、「相談共
通シート」を活用し、関係各課と情報
共有したことで、迅速な連携･支援が
できた。
・女性総合相談
（相談日）　　第２・４・５火曜日
午後　　　　　　　　（相談人数）
１日３人
（相談時間）　１回５０分
（相談員）　　女性心理カウンセラー
１名　　　　　　　　（支援方法）
のべ５４人（うち新規３９人継続１５
人）
（主な相談内容）ＤＶ２０件、夫婦問
題１４件、家族問題１２件
（相談者の年代）２０代２名、３０代
１９名、４０代１３名、５０代６名、
６０代以上１３名

女性総合相談では、主に、配偶者から
の暴力、離婚などの夫婦関係や親子関
係の悩みなどについて、自分自身を主
体的に考え自立していけるように心理
的ケアを行い、問題解決の支援をし
た。特にＤＶ被害者や離婚後相談者の
心理ケアは、長期にわたり必要となる
ことが多く、安定的に心理ケアを行え
るよう相談員の身分を保証するため２
３年度から非常勤職員とした。
ＤＶ被害者支援については、「相談共
通シート」を活用し、関係各課と情報
共有したことで、迅速な連携･支援が
できた。
・女性総合相談
（相談日）第２・４・５火曜日午後
（相談人数）　１日３人
（相談時間）　１回５０分
（相談員）女性心理カウンセラー　１
名　　　         　　　　　（支援
方法）　６０人（うち新規４７人　継
続１３人）
（主な相談内容）ＤＶ７件、夫婦問題
３１件、家族問題１４件
（相談者の年代）１０代３名、２０代
４名、３０代１２名、４０代２４名、
５０代６名、６０代以上１１名

平成２３年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告

○主に、配偶者からの暴力、離婚など
の夫婦関係の問題や親子関係の悩み、
仕事のことや生き方など心理的なケア
を必要とする問題解決を支援する。
　平成１５年に開設して以来、相談事
業として市民に定着し、相談ニーズの
高いことから、第５火曜日も開催し
た。
　また、経験豊富な相談員を確保する
ため、謝礼の見直しを図った。
（実施回数）年間２６回
（相談日）第２・４・５火曜日
午後1時３０分～４時３０分
（相談人数）1日 ３人
（相談時間）１人５０分
（相談員）女性心理カウンセラー　１
名
(支援方法)　対面カウンセリング・助
言・情報提供
（Ｈ２１年度相談実績）６７件
（主な相談内容）夫婦問題３８件　Ｄ
Ｖ４件
（相談者の年代）３０～４０才　４２
件

○主に、配偶者からの暴力、離婚など
の夫婦関係の問題や親子関係の悩み、
仕事のことや生き方などの心理的ケア
を行い、問題解決の支援をした。ま
た、ＤＶ被害者や離婚の心理ケアを継
続的に行えるように支援した。
（相談回数）年間２７回
（相談日）第２・４・５火曜日
（相談人数）1日 ３人
（相談時間）1人５０分
（相談員）女性心理カウンセラー　１
名
(支援方法)対面カウンセリング・助
言・情報提供・心理ケア
（相談実績）年間延べ５２人　キャン
セル２７人
（主な相談内容）夫婦問題　３０件
ＤＶ　１０件
（相談者の年代）２０代　５名　３０
代～４０代　３３名　６０代以上　１
４名

　専門の女性心理カウンセラーが性別に起因する諸問題について相談に応じ、男女による差別を受けることなく、自らの生き方を主体的に選
択し、問題解決ができるように助言、カウンセリングを行う。【継続】

平成２０年度事業実績報告
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（施策の方向）　 ３．福祉情報の提供体制の充実

<施策・事業名> １２０．福祉の情報提供の充実

◇事業内容◇　

(関係各課) 事業費 0千円 (関係各課) 事業費 0千円 (関係各課) 事業費 0千円 (関係各課) 事業費 0千円 (関係各課) 事業費 0千円

・住宅手当等の新規事業について、
ホームページ又は市報等に福祉に関す
る情報の提供に努めた。（福祉部）

・住宅手当等の新規事業について、
ホームページ又は市報等に福祉に関す
る情報の提供に努めた。（福祉部）

・ホームページ又は市報等に福祉に関
する情報を多く掲載した。（福祉部）
・子育て情報メールの配信を開始し
た。（福祉部）

・ホームページ又は市報等に福祉に関
する情報を多く掲載した。（福祉部）
・子育て情報メールの配信を活用し
た。（福祉部）

・ホームページ又は市報等に福祉に関
する情報を多く掲載した。
（福祉課）
・社会福祉協議会の合併延期について
・うれし野まちづくり会館児童図書に
ついて
（子育て支援課）
・子育て特別応援手当について
・子育てサービスガイドについて
・次世代育成支援行動計画に基づく措
置の実施状況について　ほか
（障がい福祉課）
・手帳の交付、診断書料等の助成につ
いて　ほか（随時）
（保育課）
・保育所の入所について
・保育所関連情報　ほか（随時）

　ホームページの充実を図り、情報提供に努める。【継続】

平成２０年度事業実績報告 平成２１年度事業実績報告 平成２２年度事業実績報告 平成２４年度事業実績報告平成２３年度事業実績報告
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